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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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○目覚めた場所







　夢を見ていた。

　自分でも信じられないような、現実的な夢。

　独りで朝食をとり、学校へ行き、放課後真まっ直すぐに自宅へと帰宅する。

　そして静かに眠りまた明日を迎える。

　オレと言う人間、鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうにとっての日常、だったはず。

　なのに、その夢はどこか寂しいと言うか、孤独を感じて、苦痛だった。

　何かが欠けている。

　もどかしい夢。

　どれだけ考えても、夢の中のオレはその原因を突き止めることが出来なかった。

　何かが足りない。

　何かが、この当たり前の日常の中に足りない。

　気が付けば自分の中で大きく広がり、膨れ上がっていったものがあったはずだ。

　本当に夢って奴やつは、もどかしい。

　考えれば考えるほど深みに嵌り、真相からは遠のいていく。

　それと同時に、ゆっくりと夢の中から急速に冷えて遠ざかっていく。

　だから夢ってのは好きになれない。

　思い出そうとして、思い出せそうになったら、意識が目覚めていく。

　オレの夢に足りなかったもの。

　それは───。
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「っつ……」

　頭に鈍く重いものを感じ、暗い無から覚かく醒せいさせられる。

　先ほどまで見ていた夢を思い返す余裕もなく、オレは痛みに眉まゆを寄せた。

「何なんだよ……」

　頭痛、とは少し違う。

　何か固いもので殴られた後のような、ズンズンと響くような痛みが続いていて、引く気配がない。傷の具合を確かめようと思ったが、何な故ぜか上う手まく出来ない。

　オマケに、目を開いているはずなのに、視界は無く真っ暗だった。

「どういうことだよ……」

　声は、どうやら普通に出るらしい。

　それを聞き取る耳も正常だ。

　つまり、今のオレのおかしな状況は視界が無いことと、手足の自由がきかないことの二つだ。もうひとつ付け加えるなら、嗅きゆう覚かくの方も問題なさそうだ。

　目覚めた直後から、少しすえた臭においを感じている。

　無理やり身体からだを動かそうとするが、何かが妨害しているのか、上手く行動を起こせない。

「くそ、まともに動けそうにないな……」

　視界が無いことも相まって原因の特定が出来ない。

　強引に力を入れてみるが、手足が自由になる気配は欠片かけらもなかった。

　何がどうなってやがるんだ……。

　目を覚ましたら暗くら闇やみの中で、おまけに身動きが取れない。

　そんなこと、これまでの人生で一度だって経験したことはないぞ。

　幸いなことに、多少頭に痛みは感じるものの、それ以外には特に問題がない。

　身体そのものが致命的なダメージを負ってないなら、なんとかなるかもしれない。

　事態の把握もままならない中で、もがき続けるのは得策じゃない。

　一度こうなる前の状況を思い返してみよう。何かヒントがあるはずだ。

　確か、意識を失う前、オレは何人かと集団行動をしていた。

　そう……渚なぎさの依頼を受け、藤ふじ宮みやを探しに隣町に出かけたんだったな。

　そしてそこで、ひと悶もん着ちやくあったものの、藤宮を見つけて連れ帰ることに成功したんだ。

　その帰り道、渚の奴やつがオレにお礼がしたいとか抜かして、無理やり抱き付いて───。

「それから───」

　それからどうした？

　記憶が途切れ途切れになりながらも、必死で思い返す。

　渚の笑顔、渚の声、渚の───そうだ……。耳元で、悪魔の囁ささやきを聞いたんだ……。

　思い出した瞬間、思わず全身に力が籠こもり、怒りがこみ上げて来た。

「悪魔が、渚の身体からだに憑ひよう依いしやがったんだ……」

　そんなことをする悪魔は、オレが知る限り一人しかいない。

　前に学校で荒あら崎さきの身体に憑依しやがった時は、好き勝手暴れた挙句、荒崎が死にかけた。

　またあの時のように、渚の身にも危険なことが起きた。

　その事実がオレを苛いら立だたせた。状況を打開しようと全身全霊の力を込める。

「くっ……！」

　だが、手首や足首の自由を奪う何かは、びくともしない。

　やはり指先以外はまともに動かすことが不可能だった。

　何か固いもので縛りつけられているような状況だと分かった。

「あの悪魔に捕えられた、ってことか……？」

　そう考えるのが、最も筋が通る。

　何らかの攻撃を受け、オレは悪魔によって意識を奪われた。

　そしてこの暗くら闇やみの場所に連れてこられ、逃げられないように拘束されたんだろう。

　自由に動かせる首を使って周囲を見渡すが、いつまで経たっても景色は真っ暗なままだ。

　光源一つなく、どれだけ暗闇に目が慣れても、広がるのは闇だけだ。

　おまけに、地に足がついていないせいか、平衡感覚も定まらず、立たされているのか寝かされているのかも分からない。

　せめて視界が少しでも開ければ……。

　少し油断すると、拘束されていることすら勘違いなんじゃないかと思えてくる。

　頭の中で自分の身体がぐるぐると回る気持ちの悪い状態に陥る。

　こんな場所に長時間放置されたら、気でも狂ってしまいそうだ。

「おいコラ！　ここから出しやがれ！」

　暗くら闇やみの中に向かって、叫んでみる。

　今できることは、最も自由の利く口、声を使うことだった。

　咆ほう哮こうは闇の中に溶けて消えたが、何度か反響して自分の耳に戻って来た。

　まるで洞どう窟くつの中で叫んだ時のようだ。

「くそ……」

　オレの声に答える声はなく、すぐ静寂が返って来る。

　まさか、このまま死ぬまで放置、なんてことはないだろうな……。

　今はまだ少しの錯乱で済んでいるが、もしずっとこのままなら、命が尽きる前に頭がおかしくなって、正常な人間では居られなくなるだろう。

「おい、誰だれも居ないのか！」

　もう一度叫んでみる。

　反響するのはオレの声ばかりで、そこには人の気配は微み塵じんもなかった。

　こりゃダメだな。

　どれだけ叫んだところで、打開策になることはないだろう。

　目を開けていても見えないなら、閉じていても一緒だ。一ひと先まず瞼まぶたを閉じる。

　暴れたところで拘束から逃げられないのなら、無駄な体力を使うのも控えるべきだ。

　身体からだの力を抜き、リラックスした状態へと持っていく。

　今は少しでも多くの体力を残し、誰かが来ることを期待するのが最善の策だ。

　出てくるのは、鬼か蛇か、はたまた悪魔か。

　何にせよろくなものは来ないだろうな。
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　それからどれだけの時間が経過しただろうか。

　何度か浅い眠りに落ちては起き、落ちては起き、を繰り返した後のことだった。

　遠くの方から、規則正しい足音のようなものが聞こえて来た。

「…………」

　叫ぶのは簡単だが、相手を威い嚇かくする前に、正体を見極める必要がある。

　息を殺し、こっちの気配を極力殺し、足音の正体を待った。

　が、オレの沈黙は呆あつ気けない形で破られる。

「っく……！」

　突如、視界の中に灯りが飛び込み、その眩まぶしさに思わず目を背けてしまった。

　瞼まぶたをギュッと閉じ、痛みに堪える。

　十秒ほど瞼を強く閉じた後、恐る恐る目を開き、光へと視線を向けた。

　オレの左右に、ゆらゆらと揺れる炎が灯ともされている。

　その光は視界の中で広がり始め、想像通り洞どう窟くつの中に居ることが分かった。

　そして、オレの目の前には───見知らぬ悪魔が、不敵な笑みを浮かべ立っていた。

「どうやら、目を覚ましたようじゃのう？」

　整えられた、黒い髪をなびかせた少女が目の前に姿を見せた。

　無論、オレはその少女を一度も見たことはない。

　だがそれが誰だれであるのか、それを見極めるのは難しくなかった。

「……おまえか」

　吐き捨てるように言うと、少女は一度小さく笑みを見せた。

　特徴的な声と喋しやべり方で、この少女の正体にはすぐたどり着いた。

　可能なら一発ぶん殴ってやりたいが、生憎あいにくと体の自由は利かない。

　唯一使える武器を使って、この悪魔と戦うしかないだろう。

　こちらが無言で睨にらみつけていると、悪魔は面白そうに笑った。












「わらわに何か言いたそうじゃな。申してみよ」

「テメェ……渚なぎさの身体からだはどうした……」

「ほう？　真っ先に飛び出した言葉が命いのち乞ごいでも、己の状況に関することでもないとは」

「いいから答えろ。渚はどうした」

　藤ふじ宮みやの妹、渚のことが気がかりだった。

　目の前に居る魔将、悪魔に身体を乗っ取られた人間は、心身共に体力を使い果たし、果てには死んでしまうと天使から聞かされていた。

　事実、オレの周囲で悪魔に憑ひよう依いされて命を落としかけた奴やつだっている。

「ククク、殺してやった、と言ったらどうする？」

　挑発するような態度に、オレは一瞬意識が飛びそうになるほどの怒りを感じた。

　ミシミシと関節部分が悲鳴を上げるが、それでも殴り飛ばしてやらなければ気が済まない。そんな慌てるオレを見て、悪魔は嬉うれしそうに笑った。

　手に持っていた松明たいまつらしきものを地面に置き、わざわざ両手を合わせて拍手した。

「───くそが……！」

「まぁそう慌てるでない。安心せよ。わらわが利用した人間は、今いま頃ごろ人間界に現存する天使が治療を施しているじゃろう。憑依した時間も少しじゃ」

「……本当だろうな」

「無論お主に確かめる術すべが無い以上、悪魔のわらわを信じるしかないがのう」

　何がおかしいのか、悪魔は子供の様にケラケラと笑う。

　オレとのやり取りが楽しくて仕方がないようだ。

「悪魔を信じるなんざ、到底出来そうにないな」

「それよりも、今自分が置かれている状況の方が気がかりではないか？」

　無論、それも気になっている。

　オレは立った状態で、杭くいのようなものに括くくり付けられていた。

　手首と足首には太く頑丈そうな縄が何重にも重なって巻き付けられている。

　これじゃどれだけ足あ搔がいたところで逃げ出せないのも無理なかった。

「今、お主は極寒の中、裸で拘束され立たされている、というその状況を理解できたようじゃな」

「出来れば、温かいスープと寝床を用意してもらいたいもんだ」

「それは敵かなわぬ相談じゃのう」

　凍えそうになっているか弱い人間を見てあざ笑うなんて、性格が悪すぎる。

「で、渚の身体に憑依してまでオレに用でもあったのか？」

「当然じゃ。わらわと対たい峙じしておきながら、生きながらえることなど許されぬ」

　随分と身勝手な言い分を、堂々と言ってくれる。

　オレは一度たりとも、この悪魔に会いたいと思ったことはない。

「じゃあそろそろ帰るわ。また明日な」

「…………」

「…………」

　互いに無言の時間が流れる。

「よくそんな拘束状態で言えたもんじゃのう」

　やがて悪魔は、呆あきれるようなため息と共に侮ぶ蔑べつの視線を向けて来た。

「確か……おまえの名前は、メフィストフェレス、だったか……」

　こいつと戦った時の記憶を掘り返す。

「うむ、覚えておったようじゃな。感心じゃ」

　覚えていたと言うか、覚えさせられたと言うか。

　あれだけド派手な戦いを強いられたら、嫌でも脳裏に焼き付けられる。

「そろそろ家族が心配する時間なんだが？」

「平然と噓うそを申すでないわ。お主が天涯孤独の身であることは、既に調べがついておる」

　大物悪魔のくせに、細かいところまで把握してやがった。

「残念じゃが、お主はもう二度と日の目を見ることはないじゃろう」

「……殺すってことか、オレを」

「そうなるのう。しかし、わらわが手を下さずともお主はすぐ死ぬことになる」

「どういうことだ」

「わらわが自由にしてやっても、お主独りではどうすることも出来ないと言うことじゃ。お主が立っているここは、他ほかでもない地獄なんじゃからな」

「地獄……だと？」

　改めて周囲を見渡してみる。

　無論、ここは洞どう窟くつのような場所で、それ以外の情報はほとんど得られない。

　漂う不気味さと言う点では、地獄と言っても差支えないが。

「本当にここは、地獄なのか？」

「そうじゃ。人間界の遥はるか下に位置する、閉ざされた闇やみの世界。力が支配し、恐怖と絶望が渦巻く世界。お主はその地獄に足を踏み入れてしまった、と言うことじゃ。正確にはわらわが連れて来た、と言う方が正しいが」

「どうやって、なんて聞くつもりはない。どうせ聞いてもわかりようがないしな」

　まさかとは思っていたが、ここはもう人間の世界じゃないってのか。

　実感は湧わかなかったが、自分が窮地に追い込まれている感覚だけが増していく。

　オレは今、戦いを愛し、殺さつ戮りくを好む悪魔、メフィストを前にしているのだ。

　自由に戦える状態ならまだしも、動くことすらままならない状況で。

「よし、とりあえず縄を解いてくれ。話はそれからだ」

「待っておれ、今すぐ解いて……やることは出来ぬと言っておろう」

　上う手まくないノリツッコミみたいなものが返って来た。

「なんで解けないんだよ」

「逆に聞くが、わらわが縄を解いたらどうするつもりじゃ？」

「そりゃもちろん、隙すきをついてボディーに一発叩たたき込んで、その隙に逃げるだろ」

「……素直に話したことには敬服するが、それでよく縄を解いてもらえると思ったものじゃ」

「回りくどく説明したところで、縄を解くつもりはないんだろ？」

「無論じゃ。じゃが勘違いするでないぞ。わらわはお主のために縛っておるのじゃ」

「……Ｍじゃないぞ、オレは」

　Ｍ、と言う言葉の意味が分からなかったのか、メフィストは首を傾かしげた。

「なんじゃ、そのＭと言うのは」

　マゾ、と説明するのは簡単だが、恐らくそのマゾ、についての説明も強いられる。

　そんな堂々巡りみたいなことを延々とやる気がしたので、やめておく。

「ここは地獄じゃ。お主のような生身の人間が外に飛び出せば、小一時間もしないうちに他ほかの悪魔どもに襲われ殺されることになるじゃろう。それをさせないために保護してやっているのじゃ、感謝せよ」

「保護って、じゃあおまえはオレを守ってくれるのか？」

「笑止、当然殺すに決まっておろう」

　それはオレを守っているのではなく、自分自身の獲物を守っているだけだ……。

　オレ自身はこいつに殺されようが他の悪魔に殺されようが、結果は何も変わらない。

「くく、想像しうる最大の恐怖と絶望を味わわせて殺してやるつもりじゃ」

　トン、と自らの首に手刀を当て、首でも斬きり落としてやろうか？　とこちらを脅す悪魔。

　むしろ、残虐非道なことを考えている目の前の悪魔の方が厄介かも知れない。

「もっと怯おびえたらどうじゃ？　今、お主の命はわらわが握っておるのじゃぞ。命いのち乞ごいの一つでもしてみれば、見逃してもらえるかも知れんのう」

「……悪魔に命乞いして、助けてもらえるケースなんて過去にあったのかよ」

「少なくともわらわはない」

「だろうな……」

　そんな救いの手を差し伸のべるタイプに、メフィストは到底見えない。

　助ける気があるなら、オレの縄を解くなり譲歩を見せるなりしてくるはずだ。

　人間界にまで追ってくるような悪魔が、易々とオレを見逃すわけがなかった。

「それでも尚なお、命いのち乞ごいするしか道はないじゃろう。それしかお主には出来ぬ」

　細くしなやかな指先が、オレの頰ほおを撫なでる。

　挑発する眼まな差ざしは、見つめてしまうと生気を奪われるような錯覚さえ覚えた。

「悪魔に媚こび諂へつらうほど、オレは堕おちちゃいないつもりだ」

「その意地は立派じゃが、死んでしもうては元も子もあるまい？　今大切なのはお主がどう生き抜くか、それが全すべてじゃろう。恥もプライドも、全て捨ててしまうべきじゃろう」

「恥やプライドも含めてオレだ。それを捨てるってことは、オレ自身を捨てるってことなんだよ」

　必死の強がりで、乗り切るしかない。

　オレは小さい頃ころ同級生のみならず、上級生にもよく虐いじめられた。

　態度が気に入らないだの、目があっただの、因縁の付け方は幼稚で適当なものだったが、そいつらには全員共通したものがあった。

　それは、弱者が弱みを曝さらけ出すと、余計につけあがることだ。

　もちろん毅き然ぜんとした態度をとれば虐められないってわけじゃないが、少なくとも背中を丸めて縮こまってしまったら、あとは殴る蹴るを自由に許してしまう。

　どちらにせよやられるのなら、せめて堂々としていたい。

　その考えで生きて来たオレにとってみれば、虐めっ子も悪魔も大差なかった。

「好きにしろ……どうせ、ここを乗り切ったとしても、また繰り返されるだけなんだろ」

　オレがどこにいようと、メフィストはやって来る。

　そして、オレだけじゃなくティーリやエリーゼ、荒あら崎さきたちをも巻き込んでいく。

　事実、そういったことがもう何度も起こっているのだ。

　そう考えれば、こうして原因の根幹であるオレが捕まったことは、良かったことなのかも知れない。捕まるまでは冗談じゃないと思っていたが、今は自分でも驚くくらい冷静に状況を見ていられる。

　多分、足あ搔がいたところでどうにもならないと理解できたからだろう。

「ククク。齢よわい16、７にしてその域に達するのは、容易なことではないじゃろうな。幼少期によっぽど過酷な体験でもした、とかでもなければ」

　こちらの過去を見透かすような発言に、無意識のうちに視線をそらしてしまう。

　メフィストのハッタリだとは感じていたが、それでも不意に真実を突きつけられると、それは挙動となって表れてしまった。

　今まさに、小さい頃ころの自分を思い返していたからだ。

　こちらの動揺を受け取った悪魔は、心底嬉うれしそうに笑みを浮かべた。

「良い、良いのう。こんな人間はここ数十年一度も見たことがない。これこそが、魔将として生まれ変わる可能性を持った男の持てる資質かもしれぬな」

　指先が一通りこちらの頰ほおを撫でた後、静かに離れる。

　悪魔は手のひらを優しく握りこぶしへと変えると、オレの腹部へと突き出した。

「うぐっ!?」

　本人にとっては、赤子を撫なでた程度のものだっただろう。

　しかし、無防備であるオレのボディーには痛烈なダメージとなって襲って来た。

　あばら骨を強引に砕かれるような重く鈍い痛み。

「はぁ、はぁっ……はあっ……」

　自らの腹部を押さえて蹲うずくまることすら許されない状況は、想像より遥はるかにきつい。

　本来人間は痛みを感じた場合、無意識にその部分を保護しようとする生存本能が働く。

　だから殴られた箇所を押さえたり、傷ついた箇所を守ろうと、手のひらを活用する。

　今の状況は生命の危機でありながらも、その最低限の行動すら許されない。まさに拷ごう問もんと呼ぶに相応ふさわしい行為が行われている。

「悪魔、らしいな……オレをどうする……すぐ殺さなくていいのか……？」

「それを今、じっくりと思案しておるところじゃ。折角こうして対面できたわけじゃしのう」

「こっちは一度だって会いたいと思ったことはないぞ……」

「得てしてそういうものじゃ。さて、お主には二つの選択肢を用意してやろう」

「二つの選択肢だと……？」

「そうじゃ、実に寛大であろう？」

「選択肢が多けりゃいいってもんでもないけどな……」

「一つ。今すぐここでわらわに殺される。一つ。わらわになぶり殺しにされる。どっちがよい？」

　これを不条理な二択と言うのだろうか。

　無論、命を諦あきらめるのなら前者だ。

　むざむざいたぶられるよりも、いっそのこと楽にしてもらった方が早い。

　だがいざその選択を迫られると、簡単に選ぶことは出来ない。

　命を諦あきらめる覚悟をしつつも、どこかで生存の可能性を追い求めてしまうのは当たり前のことだ。

「……どっちも選びたくない場合には、どうすればいいんだ？」

「そうじゃのう。では特別に第三の選択肢を用意してやろうではないか」

　悪魔のありがたい慈悲に感謝しつつ、オレはその三つめの選択肢に耳を傾けた。

「わらわの奴隷として死ぬまで仕え続ける。と言うのはどうじゃ？」

「最初の二つより、三つめの方が選びたくないのは、何でだろうな……」

「何な故ぜじゃ。殺されるよりマシであろう？」

「世の中には、死ぬより嫌なことってのがあるんだよ。残念ながらな」

「ふむ。では今すぐ殺されても構わないと言うことじゃな？」

　ゴウ、と耳元で何かが爆はぜる音が聞こえた。

　その音の正体は、悪魔の手から瞬時に放たれた黒炎が、オレの真横を駆け抜けて行った音だった。

「っ……」

　直接触れたわけでもないのに、耳はヒリヒリと痛んだ。

　通り過ぎただけで、僅わずかでも火傷やけどを負ったのかも知れない。

　学校でオレと対たい峙じした時は、直撃さえしなければ比較的何ともなかったんだが。

「人間界で見せた炎とは比べものにならぬ威力じゃ。直撃すれば、お主は言葉通り地獄の苦しみを味わいながら死ぬことになる」

　焼死と溺でき死しは、出来れば避けて通りたいもんだ。

「オレを自由にしてくれるって選択肢はないのか？」

「ない」

　即答される。

「わざわざリスクを冒して、地獄に連れ込んだんじゃ。それはできぬ相談じゃ」

「勝手に人を巻き込みやがって。悪魔は悪魔同士で争ってりゃいいだろ」

「わらわとて、お主に興味はなかった。じゃが、どうも最近、地獄ではお主の存在で盛り上がることが多いみたいでのう。聞けば天使の連中も気にかけているとか。となれば、わらわとしてはぜひ、お主を手中に収めたいと思ったわけじゃ」

「リスク？　そんなもんあったのか」

「憑ひよう依いは便利な力じゃが、それ故に弱点も多い。憑依している間、わらわ本体は無防備に晒さらされてしまう。地獄ではそれが命取りになることもあるのじゃ」

　ただの便利スキルかと思ったら、意外なほど大きなリスクのある力のようだ。

「おまえが荒あら崎さきや渚なぎさに憑ひよう依いしてる間に、誰だれかがおまえを仕留めてくれればよかったのにな」

　そうすれば、こんな事態になることはなかったのに。

「残念じゃったのう」

　けらけらと笑い、悪魔はオレの左耳を摑つかんだ。

「耳の一つでも引きちぎれば、お主も命いのち乞ごいを始めるやもしれぬな」

「……そんな物騒なことはやめろ」

「人間の恐怖に歪ゆがんだ表情は、実に美しいぞ？」

「悪趣味だな。オレはそんなもんを美しいと思ったことは一度もない」

「一度もない？　それは本当かのう。悪魔の資質を秘めたお主なら、強者としての愉悦に浸ったことが、少しくらいありそうなもんじゃが」

「それはおまえが弱者の立場に立ったことがないからだ」

　オレは強者も、弱者としての立場も、両方を経験したからこそ分かる。

　負け知らずで戦い続ける悪魔には、どれだけ説明しても理解を得られないだろうが。

「どうにも、おまえと幾ら話しても実感がわかないな……」

　あれこれ冷静に思考していられるのは、やはりこの場所が非現実的すぎるからだろう。

　こんな薄暗い洞どう窟くつのような場所が、本当に地獄だとは思えない。

　仮に本当に地獄だとしても、それはそれでやはり現実のものとは思えないだろう。

　どれだけ天使や悪魔と接してきても、今まで生きて来た17年間には無かった世界だ。

　ほんの数か月で受け入れろと言われても、素直にはいかない。

「オレには、おまえの考え方がよくわからないな。オレを殺すのが目的なら、わざわざ地獄に連れてくる必要はなかっただろ。意識を奪った後殺すことだってできたはずだ」

「無論、ここに連れて来たのはお主の中に眠る魔将の力を引き出すためじゃ。憑依したまま人間界で活動を続けるのは危険じゃからのう。しかし、わらわはどうにも辛抱が苦手で。軽く挑発をしてみても、力を使う気配はないし。面倒なものじゃ。今すぐ覚かく醒せいしてくれるのなら、助かるのじゃが」

　まだオレが生かされている理由はそこらしい。

　魔将として目覚めることを期待しているってことだ。

「わからねえな……オレを魔将にして仲間に引き込もうってわけじゃないんだろ？」

「無論。わらわは仲間など求めてはおらぬ。心躍る殺し合いがしたいだけ」

　なら、こいつには手間暇はかかっても見返りなんてないわけだ。

　見返りどころか、オレが魔将となればそれなりの力を得てしまうことになる。

　そんな自らの命を危険に晒さらすかも知れないことなど、こいつにとってはどうでもいいことなんだろうか。あるいは、自分の命を脅かすなどとは、微み塵じんも考えていないのか。

「助けて欲しいか？」

「当たり前だろ……」

「よし、ならわらわを笑わせてみよ。そしたら助けてやってもよいぞ」

「……なんだと？」

「簡単じゃろう？　お主の溢あふれ出るお笑いセンスを発揮せよと言ったのじゃ」

　なんだ、この究極の無茶ぶりは。

　人々を笑わす芸人ですら、そのフリには殆ほとんどが答えられないと言うのに。

　素人かつ、お笑いから最も遠いオレに、そんなフリをするか？　普通。

　しかも悪魔が。

「ククク。どうじゃ、どうじゃ？」

　どうやら、普段オレがそういうキャラじゃないことを見抜いている。

　だからこそ、こんなフリをしてくるんだろう。

　心底今の状況が面白いのか、メフィストは目を輝かせていた。

　よし、ここは一発無理してでもギャグをかまして、地獄をどっかんどっかん笑いの渦に巻き込んで───

「断る」

　オレは苦々しくも、声を絞り出した。

　命よりも重いプライドもあるのだ。

　もしオレに笑いのセンスがあったとしても、この場でギャグをやれるほどの勇気はない。

「なぜじゃ、採点は甘くしてやってもよいぞ？」

「仮に笑わせたとしても、おまえがオレを自由にするとは思えない」

「それは決めつけと言うものじゃろう。もしかしたら、もしかするかも知れぬぞ？」

　これで確信した。こいつは絶対に約束を守らない。

　守らないどころか、約束を破って見せることに愉悦を感じるタイプだ。

「この悪魔がっ！」

「な、何を勝手に脳内で話を進めておる」

「とにかく、そんなことはやらないってことだ」

「ふむ……」

　こちらの固い意志を感じ取った悪魔は少し思案した後、悪巧みを思いついた子供の表情を作った。嫌な予感がする。

　ティーリとの生活において、度々目にしてきた悪魔的な顔だ。

「わらわを笑わせなければ、再び人間界……渚なぎさと言う子供に憑ひよう依いしてもよいのじゃぞ？」

「悪魔らしい脅しありがとよ……」

　周囲の人間を脅しにされてしまうと、途端にこっちの立場が弱くなる。

「ひとつ教えろ」

　逃げきれないと判断したオレは、気になっていた質問を先にぶつけることにした。

「なんじゃ？」

　メフィスト自身は時間を持て余しているからか、特にこちらを咎とがめることはなかった。

「おまえが使う憑依って技は、人間の誰だれにでも入れるのか？」

「何を聞いてくるかと思ったが、そういうことか」

　もしそうであるなら、人間すべてが人質と言うか、悪魔の好き勝手出来ることになる。

「答えは、イエスでもありノーでもある、と言ったところじゃな」

「なんだその中途半端は。全く答えになってないぞ」

「もし、何の力も持たぬ人間にわらわが憑依したならば、恐らく肉体は数秒から数十秒しか持たず、肉体は朽ち果ててしまうじゃろうな」

「……それだけか？」

「そうじゃ。じゃが、だからと言って万能な力ではない。一度の憑依に膨大な力を使う上に、それを人間界に向けて使うとなれば、それだけでわらわはすさまじく疲弊する。余程のことがなければ、人間界への憑依など行わぬ」

　つまり、命がけで憑依の力を使ってるってことか。

「そんなリスクまで冒して、オレのところにきやがって……。悪魔の中に、その憑依を使える連中はどれくらいいるんだ」

「わらわも含め数人しかおらんじゃろうな。少なくとも魔将以下の悪魔には使えるはずもない」

　それは、不幸中の幸いと言うか、素直にほっとした部分だ。

　誰も彼もそんな力が使えたとしたら、人間界は悪魔にその命運を握られていることになる。数人使えるって話だが、全員がメフィストみたいなタイプでもないだろう。

　こいつの場合は、必要とあらば何度でもやる悪魔だろうけどな。

　事実オレの前に二度あらわれたように。

　ここでオレが従わなければ、渚……あるいは荒あら崎さき辺りに再び憑依を行うかも知れない。

　そうなれば、今度こそ命を落としかねない。

「さあ、疑問は解決したであろう？　わらわを楽しませてみよ」

「……わかった、わかったよ」

　素直に観念するしかなさそうだ。

　しかし、笑わせろとか言われても、オレはこれまで生きて来た人生で誰だれかを笑わせたことなんて一度もない。とてもじゃないがこの状況でメフィストを笑わせられる気がしない。

　お笑いデビューがいきなりこんな舞台になるとは。

　とにかく、何か口にして笑わせるしかない。

「…………」

　……普段、人はどんな風に笑いをとってるんだよ。

　何を切り出していいのか、どんなネタを言えばいいのか、何も浮かばない。

「何を黙り込んでおる。考えれば考えるほど深みに嵌っていくのがオチじゃ」

　知ったようなことを言いやがって。

　メフィストの言う通り、お笑いなんて深く考えれば逆に深手を負う。

　もちろんコントなんかは緻ち密みつな台本のもとに笑いへと導かれるが、この即興では話は別だ。カンとセンス、そして豊富な知識量がモノを言う。

「……って、何知った風に考えてんだよ、オレは」

　先ほどまで上機嫌だったメフィストが、だんだんと冷めていくのが分かる。

　あと１、２分こちらが黙り込んでいたら、逆切れを始めるかもしれない。

　何か、とにかく何か口にしなければ。

　そんな焦りの中たどり着く究極のダメなパターンは……。

「布団が吹っ飛───」

　親父おやじギャグ、いや、寒すぎるダジャレだ。

　それを寸前まで口にしようとして、最後の最後で思いとどまる。

　こんなものを口にした日には、笑えないどころか、オレも死んでしまう。

　恐らく、この悪魔もさぞ冷えた眼まな差ざしで見つめていることだろう……恐る恐る様子を窺うかがうと……。

「続きはまだかのう？」

　期待を含んだ眼差しでオレを見つめていた。

　どうやら、悪魔は純粋にオレがギャグを言うのを待ち望んでいたらしい。

「布団が、なんなんじゃ？」

　そんなことを期待を含めて聞き返されても、非常に困る。

　それはそれで、こんな低レベルとも呼べないダジャレを口にすることになる。

「……忘れた」

　結果困ったので、オレはすっとぼけることにした。

「はあっ！」

　ズドン、と腹部に拳こぶしを叩たたき込まれる。

　ご飯でも食べていれば、逆流させてまき散らしていたことだろう。

「ぎゃ、ギャグ言う前に、殺す気か……」

　プロボクサーも顔負けの一発を、平然と、でたらめなフォームで繰り出してくる。

「わらわは気が短い。はよう申せ」

「く……！」

　この理不尽な拷問を受け続けていたら、オレの身は長く持たないに違いない。

「忘れたもんは忘れた……ギャグも言わない、くだらないことに興味はない」

「人間界に居るお主の知り合いが、死んでも構わない、そういうことじゃな？」

「あいつらを巻き込むのはやめろ」

「さて、それはどうじゃろうなあ？」

　相手をイラつかせたり、弱みに付け込む点では、悪魔は間違いなく天才だ。

　普段ティーリと接して免疫力を備えていなかったら、メフィストとは満足に会話を成立させることも上う手まくいかなかっただろう。

　ティーリに感謝しつつ、オレはメフィストの性格に賭かけることにした。

「そうやって他ほかの連中を人質に取らなきゃ、満足にオレを操れないのか？」

「……どういう意味じゃ」

「おまえが優秀な悪魔だって言うなら、一人の人間くらい自分の力だけで屈服させて見せろ」

「なら、今すぐ殺されても構わぬのじゃな？」

　この場を流れていた空気が変わっていくのを感じる。

　笑っていた悪魔の笑みは消え、冷徹な瞳ひとみがオレの心臓を鷲わし摑づかみにする。

　ほんの一握り力を加えれば、風前の灯火であるこちらの命など消し飛んでしまう。

　有無を言わせぬ悪魔の威圧。

「殺す殺すと、バカのひとつ覚えみたいに言いやがって。元々おまえは、オレを魔将にして自分と戦わせるためにここに連れて来たんだろ？　なら、どうしてその努力をしない。相手の力を目覚めさせるように手を尽くそうとしない？」

　オレはある種の覚悟を決め込み、最後まで突っ走ることを決めた。

　メフィストに対して接すると言うより、日ひ頃ごろのティーリに接するように。

　あいつもこいつも、種族でみれば悪魔だ。理屈はそれほど変わらないはず。

　なら、安易に殺されないように出来るかも知れない。

　何な故ぜなら、ティーリは人間界で生活するうちに、行動も考え方も大きく変わった。

　まだまだ悪魔な部分を残しつつも、人間らしくなった。

　悪いことは悪いと、思えるようになってきた。

　だったら、メフィストもそうなれるはずだ。

　無意味に誰だれかを殺したり、戦いだけを求める生き方が間違いだと諭せ。

　それしか、今のオレに生き残るチャンスはない！

「いいかメフィスト、よく聞け───」

「よかろう。ならば死ぬがよい───！」

「全然聞く気ねえなこの野郎！」

　こっちが諭そうとしていたのに、メフィストは殺やる気満々になっていた。

　メフィストの周囲を、黒い炎が包み込む。

　地獄の炎と呼ばれるその力で、朽ちるまで焼き殺すつもりだろう。

「本当にこのままオレを殺していいのか？　魔将にするんじゃなかったのかよ！」

「もうどうでもよい。お主を見ているとイライラする」

　そんな子供みたいな理由で、殺されるなんて真っ平ごめんだ。

「くそっ……」

　もはや、言葉の武器ではメフィストを止めることは出来そうにない。

　残された手段はたったひとつ。己の力でこの場を生き抜くしかない。

　オレは全身の力をあえて一度抜き、目を閉じた。

　今一度、大天使の力を使って、この悪魔を倒し自由の身になることだ。

　相手がどれだけ強大であろうとも、大天使の力さえ使うことが出来れば───。

「地獄の業火で悔いよ！」

　炎がうねりをあげ、迫りくる。

　これが直撃すればオレは、鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうと言う人間は消えてなくなってしまう。

　人間界には姿はなく、誰もオレのことなど気にも留めず……世界は当たり前のように、動いていくだろう。これまでも、これからも。

　オレは───




　地獄の炎が、オレを包み込んだ。





○聡そう一いち郎ろうの居ない日々







　朝、目覚ましが鳴る前に、エリーゼはゆっくりと目を覚ました。

　隣に居た妹のリズは、まだ眠りについているようで、可愛かわいい寝息を立てている。

　起こさないようにゆっくりと布団から抜け出し、エリーゼは朝ごはんの準備をするためにリビングへと向かった。

「あ……おはようございます、お兄様」

　ソファーに座る一人の男が、エリーゼのそんな言葉に振り返った。

　天使エリーゼの兄である、ルシオンだ。

「今日も早いのだな」

「朝食の用意がありますから。お兄様も食べてから帰られますか？」

　帰る、とはもちろん天国のことだ。

　天使は本来、人間とは違う世界、天国に住み暮らしている。

　エリーゼやリズ、ルシオンはある理由からこの人間界に身を寄せている。

「私は遠慮しておこう、今日はそれほど食欲もない」

「そうですか……」

「おまえも、一度天国に戻った方がいいだろう。久しく帰っていまい」

「私は、色々と準備がありますし」

「それならば、他ほかの天使を代わりによこすことも出来る。エリーゼが残る必要はないのだ」

「それでも───私はここに残ろうと思います」

「聡一郎が戻って来る、そう信じているのか？」

「……帰ってきます。必ず」

　エリーゼはルシオンの目をまっすぐに見つめた。不安を含んではいたが、それでも瞳ひとみの奥には強い想おもいが秘められている。

　心情的には理解できるルシオンだったが、天使として、何よりも兄として、辛つらく厳しい現実を直視させる必要がある。たとえ妹を深く傷つけ、自らが恨まれるとしても。

「聡一郎が悪魔に拉ら致ちされ、２週間。その後の足取りが全く摑つかめないことを考えれば、既に殺されているか、あるいは我々の監視が届かない場所に連れて行かれたことになる。それは即すなわち、生きていたとしても無事ではないと言うことだ」

　ルシオンは今回の件に関して、詳細は知らされていなかった。と言うよりも、ミカエル自身が把握できていない。彼女もまた、すべてを見通せているわけではないのだろう。

　今更説明するまでも無いかも知れないが、ミカエルと言うのはルシオンたちよりも上の階級、大天使と呼ばれる天使の一人で、天国からオレたちを監視しているいけ好かない奴やつのことだ。

　予あらかじめ天国からの監視を知っていれば、それを搔かい潜くぐる術すべを心得ている悪魔がいてもおかしな話ではない。

　ルシオンは聡そう一いち郎ろうが消えてから、定期的に天国に足を運んでは情報を集めていたが、決定的な手掛かりは得られていなかった。

「聡一郎さんは、弱い人ではありません……」

「だとしても、それは悪魔相手に通じる話ではない。おまえの任務は終わったも同然だ」

「そんなことはありません。私は聡一郎さんを悪魔にさせないため、この地上に遣わされた天使です。その行く末はまだ、決まったわけではありません」

　頑かたくなに、現実を受け入れようとはしない。

　分かっていたからこそ、２週間黙ってエリーゼを見守り続けて来た。

　しかし、既にエリーゼは心身共に限界に近いだろう。

　夜遅くまで聡一郎の帰りを待っては、朝早く起きてこの家を守り続けている。

　そんな生活が長く持つはずがない。

「間もなくティーリの処遇が、改めて決定される。恐らく、今回天国に戻った際に最終決定がなされるだろう」

「地獄に戻る方法が、見つかったわけではありませんよね？」

「残念なことだが、選択肢は二つしかないだろうな」

　ルシオンは読みかけていた本を閉じる。

「当初の決定通り浄化させるか、あるいは人間に近づけないように幽閉する。どちらかだ」

　分かっていたとはいえ、残酷な決定にエリーゼは抵抗を見せた。

「そ、そんな……そんなこと、聡一郎さんが絶対に認めません！」

「そうだ。だが、それ以外にどんな方法がある？　今までは、例外中の例外で認めて来たのだ。聡一郎が居たからこそ、この際どい共同生活が維持できていた。しかし、聡一郎が居なくなった今、この家にも長く滞在することは出来ないだろう」

　同級生である桃もも恵えにはある程度事情を説明してあるが、近所に家主不在を悟られる日も遠くない。天使と悪魔だけで生き抜くには、けして楽な世界ではない。

「覚悟を決めろ、エリーゼ。お前はもう、人間界にとどまるべきではない」

「嫌です。私はまだ、天国には戻りません」

「ならいつ戻ると言うのだ」

「せめて、聡そう一いち郎ろうさんがこの家に帰ってくるまで……それまで居させてください」

「先の見えない話だな」

　ルシオンは改めて、わかっていることをエリーゼへと言い聞かせる。

「一時的に渚なぎさが憑ひよう依いされていたのは明らかで、その状態や手口も、メフィストと一致する。奴やつほどの魔将なら、ミカエル様の監視を避ける手も持っているだろう」

　メフィストに捕えられたことが間違いなければ、やはり聡一郎はもう……。

　そう直接は口にしなかったが、エリーゼにも十分伝わるはずだ。

「分かっています、でも───」

　それでもエリーゼは、それを受け入れようとはしない。

「ひとまず、今日のところは私だけで天国に戻る。だが、次に私が地上に戻って来た時は、最悪おまえを力ずくで天国に連れ戻すことになるかも知れん。それは覚悟しておけ」

「……私は、信じていますから」

「強情な妹だ」

「お兄様は、まるで聡一郎さんに戻って来て欲しくないと言っているように思えます。無事を心配する素振りが、少しもありません」

「その表現は、的を射ているかも知れんな。私はこのまま聡一郎が戻って来ない方が良いと思っている」

「なっ!?」

　ルシオンの冷めた一言に、エリーゼは怒りを隠さず詰め寄った。

　それを落ち着くように手で制し、自分なりの考えを伝える。

「いや、正確には少し違う。もちろん無事では居て欲しいが、今戻って来て欲しくはない。それは本音だ」

「なんですかそれ……意味が分かりません。すぐ帰って来る方がいいに決まっています」

「ティーリの処遇が決定する前に聡一郎が戻って来れば、また今までのような不安定かつ危険な生活を続けることになりかねない、と言うことだ。だが、聡一郎が戻る前にティーリの問題を解消できれば、今後聡一郎の安全にも繫つながる」

「聡一郎さん不在のうちに、ティーリさんを処分するなんて、最低の行為です……」

「元々ティーリの運命を左右する権利を、聡一郎が持っているわけではない」

　これまでは例外的に認めて来ただけに過ぎなかった。

　強引にティーリを浄化して、聡一郎が魔将となる危険性を配慮してのものだった。

　だが、戻って来た時点でティーリの問題を解消しておけば、言い訳は幾らでも立つ。

「ですが！　ティーリさんは聡一郎さんを頼りにされています。聡一郎さんだって、ティーリさんを必要としているはずです」

「だからこそ、今処理したいのだ。これ以上、地上に危険な存在を残しておきたくはない。無論、神楽坂かぐらざか久く遠おんや、フォーチュンも同じことだがな」

　神楽坂久遠とは、聡そう一いち郎ろうと同じ学校に通う女子生徒で、普通の人間だ。

　しかし、その体内には魔将ソナの魂が同時に宿っていて、強力な力を秘めている。

　そしてフォーチュンとは、人間界に生息する悪魔で、天国地獄の様々な情報を持つ危険な存在だ。

「お兄様。私は、お兄様の仰おつしやっていることや、やろうとしていることが間違っているとは、一度も思ったことはありません。ですが、それでも私は、納得することが出来ません。淡々と命をこなすことだけが、全すべてではないと、感じています」

「聡一郎やティーリに情が移った、と言うことか」

「そう捉とらえて頂いても、間違いはないかと思います。人間界に来たことで、今まで何も知らなかった私自身の、閉鎖的な考え方を改める機会になったと思っています」

　ルシオンを見つめるエリーゼは、視線を逸そらすことなく、自分の気持ちを正直に話した。今ここで人間界にとどまる理由を、思いを、納得してもらうために。

　無論、すべてを理解しているルシオンだったが、簡単に認めることは出来ない。

　と言うよりも、今エリーゼが葛かつ藤とうしていることは至極当然のことであり、ルシオンもまた、かつてその道を通って来た天使の一人だった。

「苦しみや悲しみを乗り越えなければ、天使としての使命は務つとまらない」

「それでも、それでも私は───」

　ルシオンの言葉が重くのしかかりながらも、エリーゼは折れようとしない。

　聡一郎とティーリが共に無事に生活できることを心から願っている。

　それが間違った答えだと、内心で理解しつつも。

「私もお兄様に賛成です」

　二人の長いやり取りを聞きつけたのか、少し寝ぐせの残った状態でリズが現れた。

「リズ？　起きて来たのですか。まだ寝ていてもいいんですよ？」

　優しく部屋に戻そうとするが、リズは首を横に振って、会話に加わった。

「お姉さま。お姉さまは、一度天国に戻るべきだと思います」

「話を聞いていたのか」

「大きな声で話されていましたから、嫌でも耳に入ります」

「……そうか」

　ルシオン自身気づかないうちに、思ったよりもヒートアップしていたようだ。

「私は、ここに残ります───」

　リズの意見を聞いても尚なお、エリーゼは頑かたくなに意思を主張する。

　そんなエリーゼを見ていれば見ているほど、リズはより不安を覚えていく。

「これ以上、妙な形で人間界にとどまり続ければ、いずれお母様みたいになってしまう。私はそんな気がしてならないんです……」

　姉に自分の気持ちを分かってもらうために、素直に本音を口にした。

「リズ……」

　妹のその悲しげな表情に、エリーゼは申し訳なさが込みあげて来る。

　リズはよっぽどのことがなければ、自分の弱みを見せることはしない。

　兄や姉に心配をかけるし、情けない姿を見せることが恥ずかしいことだと感じている。

　そのリズが、母親、という重いキーワードを口にするのはよっぽどのことだ。

「お願いします、私たちと一緒に天国に……戻ってください」

　エリーゼは一度口を結んだ。

　答えはもう決まっているが、それを口にするのはとても勇気がいることだからだ。

　今まで心配をかけさせてしまった、という想おもいと同時に、まだこれからも心配をかけさせてしまうことになる、という二つの気持ちがあふれ出す。

「あなたの言いたいことは分かります。でも、私は聡そう一いち郎ろうさんを信じています。ティーリさんを信じています。だから、安易な答えで満足したくないんです」

　リズの手を取り、優しく諭すエリーゼ。

　きっとリズならばわかってくれる、そう考えたからこその行動だった。

　しかし、リズはエリーゼの手を拒絶するように強く払った。

「お姉さまが、天国に戻ると言ってくれない限り、私は───」

「……私は、戻るわけにはいかないんです」

「どうしてあんな男のことを心配するんですか。お姉さまは、ただ命を受けてあの男のお世話をされただけです。こだわる必要なんてないはずです」

　泣きそうな顔をしながら、それでも必死に自分を押し殺し、淡々と気持ちを伝える。

「確かに、私がこの人間界にやって来たのは、ミカエル様に導かれたからです。それが天使の使命でもありましたから、何の不満もありませんでした」

　エリーゼは部屋を見渡しながら、笑顔を絶やさずに言葉を続ける。

「私情は禁物だと、誰だれかは言います。でも、私は私情を挟んでもいいと思っています。自分の気持ちを、相手の気持ちとぶつけ合えなければ、そこに信頼関係は生まれません。そうでなければ、人間の良さに、気づくことが出来ません」

「……人間も悪魔も、最低な生き物です。私は、絶対に認めません」

　二人のやり取りを、同じ天使でも考え方はこうも違うものなのだな、とルシオンは半ば驚きながら聞き入っていた。

　同じ両親から生まれ、幼い頃ころから共に成長してきた姉妹。

　しかし、片や人間を尊重し、片や天使としての規律を尊重する。

　ルシオンはそのどちらをも経験したからこそ、両者の言い分が良く分かる。

　だが、今回のケースで言えば、リズの言うことを推さざるを得ない。

　それほどにエリーゼの状態は芳しくなかったのだ。

　もっとも最悪なのは、大天使からの使命、それを破ることだ。

　無論エリーゼもそのつもりはないだろうが、時に感情はルールでは抑えが利かなくなる。

「いつか、リズにも理解できる日が来るはずです」

「お姉さまは、分からず屋です。そんなお姉さまは嫌いです……」

「ごめんなさい、リズ。こんな姉を、許してください」

　今まで、エリーゼはリズの頼みを断ったことなど一度もなかった。

　リズが頼めば、仕方ないですねと言いながらも、それを受け入れてくれていた。

　今回の件だけは、どれだけリズが、ルシオンが説得しようとも、エリーゼは折れるつもりがない。リズは改めて、それを肌で感じ取った。

　その元凶は分かっている。この家の持ち主、鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうだ。

　あの男が居なければ、エリーゼが人間界に出向くことも、リズの願いを拒否することもなかった。

「あんな男、死んでいればいいんです」

　冷たく、本心からの呟つぶやき。

「この家に居座ってる悪魔だってそう。さっさと浄化してしまえばいいのに」

　立て続けに吐き出される暴言。

　本来、天使たちにとってみれば、それは暴言にも値しない当たり前の言葉。

　パン……と、乾いた音がリビングに響いた。

「え……っ……」

　リズの頰ほおをエリーゼが叩たたいた。

　信じられない表情を見せるリズに対し、エリーゼは唇を強く結んだ。

「私も、人間が好きかと聞かれれば、難しい質問だと思っています。悪魔が憎いかと聞かれれば、素直に憎いと答えるでしょう。ですが、聡一郎さんは違います。ティーリさんも違います。どんな種族の中にも、認められる人たちは存在するんです」












　エリーゼも、人間界に来た時、ティーリをただの悪魔としてしか見ていなかった。

　いずれ浄化されるのが当然だと思っていたからこそ、中位天使たちがティーリを迎えに来た時、仕方がないと諦あきらめることを選択した。

　しかし、それは出会ったころの話だ。

　共に生活をするうえで、ティーリの良さを知り、悪魔の中にも、生きていて良いと感じられる存在が居ることを知った。それはきっと間違いではない。

「私は信じます。聡そう一いち郎ろうさんを、ティーリさんを」

「嫌い……」

　ぐっと握りこぶしを作り、リズはエリーゼから距離をとった。

「お姉さまなんて、嫌いです……」

「……リズ……」

　エリーゼたちに背を向け、リズはリビングを出ていく。

「追わなくていいのか？」

「……はい。私は、間違ったことを言った覚えはありません」

「そうか。お前の意思は固いようだな」

　一部始終を黙って聞いていたルシオンは、立ち上がる。

「リズはおまえよりもずっと子供だ。まだ理解するには早い歳としかも知れん。だが、私もまた、気持ちはリズと同じだ。人間や悪魔は、天使とは違う。一定の距離を保つべきだ」

「少なくとも、私には出来ません。聡そう一いち郎ろうさんも、ティーリさんも、桃もも恵えさんや渚なぎささんだってそうです。全員、大切な存在です」

「そうか……」

　エリーゼの肩を叩たたき、ルシオンはリズの後を追うべくリビングを後にする。

「しかしエリーゼ。ひとつ覚えておくのだ。おまえが天使である以上、大天使様の命令は絶対であることを。私が天国に戻り、ミカエル様からエリーゼ帰還の命を受けた場合には、必ずそれに従ってもらうぞ」

「それは……分かっています」

　それが一番厄介なのだ、と、ルシオンはあえて言葉にしなかった。

「ならばよい。少しの間、ティーリのことは任せたぞ」

　廊下へと足を運んだルシオンは、入口傍そばに背を預けていたティーリの姿を見つけた。

　神妙な表情で、廊下の壁を見つめながら、静かに佇たたずんでいた。

「盗み聞きとは、実に悪魔らしいな」

「……騒がしくて起きて来たら、勝手に喋しやべってたんじゃないの」

「最近は眠りが浅いようだな。普段ならどれだけ起こしても起きないだろうに」

「うっさい」

　口を尖とがらせ、憮然とした態度をとる。

　ティーリもまた、聡一郎が不在になったことで情緒不安定になっているようだ。

「ふん。まぁ丁度良い、少し顔を貸してもらおうか」

「嫌よ」

　無視してリビングに行こうとするティーリの腕を、ルシオンは摑つかむ。

　悪魔と言えど、レディーに対して優しく振る舞うルシオンだが、この時だけは強く離さなかった。その行動に、ティーリは睨にらみ返しながらも立ち止まる。

　先ほどまでの話を聞かれていたのなら、ここで見逃すわけにはいかない。

　ルシオンの真剣さが伝わったのか、ティーリは納得してくれたようだった。

「少しだけにしてよ。お腹なか空いてるし」

「……うむ」

　お腹が空いている、と言う一言が気にかかった。

「まさか、私に何か食べさせろ、と言うわけじゃないだろうな？」

「当然じゃない。いろいろ食べさせてもらうわよ」

「……少しだけにしてもらおうか」

「じゃあパス、却下、また来週」

　ズカズカ階段を上がっていくティーリを、慌てて呼び止める。

「よ、よし。では特別にファミレスで好きなものを食べさせてやろう。どうだ？」

「本当でしょうね!?」

　間髪入れず、ティーリは食い気味でルシオンに詰め寄った。

「う、うむ……」

「じゃあ行くわよ、今すぐ行くわよ！」

「……少し失敗したかもしれんな」

　そう思ったが、後の祭りだった。
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　場所をファミレスへと移したルシオンたちは、店の奥、人気のない角に席をとった。

　平日の早朝ともあって、人はほとんど居なかったため、貸し切り状態だ。

「好きなものは頼んでいいと言ったが、限度は知れよ？」

「好きなものを食べていいって言ったわよね？」

「好きなものを食べさせてやるとは言ったが、好きなだけ食べてもいいとは言ってない」

　ルシオンの反論もどこ吹く風、ティーリは無視してメニュー表に目を通す。

　店員がお冷を持ってきた瞬間、勢いよくメニューを読み上げる。

「ハンバーグ定食と、単品でからあげ、パスタ、ステーキ、マグロ丼どん。あとパフェね」

「……か、畏かしこまりました。お客様は？」

「コーヒー、ホットで」

「何、あんたそれだけでいいの？」

「目の前の大喰い悪魔を見てるだけで、お腹なかいっぱいになれそうだしな」

　少々お待ちください、と言い残して去ろうとする店員をティーリは袖そでを摑つかんで呼び止めた。

「パフェは定食と一緒に持ってきて」

「は、はい……」

　それを伝えると、店員を解放する。

「それで、あたしに話って？　食べ終わったら帰るわよ」

「あれだけ頼んでいればすぐ食べ終わることも───あるかも知れんな」

　ティーリの大食いは常人を遥はるかに超えている。

　普通１時間はかかるところ、２、30分で平らげてしまう可能性もある。

　ルシオンは締まりきらない空気の中、話を切り出すことにした。

「私たちの話はどこまで聞いていた」

「どこまでって、別に。でも大事なところだけは聞いてるわよ」

　テーブルに用意されているフォークを摑つかむと、それをルシオンの鼻先に突きつけた。

「あたしを浄化する計画があるんでしょ？」

「……やはり耳にしていたか」

「相変わらず、天使って奴やつは物騒なこと考えるわよね」

「何な故ぜその話を耳にして、逃げなかった。まだ猶予があるから安心だと思っているのか？」

「そういうわけじゃないわよ」

　ティーリはフォークを突きつけたまま、コップの水を一気に飲み干す。

「どうせ逃げたって天国から監視されてるんなら一緒でしょ」

「……確かにな」

「それに……あいつが、そーいちろーがいつ帰って来るかわかんないし」

「おまえも、聡そう一いち郎ろうが戻って来ることを信じているわけか」

「信じてるって言うか、戻って来ないと困るし」

　ティーリはルシオンに心の中を見透かされないように、強がった態度を崩さない。

「そうだな。おまえの命運は聡一郎にかかっていると言っても過言ではないな」

「あたしは逃げないわよ。もしそーいちろーが戻って来ずに、天使どもが浄化にきやがったら、正面から戦ってやるわよ」

　無論戦う術すべを持たないティーリには最初から勝ち目はないだろう。

　それでも逃げないと宣言する言葉には力があった。

「幽閉と言う形で助けられるようなら、私もそこに尽力すると約束しよう」

「幽閉って、具体的にどういうことよ」

「そのままの意味だ。おまえを部屋に、生涯閉じ込めさせてもらうことになる」

「生涯って、あたしが死ぬまでってこと……？」

「そうだ。途中でそこから出られるとは思わないことだな」

「……ちょっと」

　バン、と机を叩たたき、立ち上がる。

「そこにはネットと漫画はあるんでしょうね？」

「あるわけないだろう」

「……そんなの１日たりとも耐えられる気がしない」

　がくっとうな垂れるティーリ。

「ネットがあれば10年でも20年でも引きこもれる自信あるのに……」

「どこの引きこもりだ、それは……」

　呆れるルシオン。それがティーリなりの強がりや抵抗だと感じているからこそ、深くまで突っ込むことはしなかった。

「ならば私から言えることは一つだけだ。お前は聡そう一いち郎ろうが戻ることを信じるんだな」

「何よ、そんなこと言うためだけに連れ出したわけ？」

「ためだけ、か。自分の命が懸かっていると言うのに、随分と吞のん気きなことだな」

「あたしはね、小さい悪魔じゃないのよ」

「あだっ!?」

　バスッ、とフォークをルシオンの鼻の穴に突き刺す。

「何をするか！　穴が開いたらどうする！」

「元から開いてんだから一緒でしょ。一つ二つくらい増えてもわかんないわよ」

　フォークを置き、テーブルの端っこに寄せる。

　鼻の穴に突き刺したフォークでは、さすがに食事が出来ないと踏んだのだろう。

「もしそーいちろーが居なかったら、あたしはもう、この世界には居なかったでしょ？」

「……そうだな。ほぼ間違いなく天使の手によって浄化されていただろう」

　片翼の小悪魔であるティーリには、人間界と地獄を行き来するゲートを通ることが出来ない。どうやって地上へと降り立ったかは謎なぞのままだが、それを解明するにはそれなりの時間がかかる。天国側としては、大事に至る前に処分しておきたいのが本音だ。

　事実、一度は浄化寸前まで追いやられていたティーリは、聡一郎の手によって救出された。

　聡一郎が居なければ、今この場にティーリは存在しなかっただろう。

　誰だれよりもティーリはそのことを感じていて、聡一郎の存在を大きく感じていた。

　ただ、素直な性格じゃないティーリにはそのことが口にできずいつも強がり、聡一郎を、周囲を困らせて来た。

「あいつがいないこの人間界に、何の未練もないわ」

「地獄に戻りたい、とは思わないのか？」

「それも思わないわね。待ってる人が居るわけでもないし。あたしもあいつと同じで天涯孤独ってこと」

　それでも、最初は地獄がティーリの居るべき場所だったのは間違いない。

　気が付けば人間界を居心地が良いと感じ始め、聡一郎の傍そばに居られる楽しさや幸せを感じ始めていた。

　それが無くなってしまったなら、もはやティーリには本当の意味で居場所が無くなる。

　幽閉され生きている意味も感じられなくなるくらいなら、いっそ運命を受け入れる。

　それがティーリなりに出した結論だった。

「どうやら、今日の話を聞く前から考えていたようだな」

「あたしが邪魔な存在なことくらい、とっくに察しがついてるしね」

　ルシオンは、思いがけないティーリの言葉や考え方に、素直に感心した。

　ルシオンが出会った時のティーリは、良くも悪くも悪魔そのものだった。

　しかし、聡そう一いち郎ろうと過ごした数か月の間に、エリーゼだけではなくティーリもまた、同じように成長していた。

　いや、成長と言う部分だけで言えば、ティーリはエリーゼよりも遥はるかに上だろう。

「最近は掃除や洗濯もするようになったみたいだな」

「前からやってるでしょ。今更じゃない」

　確かにティーリが手伝いを始めたのは、まだ聡一郎が無事だった頃ころの話だ。

　しかし、その頃は手伝いをしても口を開けば文句ばかりだった。

　ここ最近は、手伝うことに対して不満すら漏らしていなかった。

「すべての悪魔が、同じではない……か」

「なによ」

「いや……」

　エリーゼの言った言葉は、考えていたよりもずっと正しいのかも知れない。

　ティーリが悪魔であり、その力が人間に悪影響を与えないものであったなら、この人間界でも十分に生きていけるだけの成長は遂げていただろう。

　それ故に、これ以上深入りすることは自らの心を傷つけるだけになる。

　もしティーリを浄化する命令が下されれば、ルシオンにもエリーゼにも、それを止める方法は皆無だ。

　実際、その可能性は極めて高い。

　地獄に送り返せない片翼の小悪魔を、人間界で死ぬまで天使が監視し、面倒を見るなどと言う非効率的なことは絶対にしない。もし同情でそのようなことを行ってしまえば、以後も同じように対応を行う必要が出てくる。

　例外などと言うものは存在させてはならないのだ。

　なら、事実上浄化と言う方法しか残されていない。

　あえて幽閉と言う選択肢を用意したのは、エリーゼやティーリを傷つけないためのルシオンなりの配慮だった。

「お待たせしましたー」

　丁度一区切りついたところで、店員が二人がかりでいっぱいの料理を持ってきた。

　ティーリの前に並べられていく、ひと家族分はあるであろう食事。

　それを呆あきれてみながら、ルシオンはホットコーヒーにミルクを垂らした。

「いただきまーす」

　元気よく食事宣言した後、ティーリはハンバーグを豪快に三つほどに切り分け、特大の一切れを口の中に運んだ。

「もぐもぐ……冷凍ハンバーグの味がするわね。まあ、美お味いしいけど」

「おまえにそこまでの覚悟があるのなら、もはや何も言うまい」

「元々、あんたに言われることなんて何もないのよ。伊だ達てに悪魔やってないっての」

「ふ……そうだな」

　どんな時でも強くあろうとする悪魔の気質は、こういうところでこそ光るのかも知れない。そんな風に思いながら、ルシオンはこの話を終わらせることにした。

「そうだ。どうせならこの後、二人でデートとしゃれ込むのはどうだ？　普段なら悪魔からの誘いなど断る私だが、おまえなら付き合ってやってもいいのだぞ？」

「何おごってくれんの？」

「……これ以上たかるつもりか」

「少なくともここより高いモノは奢おごってもらうわよ」

「今の話はなかったことにしてくれ」

　財布と事情を相談した結果、デートは無かったことになった。
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「こんにちはー……」

　夕方、学校が終わった桃もも恵えは、久く遠おんと共に聡そう一いち郎ろうの家を訪ねていた。

「こんにちは、桃恵さん。神楽坂かぐらざかさん」

　エリーゼは二人の来訪に驚くこともなく、笑顔で迎え入れる。

「どうぞおあがりください。今日は新しいお茶を淹れてみたんです」

「あ、お邪魔します」

「失礼します」

　二人は会釈した後、靴を揃そろえて自宅に上がった。

　リビングではお湯を沸かしているところだったのか、ヤカンから湯気が噴いていた。

「少しお待ちくださいね。すぐご用意しますから」

　エリーゼは慌ただしく動き、二人分のお茶を用意する。

　今日二人が訪ねてくることは分かっていたことだった。

「あの……やっぱり、今日も戻ってないんですか？　鮫さめ島じまくん……」

　悪魔の手に堕おちてしまい聡そう一いち郎ろうが消えた事実は、当然すぐ周囲に広まってしまう。

　一般の生徒はサボりだと気にも留めないだろうが、桃もも恵えや久く遠おんはそうはいかない。

　長い間学校に姿を見せなければ、心配して様子を見に来る。

　当初は誤魔化していたエリーゼだったが、２週間以上も音信不通が続けば、隠し通せるものも隠し通せなくなり、綻びが生じてしまう。

　結果、連鎖的に桃恵たちが危険な目に遭う可能性もあると踏んだエリーゼたちは、打開策として一部を伏せ桃恵にも事情を説明することにした。

　もちろん、その一部とは天使や悪魔に関する事柄だ。

　そして居なくなった理由として説明に使ったのが───。

「お母様と上う手まくいってるのかどうかの連絡は、まだ頂けていなくて」

　幼い聡一郎の元から居なくなり、出て行った母親が見つかった、と言う話だった。

　それを聞きつけた聡一郎が飛び出してしまったと言う風に伝え事態の収束を図った。

　無論、聡一郎にとってみれば勝手な創作話でいい迷惑だろう。

　しかし、こうでも説明しなければ長期不在の理由は成り立たない。

「……大丈夫かな、鮫島くん」

「いつもいつも、聡一郎さんをご心配いただいてありがとうございます」

「そんな……と、友達ですから……」

　テレながらも、やはり心配が抜けない桃恵には元気がなかった。

　一方、事情をすべて知る久遠は、それをうまく伏せながらエリーゼに話しかける。

「家の方は大丈夫ですか？」

「はい。幸いティーリさんと一緒に管理させていただいています。リズもおりますし」

「もしよかったら、私も手伝いにきましょうか？　掃除くらいなら出来るかと」

「私も、私も手伝いますよっ！」

　久遠の申し出に、桃恵も慌てて手をあげて答える。

「ありがとうございます。でも、お気持ちだけで十分ですよ」

　その申し出を、エリーゼはやんわりと断った。

　そもそも二人に手伝わせるのは筋違いな上に、いつ天使や悪魔に関係した事件へと発展するか分からない。特に桃もも恵えに関しては、絶対に巻き込むわけにはいかない。

　天使として至極当然のことだった。

「しゅん……」

　細かな事情を知らない桃恵は、目に見えて落ち込んだが、人に迷惑をかけたがらないエリーゼらしい答えだと受け止め、諦あきらめることにしたようだ。

「でも、もし困ったことがあれば、その時は言ってくださいね。手伝いますからっ」

「ありがとうございます」

　桃恵の裏表のない屈託ない笑みと優しさにエリーゼは感謝するように頭を下げた。

「それにしても、一人足りないだけで、随分と寂しい感じがしますね」

　部屋の中を見渡し、久く遠おんは何気なくそう言った。

　けして悪気はなかったのだが、その瞬間エリーゼと桃恵の表情が曇った。

「聡そう一いち郎ろうさん……」

「……鮫さめ島じまくん……」

「あ、いや。ごめんなさい、不謹慎な発言でした……」

　本音を漏らしただけだったが、それが今の二人には重くのしかかったようだった。
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　その後、三人は日常生活の会話に花を咲かせた。

　中身は主に、今日あった学校での出来事だ。

　体育の時のトラブルや、いつもの授業風景を桃恵たちはエリーゼに話して聞かせた。

　楽しい時間が過ぎるのは早いもので、気が付くと空は夕ゆう闇やみに染まり始めていた。

「もうすぐ冬ですし、今日はかなり冷え込むと聞きました。気を付けて帰ってくださいね」

「はい。それじゃ、また来ます」

「さようなら桃恵さん、神楽坂かぐらざかさん」

　いつものように二人を玄関先で見送った後、エリーゼは静かに家の中に戻った。

　冷たい秋風が、ドアを閉める時に吹き込んできた。

「ふう……」

　エリーゼは、ゆっくりと静かに息を吐く。

　まだティーリは戻っていないのか、一人きりの自宅。

　久遠が言った、寂しい感じがする、と言う言葉が、ずっとエリーゼの中に残っていた。

　そう感じさせないために、明るく振る舞い、部屋の手入れに気を付けて来た。

　けれど、やはりそれは聡そう一いち郎ろうが居ないことに対する穴埋めになるはずもない。

　けして騒がしい人物ではないものの、やはりこの家には、桃もも恵えたちの周りには欠かせない大切な存在だったのだ。

「聡一郎さん……どこに行ってしまわれたのですか……」

　エリーゼは小さく聡一郎の名を呟つぶやき、玄関の扉に背中を預けた。

　藤ふじ宮みや守まもるを救出したあの時、自分も聡一郎の後を追っていけばよかった。

　そんな後悔の念が、今日までエリーゼの中でくすぶり続けていた。

　無論、その場にいたからと言って、助けられたわけじゃない。

　でも───

　もしかしたら───

　そんな可能性を考えたら、自分の情けなさを責め立ててしまいたくなる。

　天使の役目は、救いの手を差し伸べること。

　手の届く位置に闇やみは潜んでいたのに、私は大切な人を助けられなかった。

「早く帰ってきてください……」

　気が付けば、エリーゼの中で大きな存在へと変わっていた聡一郎。

　初めて地上にやってきて、接した人間であり、とても不器用で優しい人。

　お互いを知ったと言うにはあまりに短い時間だと人は言うだろう。

　それでも……。

　泣きたくなる衝動を必死に堪える。

　こんなところをティーリに見られたら、それこそ不安にさせてしまう。

　こういう時だからこそ、毅然と、堂々と振る舞わなければならない。

「ご飯の用意、しなきゃいけませんね」

　今までもこれからも、この家で聡一郎の帰りを待ち続ける。

　その決意をかみしめるように、一歩を踏み出した。
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　そして、その日の晩御飯。

　食卓にリズの姿が無かったことを不思議に思ったティーリが、黙々と食事の準備を始めるエリーゼの背中に話しかけた。

「あんたの妹は？　どっか出かけるタイプでもないでしょ」

「リズは、今日お兄様と一緒に天国に戻りました。次のゲートが開いた時に戻ります」

「あーそ。どうせあたしを浄化する話し合いでもしてくるんでしょ？　あの子あたしのこと嫌ってるみたいだし。今いま頃ごろ小躍りしながらどうやって始末するか話し合ってるんじゃない？」

「そ、そんな物騒なこと、あの子は───するかも知れませんけど」

「別にいいわよ。それよりお腹なかすいた」

「あ、は、はい。もうすぐ用意できますから」

　暫しばらくして、いつものようにエリーゼの手作り料理がテーブルに並ぶ。

「相変わらず上う手まいわよね、料理。素直に凄すごいって感心するわ」

「そんな。私は別に凄くなんてないです。人間の住む世界には料理を上手く作るための本がたくさんありますから。ティーリさんだってやろうと思えば簡単に出来ると思いますよ」

「食べるのは好きだけど、作るのに興味はないわね」

「でも……私としては、出来ればティーリさんに料理、覚えて頂きたいです」

「なんでよ。毎日作るのは面倒？」

「そういう意味ではなくて……」












　少しだけ伏し目がちに、エリーゼは料理の本を台所から２冊ほど持ってくる。

「私は今でも、聡そう一いち郎ろうさんが戻ってくると信じています。それはきっと、ティーリさんも同じではないかと思います」

「まあ……」

「そうであるなら、料理を覚えて欲しいんです。これからも、聡一郎さんと生活を続けられるティーリさんに、必要なことだと……」

「意味わかんない。あんたが、エリーゼが作ればいいじゃない」

　お世辞に言っても、ティーリは料理センスがない。

　ティーリ自身、自分で甘いものを作ろうとしたり、美お味いしい料理を作れれば、自分の幸せに繫つながると、同居生活の上で何度かチャレンジしたことがあるが、その全すべてが失敗に終わっていた。以後、自分には向かないと思い手を付けなかったのだ。

「聡一郎さんが無事、お帰りになったら……私は天国に戻ろうと思っています」

「……え、なんで？」

　思いがけないエリーゼの告白に、ティーリは目を丸くした。

　ルシオンやリズとは、折り合いのつかないことも日々多い中、たった一人天使でティーリと打ち解けられるようになったのが、エリーゼだっただけに、ティーリとしてもエリーゼを失うことは避けたい。

　そんな無意識が、そのまま今の表情に表れていた。

「ですから───今後はティーリさんが、聡一郎さんを支えてあげて欲しいんです」

「…………」

　目の前にある食事に手を付けることを忘れ、ティーリはエリーゼを見つめた。

　普段、最も聡一郎と仲良く接し、傍はた目めにはムカつくことに恋人同士にも見える、エリーゼが、聡一郎が戻ってきたら、天国に帰ると言う。

　何より、理由を言いださないことが気にかかった。

「納得いく理由、話しなさいよ。あたしが気に食わないとか、そういうこと？」

「私の個人的な問題です。ティーリさんは関係ありません」

　そう言われて、そうですかと納得をするティーリではない。

　もちろん、それをエリーゼも十分理解している。

「こんなことを言われて迷惑に感じることは、重々承知しています。ですが、実際にそうなった時、聡一郎さんを支えられるのはティーリさんだけなんです」

「あたしだけって言われても……」

「聡一郎さんは強い方です。家のことだって、大体一人でできます。でも……」

　エリーゼは、胸元の十字架をギュッと握りしめた。

「心の底から頼れる、と思っている人が居ません。いつか、きっと一人で苦しむ時が来ます。その時、傍そばにいるのは私ではなく、ティーリさんです。だから───」

　言葉を継ぎたしながら、必死に自分の気持ちを言葉にするエリーゼ。

「ほんとに、あいつが帰って来るって信じてるのね」

「当たり前です。聡そう一いち郎ろうさんは、必ず帰ってきます」

「……そう」

　ティーリだって、聡一郎が戻ってくると信じている。

　それでも、いつも内心では不安に駆られ、最悪の想像ばかりしてしまう。

　それは目の前にいるエリーゼだって同じだろうが、芯しんの部分では大きく負けている。

　そう感じずにはいられなかった。

　本来、聡一郎の隣に居るべき人間は、エリーゼのような存在じゃないかと。

　あるいは、桃もも恵えのように一いち途ずに、聡一郎を思い続けられる心の優しい子ではないかと。

　まだ人生経験の浅いティーリには、それ以上のことは思い浮かばなかった。





○帰るべき場所







　眼前に迫りくる、地獄の炎。

　オレはその炎をなす術すべもなく見つめているしか出来なかった。

　肝心の大天使の力は発動の気配すらなく、虚むなしく時間だけが過ぎていく。

　言葉を出す時間すらもないコンマの世界で、オレはただただ、審判の時を待つ。

　直撃すれば、まず助からないであろうその力が、オレの肌に触れる寸前、まるで壁にぶつかったように炎が弾はじき返された。

　弾ける際に熱を僅わずかに感じたが、身体からだが焼け焦げ付いていく様子はない。

「なっ───」

　その情景に驚いたのは、目の前に居るメフィストではなくオレの方だった。

　大天使の力を使おうとしたものの、手ごたえを感じることが出来なかったのだ。

　にも拘かかわらず、オレの身体は焼き尽くされていない。

　何らかの不思議な力によって地獄の炎を弾き返したのだ。

　メフィストはその原因がオレ以外にあると見抜いていたのか、自らの後部を振り返った。

　松明たいまつの明かりがあるとは言え、洞どう窟くつ内は暗く、殆ほとんど視界が無い。

「俺は、その男を殺してもいい、とは一度も命令したつもりはなかったのだがな？」

　闇やみの奥から、地響きのように体の芯しんまで響くような声が聞こえて来た。

　メフィストは既にオレから距離を置き、その闇の方へと視線を向けている。

「何な故ぜ……ここに？」

　消え入りそうなほどか細いメフィストの声が、その闇へと問いかける。

「最近、随分と好き勝手やっていたようだな。あまつさえ、その男を地獄に連れてくるとは。早まったことをしたもんだ」

　闇から、ゆっくりと姿を現したのは、大柄の男だった。

　胸元を開いたシャツを着こなし、首からは金属が顔を覗かせている。

　彫りの深い顔立ちや30代後半の外見を総合すると、ヤクザのような雰囲気をしている。

　ただ普通のヤクザと大きく異なるのは、背中から巨大な翼を生やしていることだけだ。

　女の悪魔よりも鋭く、圧倒的な力強さを感じる、立派な翼だった。

　それだけでこの悪魔が只ただ者ものではないことを感じ取れるが、何より、魔将と呼ばれるメフィストでさえ、たじろぐほどの存在とは、一体。

「誰だれだ、このおっさんは」

　オレにはそう聞くことしかできず、素直な感想を述べた。

　図ずう体たいが結構でかいとか、翼が生えてるとかはともかく、どう見てもおっさんだ。

「ふははは、このオレをおっさん呼ばわりか。まぁ、そう見えても仕方ねえが」

　ツカツカ歩いてくると、おっさんは悪魔に目もくれず、オレを見下ろした。

　縛られて地面より高い位置に居ることを考えると、少なく見ても２メートル近い身長はある。

「これでも俺は、この地獄を統べる王なんだがな」

「地獄を統べる王だと……？」

「そうだ。天使どもから聞いたことはないか？　地獄王の存在を」

　地獄王……その言葉には引っかかるものがあった。

「そういえば、何となく聞いたことがあるな……」

　この地獄で一番強い、なんて俄にわかには信じられないような話だった気がする。

「それが俺だ」

　そう言われても、どうリアクションしていいのか非常に難しい問題だ。

　自分の身の丈を遥はるかに超える図体、想像を凌りよう駕がする、鬼や悪魔のような外見。

　そういった類たぐいであればともかく、今目の前に居るのは、どこにでもいるようなちょっと背の高い普通のおっさん……いや、やはりヤクザ風の男にしか見えない。

「地獄の王だとか言われても実感ねえよ。いまいちピンとこねえな」

　それが正直な意見だ。

　男もそれをわかっているのか、軽く口元を緩めた。

「人間は悪魔と天使から生まれ、悪魔と天使は人間から生まれた。互いの姿が似ていることは何も不自然なことじゃない」

　なるほどなるほど、言われてみればそうだよな。なんてなるはずがない。

「生憎あいにくと、納得できるほど悪魔に詳しくない、悪いな」

「なぁに、別に気にしちゃいねえさ。それよりも、今自分が置かれた状況がどんなものか、その理解くらいは出来てるんだろう？」

「オレが地獄に拉ら致ちされた上に、拘束されて、辱めを受けてるってことくらいはな。おまけにこっちの悪魔に殺されそうになってた」

　その肝心の悪魔は、男が現れて以来黙ったままだ。

　やはり階級が上の存在には、抵抗できないからだろうか。

「窮地に立たされてる割には、随分と余裕そうじゃねえか」

「あんたが現れなきゃ、多分オレは死んでたからな」

「だろうな。何か特別な力でも使うと思ったが、さっきのおまえは怖いくらいに無防備だった。どうせ魔将の力ではなく、大天使の力でも使おうとしたんだろ」

「……何でわかった」

「この地獄で、大天使の力を行使することは容易じゃないぜ。人間界で天使や悪魔が本来の力を発揮できないように、地獄じゃ天使の力も大きく弱まる」

　どうやら、今までのように大天使の力を感じられなかったのは、そういうわけらしい。

　その辺りも当然のように見抜いている辺り、さすがに地獄の王と名乗るだけはある。

「善良な一般市民、いや、人間のオレを助けに来てくれたのか？」

「ふははは、笑わせるなよ小僧。俺がおまえを助けると、いつ勘違いした？」

「そこの悪魔の攻撃を防いだのは、あんたなんだろ？」

「確かに、今力を使ったのは俺だ」

　あっさりとそれを認めた上で、おっさんはメフィストの方に視線を向けた。

「これが取り返しのつかない事態を招いたら、どう責任を取るつもりだ？」

「別に。わらわは責任など取るつもりはない」

　詳細は分からないが、問い詰められながらも、強気な発言を続けるメフィスト。

　しかし明らかにトーンダウンしていて覇気が感じられない。

「天使どもが、この状況をどこまで把握しているか、が問題だな……」

　腕を組み、何やら思案を始めるが、一向にオレの自由が返って来ることはない。

「オレを助けに来たわけじゃないのか？」

「元々人間界に居たおまえには興味なかったが、地獄まで足を運んでしまった以上、そうも言っていられないだろうな。必要性があるなら、この俺の手で直接おまえを殺すことになる」

　歩み寄って来た男は、大きな手のひらでオレの頰ほおを、顔ごと摑つかんだ。

　どうやら、殺しに来る相手が、魔将から地獄の王に変わっただけだった。

「ふざけた話だ……」

　ここまでスケールが大きくなってくると、好きにしろ、と言いたくなってくる。

「しかし、地獄の王ねえ……」

「なんだ。実感湧かねえのか？」

「湧くわけないだろ。どこからどう見てもただの───」

　ヤクザ、と説明しようとして、悪魔にヤクザと言う言葉が通じるのか自信がなかった。

　言いとどまったことが気になったのか、おっさんはオレの胸倉を摑み上げた。

「ただの、なんだ？」

「……ただのおっさんだろ」

「く、くく。なるほど、そりゃそうだ。おまえから見ればただのおっさんだろうな」

　オレの胸倉を摑む腕にはかなりの力が込められている。

「ただのおっさんじゃないってことを教えてやろうか。なあに遠慮するな。この俺と対面できる人間なんて、歴史上に数えるだけだぜ？」

　そんなことを言われても全く嬉うれしくない。

　怒りの形相を見せるわけでも、威い嚇かくするわけでもなく、男は不敵に笑って白い歯を零こぼした。その瞬間、男の身体からだと言う身体から、悪と言う悪、黒い煙の塊があふれ出す。

　巨大な煙突から黒煙を噴き上げるよりも、遥はるかに膨大な悪の力。

　オレ自身が使ったことのある力など、この圧倒的物量の前には無意味も同然だ。

　地球上に存在する海に、バケツ一杯分の油を混ぜたところで、海には何ら影響を及ぼすことがないように。

「くっ───！」

　何かをされたわけでもないのに、オレは急速に戦意を失っていく。

　それどころか、感じたこともないえも言われぬ恐怖が全身を支配していく。

　先ほどメフィストに命を握られた時とは比べものにならない力だ。

「や、やめろ……」

　そう絞り出すのが精いっぱいだった。

　無論許しを乞こうことで、この男が手を緩めるとは思えない。

「俺は何もしちゃいないぜ？　ただおまえに力の断片を見せてやってるだけだ。どうした、魔将の力を使ってみろ。この地獄でなら、それも適かなうかもな」

　あざ笑うかのような挑発。だが、そんな気にはなれなかった。

　仮にオレが魔将の力を、いや、大天使の力をフルに発揮したところで、この男に手傷のひとつを負わせることも敵かなわないだろう。

「どうする。このまま死んでみるか？　ん？」

「く、あ……！」

　何かをされているわけでもないのに、身体からだから生気が抜けていく。

　あと少しこの状態が続けば、オレは───。

「父上、そのままではその男は死んでしまう。それで良いのか？」

「おっといけねえ。やりすぎちまったか」

　パッと男の大きな手が離れる。

「は───っ……」

　身体から恐怖と闇やみが消えていく。

　長い間沈められていた水中から引き揚げられたような、苦しみからの解放。

「……ち、父上？」

　生きながらえることのできたオレが最初に気になったのは、意外な部分だった。

「そうだ。それがどうかしたか？」

「いや……」

　おっさんと悪魔を交互に見やる。

　地獄にもちゃんと親子みたいなのは存在するんだなと感心すると同時に、この似てない二人が親子だったことに驚きを隠せない。

「本当にあんたの子か？」

「何を疑ってやがる、正真正銘俺のガキだ」

　メフィストは細身で、黙っていればただの美少女だ。

　もっとこう、ガタイの良い逞たくましい悪魔だったら納得いくんだがな。

　似ている部分なんてひとつも───

「性格はそっくりそうだけどな」

　しかし、地獄王だか魔将だか知らないが、親子揃そろってオレをいたぶりに来たんだろうか。

「で……オレを助けてくれるってわけじゃないんだよな？　殺しに来たのか？」

「殺しに？　いいや、別にそんなつもりはないぜ」

　おっさんから返って来たのは、思ってもいなかった一言だった。

　更に一言付け加える。

「むしろ、娘がおまえを殺すのを止めに来たんだよ」

「……は？」

「なんだ、嬉うれしくないのか？」

　無論、誰だれも殺されたくなんてないが、話が吞のみ込めない。

　そもそも、この悪魔の女がオレを拉ら致ちした目的が、大天使や魔将に覚かく醒せいさせ、その上で力の差を見せつけ殺す、要は単純に強い相手と戦いたいって言うシンプルな考えのものだ。

　そうじゃないとすれば、残された答えは一つしかない。

「オレを魔将として仲間に引き入れたい、ってことか？」

　導き出した答えをぶつけるが、おっさんは首を横に振った。

「おまえの最大の勘違いを取り除いてやろう。俺にとっちゃ、おまえが魔将になろうが大天使になろうが、そんなことは知ったこっちゃねえんだよ」

　思いがけない言葉に、オレは思わず男の目を直視した。

　先ほどまでとは打って変わり、鋭い表情へと変わっている。

「一部の悪魔連中はどう考えてるか知らねえけどな」

　とも付け加えた。

「地獄の王であるあんたにとっちゃ、オレがどうなろうと構わないってことか？」

「そういうことになるな」

「だったら、オレには用がないってことだろ。人間界に帰してくれ」

　悪魔は不満そうな仕草を見せるが、地獄王である父親には逆らえないのか、黙ったまま会話に耳を傾けている。

「娘がおまえを地獄に連れて来てたのには驚いたが、それは正しかったかも知れねえな」

　おっさんは、オレがまるで理解していない、と口にした。

「そう、本来なら関係なんてない。だが、今回はそうも言ってられねぇんだよ。おまえは自分が思っている以上に、天国や地獄に影響を与えかねない存在ってことだ」

「どういうことだ……」

「おまえが魔将あるいは大天使に覚醒したとしよう。そしたらどうなる」

「どうなる……知るかよ」

「いいから答えてみろ」

　本当に知ったことじゃないが、仕方なく想像してみる。

　と言うよりは、今まで出会った連中の行動や言葉を思い返してみるだけだが。

　そこから導き出せる答えはそれほど多くはなかった。

「オレがどちらかになることで、天国と地獄のパワーバランスが崩れる、ってところか？」

「……ま、そういうような考えになるだろうな、普通は」

　男はわざとらしくため息をつく。

「おまえ、俺の力に敵かなうとは到底思えなかっただろ？　たとえ力が覚かく醒せいしたとしても」

「ああ……無理だろうな」

「そう、無理なんだよ。おまえがどれだけ力に目覚めようと、俺の敵じゃねえ。つまり、パワーバランスなんざ壊れることはないってことだ」

「……だったら、何で天使や悪魔の連中はオレに付きまとう」

　やれ悪魔の、やれ天使の影響だと騒ぎ立て、時に命を付け狙ねらう連中が現れる。

　もしオレが戦力として見られていないなら、そんなことする必要性がない。

「戦争がしてえんだよ。一部のバカどもは」

「戦争……？」

「おまえという引き金を使って、世界を制圧したいと考えてるってこった。今時世界征服なんて流行らねえのによう」

　俄にわかには信じがたいような話だが、一体どこの誰だれが戦争なんて望んでいるのか。

「この地獄にも、それを企たくらむ連中は大勢いる。そして、天国にもな」

「悪巧みは悪魔の専売特許じゃねえのかよ。天使どもも、人間界の支配を目もく論ろんでるのか？」

　正直天国の連中が信用のおける存在じゃないことは感じちゃいるが、悪魔よりは信じられる、少なくともそう思っていた。

「事実、悪魔の連中は人間界で悪さを働いてる、その事実があるだろ」

「そうだな。大多数の悪魔が、人間界や天国を支配したがっている事実はある。現に俺の娘もまた、地獄だけじゃなく人間界で暴れまわってるみたいだしな」

「当然じゃ。わらわの強さを誇示し、恐れさせるため」

　反省した様子もなく、メフィストはむしろ誇るように言った。

「俺もある程度の情報は入手している。おまえの元に送り込まれた天使は、戦争を起こそうと画策しているボスの手下ってところだろうぜ」

　それはつまり、エリーゼたちの上に立つ人物、ミカエルのことを指しているのか。

「ともかく、おまえは戦争の引き金になりかねないってことだ」

「待て。それだけじゃ疑問が残る。なんでオレが戦争の引き金になるんだよ」

　エリーゼたちは、オレが魔将になることでパワーバランスが崩れ、悪魔が天使より強くなってしまう恐れがあると言った。だが、それは本当にそうなんだろうか。

　事実、ここにいる魔将は他ほかの魔将に戦いを挑み、殺している。

　この時点で、天使側が考える拮きつ抗こうなんて、とっくに崩れていると言えるだろう。

「悪魔と天使が争う時、必ず人間界も巻き込まれる。それは定めだ。なぜだか分かるか？」

「んなもん、オレに分かるわけないだろ……」

「人間界が地獄と天国の間にあるからだ。つまり避けようがないのさ」

　地獄と天国への通り道に、人間界がある……。

　なら、確かに避けようもないことのような気はする。

「悪魔と天使は、古来より争いを続けて来た。それを見かねた神とやらが、世界を作り、ルールを作った。世界ってのは当然、地獄と天国、そして人間界だ」

「ルール、ってのは？」

「大天使や魔将が人間界に降臨できないのは知っているか？」

「……呪のろいだかなんだか、そういうのだろ？」

「そうだ。神が定めた力で、俺たちは人間界へ直接その身を置くことが出来ない。他人の身体からだを奪うことによる憑ひよう依いだけは例外だがな」

　つまり、そのルールのお蔭かげで、戦争が起きずに済んでいると言うことか。

「だとしたら、戦争なんてそもそも、起こしようがないだろ」

　大天使や魔将たちが人間界に来れない以上、戦いはないと言うことだ。

「その例外を生み出すことが出来るのが、おまえだ、鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろう」

「……オレが？」

「おまえは今、生きながらにして大天使か魔将になろうとしている。つまり、もし人間界で覚かく醒せいすることになったなら、そこに一つの矛盾が生じることになる」

「本来人間界には存在できない力が、存在してしまうってことか……」

「そうだ。それは即すなわち神の法則が崩壊することになる。その瞬間、大天使も、魔将も、人間界への出入りが自由になる───と、一部の連中は考えているのさ」

「それが本当なのかどうかは、分からないんだよな？」

「無論、前例はない。だが、一度そうなれば、世界は崩壊するかも知れん」

　まさか、オレが実際にそうなって試すってわけにもいかないだろう。

「つまり、おまえは処理するに処理できない非常に厄介な存在と言うことだ」

　オレを殺せば、必然的に魔将か大天使となってしまう、そう言いたいんだろう。

「オレは悪魔になるつもりも、天使になるつもりもない」

「その意思は尊重するがな。時に意思だけではどうにもならないことがある。現に今も、おまえの中で着実に力の覚かく醒せいは進んでいる」

「……それは……」

　当初、使えるはずもなかった力を、オレは使えるようになってきている。

　それは紛れもなく、覚醒が進んでいる証拠と言えるだろう。

「おまえの元には、片翼の悪魔がいるそうだが、それが何よりも大きな弊害になっている。その悪魔が存在し続ける限り、おまえはいずれ悪魔へと覚醒してしまう」

「……不運に見舞われたってことか」

「不運？　いや、おまえが片翼の悪魔に出会ったことは必然だ」

「必然？　どういうことだ」

「日々、地獄から抜け出そうともがく悪魔の中で、おまえの存在に気づいた連中が、あの手この手を使って悪魔を人間界に送る研究を行っていた。そして、その研究によって、幸か不幸か巻き込まれたのが、その片翼の悪魔だ」

「やけに詳しいじゃねえか」

「その研究をしていた当事者を、この俺がぶっ殺したからな」

　ニヤリと笑い、娘であるメフィストへと視線をやる。

「あれは中々に楽しい殺し合いじゃったのう」

　どうやら、聞きたくもないような殺さつ戮りくが行われたらしい。

　ルシオンたちが探っていた原因は、既にこいつらが潰つぶしてしまったってことか。

「片翼の悪魔が地獄に戻ることは不可能だ。これからも永久にな。だが、それじゃあおまえはいつまで経たっても悪魔化する可能性を排除することは出来ねえ」

「いっそ、ここで殺してしまえば良いではないか。地獄でなら、大天使になろうが魔将になろうが、神の定めたルールなど関係なかろう？」

「そうだな。それも一つの手だろうな」

　二人の悪魔が、オレを見据える。その瞳ひとみには恐ろしいまでの力が込められていた。

「世界平和のためだ、死んでくれ」

　地獄の王から、最も似合わないであろう言葉。

「父上、出来ればトドメはわらわに」

「仕方ねえな。その代わり、オレは手足を貰もらうぞ」

「親子でどんな相談してんだよ！」

　物騒すぎる会話に、突っ込まざるを得ない。

「ふっ、冗談だ安心しろ」

「本当かよ……オレには二人とも殺気が籠こもっていたように見えたぞ」

「なんじゃ、冗談なのか」

「大天使と魔将の可能性を持った存在など、過去に例がない。ただ殺して解決となればいいが、そうじゃない場合、取り返しがつかねえだろうが。仮に地獄で大天使が生まれてみろ、それこそどうなるか分かったもんじゃねえ」

「だったら、オレにどうしろと？」

「戦争を起こさせないための方法は、一つしかない。おまえが寿命を全まつとうし死ぬまで、どちらにも覚かく醒せいしないことだ」

　もちろん、それはオレが常に望んでいる当たり前のことだ。

「だが、そのために邪魔になる存在が居るだろ。さっきも言ったがな」

「ティーリのことか……」

「そうだ。あの小悪魔を始末する、それだけでいい。そうすれば、天使の連中も迂う闊かつにはおまえに刺激を与えられなくなるだろう。別におまえが手を下す必要もない。天使の連中に始末させれば済むことだ」

「……なんだと？」

「そうすれば、ひとまずの危機は去る。話は簡単だろ」

「ふざけんな。誰だれがそんなことをさせると思ってんだ」

　仮に、オレがこの男の言う通り、ティーリを天使連中に託したところで、それがすべての解決になるとも思えない。オレの周りには、いや、人間界には天使や悪魔が溢あふれている。

　その可能性の全すべてを排除することなんざ、到底不可能なはずだ。

「それを拒むなら、俺はおまえをここで飼い殺してもいいんだぜ？　死ぬまで」

「テメェ……」

　確かに、それが戦争を回避するうえで最も賢い選択だろう。

　むざむざ人間界で覚醒させるリスクを負う必要はない。

「おまえにとっても悪い話じゃないだろ？　小悪魔一匹の命を捨てるだけで助けてやるって言ってるんだ。迷うような話じゃねえ」

　確かに、本来ならそうだ。

　自分の命と天てん秤びんにかけたなら、他人の命なんてどうでもいい。

　……そう、答えられるならどれだけ楽か。

「オレは……ティーリを見捨てるつもりはない。殺させたりはしない」

「なら、自分の命を捨てるってことだな？」

「ああ……。でもな、ただ捨てるなんてことはしない。徹底的に抵抗してやる」

「身動きも出来ないその状況でよく言えたもんだな。くはははは！」

　何が面白いのか、パンパンと膝ひざを叩たたいて大げさに笑う。

「お主も中々に強情よのう。小悪魔一匹手放せば、自由の身になれるのじゃぞ？　本来であれば迷うまでもないことのように思えるが」

「うるせえ……ほっとけよ」

「小僧」

　再び、おっさんの手が伸びると、オレの前髪を摑つかみ上げた。

「もう一度だけ聞く。小悪魔を浄化させろ」

「もう一回だけ言ってやる。絶対に断る」

　両者の睨にらみ合い。

　こちらに勝ち目はないとしても、メンチを切るのは不良の得意分野だ。

　殺す気で睨み返してやる。

「なら、おまえはどうやってこれから生きるつもりだ。悪魔の影響を受け続けることで覚かく醒せいが進むことは、自分自身が嫌ってほどわかってるだろうが」

「たとえどんな影響が出たって、オレは人間だ。絶対になったりなんてしねえよ。悪魔にも……もちろん、天使にもだ。そんなもん、クソ食らえなんだよ」

　おっさんはより殺意の籠こもった目で、オレを直視する。

　互いに鼻息がかかるほどの近距離でのにらみ合いが続く。

「……生意気なガキだ。うちの娘と一緒でな」

「おまえの娘と一緒にするな」

「わらわも、このような男と一緒には扱ってほしくないのう」

「ふんっ。親からすりゃ、同じだ。ったく、なんて強情な人間だ。この俺を前に物もの怖おじしないどころか、命も惜しくないときたか」

「自分が決めたことを曲げたくないだけだ。それが悪魔の親玉相手だとしてもな」

　摑んでいた髪を放すと、おっさんは指先に黒い炎をまとった。

　そして、その指でオレの両手足にくくりつけられた縄を撫なでる。

　すると頑丈でびくともしなかった縄が、漆黒の炎をあげ燃え尽きた。

「……なんで……」

「おまえが言ったんだろうが。悪魔にも天使にもならないってよ」

「……信じるのかよ」

「なんだ、おまえはウソを言ったのか？」

「いや、本当のことだ……本当のことだが……」

「だったら、それを守れ。地獄王の前で、おまえは誓ったんだ。どちらにもならないとな」

「わらわとしては、今ここで殺しておくことをお勧めするがのう。あるいは、今すぐ小悪魔を殺してしまうのが得策じゃろう」

「こいつは、小悪魔を見捨てないと腹をくくってやがった。そんな中で小悪魔を殺してみろ、こいつはたちまち化け物になって世界に混乱を招くぜ」

「世界に混乱……甘美な響きよのう」

「ち、これだからうちの娘は。いいか、今後この男とその周りの連中に手を出すことは一切禁ずる。わかったな？」

「む……それを破ったらどうなるのじゃ？」

「この俺が直々におまえに鉄てつ槌ついを下すことになるだろうな」

　その一言にメフィストが固まる。

「わ、わかった。手を出さないと約束する」

「それでいい」

　一体、どれだけ力に差があるんだよ。

　あのメフィストが、一方的に丸め込まれてるなんて。

「おまえみたいな悪魔でも父親は怖いんだな、意外だぜ」

「わらわが恐れておるのは父親ではない。地獄王と呼ばれる男の力じゃ。現実は酷なことに、魔将が束になって勝負を挑んでも、勝ち目はないじゃろうな」

「それだけとんでもなく強いってことか」

　だったら、このまま地獄の中に留めておくのが一番賢い選択だ。

　下手に地獄王を刺激して戦争に発展したら、取り返しのつかない事態になる。

　にも拘かかわらず、天使の連中はオレを使って戦争したい、と考えてるわけだろ？

　それはちょっとした矛盾のようにも思えるが、オレが事情を知らなすぎるだけか。

「父上よ。その代わり、今後も人間は殺し続けてよいじゃろう？」

「仕方ねえな。ほどほどにしろよ？」

「いや、どうせならそこも止めろよ！」

　丸め込まれているようで、意外とメフィストの方も善戦しているようだ。

「なんでだ？」

　オレのセリフに、首を傾かしげたのは地獄王の方だった。

「まさか、おまえは悪魔に説教でもするつもりか？　なら、見当違いも良いところだぜ。種族が違えば考え方は当然違う。おまえらも猫に何な故ぜ四足歩行をするのだと問い詰めたりはしないだろ？」

「それは……」

　その通りじゃ、とメフィストも続く。

「たまたま同じ言葉を話すだけであって、それ以外は全くの別物なのじゃ。わらわは殺したいと思えば殺す。お主らが食べたい時に食べ、寝たい時に眠るようにな」

　悪魔のくせに、こっちが反論できないようなことを言う。

「もし、悪魔の生き方に口出しできるとすれば、それは同じ悪魔だけじゃろう」

「……なるほど……」

　それをわかっているからこそ、地獄王もオレの言葉には耳を傾けないのだ。

　人間を殺すことは、悪魔にとっては当たり前の行為であり、必要な行為なんだろう。

　それが傍はた目めには、ただ快楽のために思えても、それが種族としての性さがなのだ。

　オレには知る由もないが、それが世界のバランスを保っているのかも知れない。

　肉食動物が草食動物を殺すことで、生態系が保たれているように。

「ゲートまで連れてってやる。ついて来い」

　どうやら、やっとオレは人間の世界へ帰してもらえるらしい。

　当然逆らう必要もないので、おっさんの後をついていく。

　その少し後ろを、不機嫌そうな悪魔がついてくる。

「結局、お主とはもう戦うことが出来なくなってしまったわけか……」

「そんなにオレと戦いたかったのかよ、おまえは」

「強い相手と戦い勝利する、それがわらわの最も楽しみなことじゃったからな」

「久く遠おん……いや、ソナもそうやって戦って、倒したんだよな」

「娘にも困ったもんだ。地獄の貴重な戦力をテメェで無くしてんだ」

「心配無用。天使など、全すべてわらわ一人で駆逐してくれるわ」

「すぐこれだ。自信があるのは悪いことじゃねえんだがな」

　洞どう窟くつ、やや上り坂の道を歩いていくと、数分で出口へとたどり着いた。

「ここが……」

　洞窟は高い位置にあったのか、外に出ると断だん崖がいのような場所で景色を一望できた。

　そこには、かつてティーリを救うために訪れた孤独と寂しさを感じさせる乾いた大地が、世界が広がっていた。

　行き交う人々も居なければ、囀さえずる鳥たちもいない。

　こんな場所に一人放り込まれたら、長くは生きていけないだろう。

「悪魔たちにとっちゃ、これが当たり前の世界なんだよな」

「そうだ。でもな、ひとつ勘違いしてくれるなよ？　俺たちは好んでこの世界に住んでるわけじゃないってことだ」

「こういう暗い世界が好きだからじゃねえのか」

「悪魔ってのは、世界から嫌われた者たちの住む世界だ。そこには希望があっちゃならないのさ。夢があっちゃならないのさ。それが神とやらが決めた世界のルールだ」

「気に食わぬのう。神などと言う存在、目の前にいれば勝負を挑んでくれる」

「やめとけやめとけ。世界を作ったような存在だ、おまえじゃ敵わねえよ。この俺くらいだろ、神をぶっ殺せるとしたら」

　どうやら、自分だけは神よりも強いと思っているらしい。

「凄すごい場所だな、地獄ってところは」

　荒廃し、腐敗した世界に身を置き、日々命を奪い、奪われる生活を繰り返している。

　こんなところで生き抜くのは、並大抵のことではないだろう。

　この地獄王や、その娘のように己を鍛え上げ強くなるか、地を這はい媚こび諂へつらうことで生きていくくらいしか、方法はないように思える。

「なんで、あんたはこの地獄から抜け出したいと考えないんだ。オレを利用して、戦争を起こせば人間界や天国が手に入るかもしれないんだろ」

　さっきは聞こうとも思わなかった言葉が、自然と口から零こぼれ落ちた。

　そんなオレの質問に、地獄王は振り返りもせず答える。

「身勝手な連中が集まった世界が地獄だ。もし、俺たち悪魔がここを抜け出し、人間界を征服できたとしても、瞬く間に世界は滅び、地獄と同じ末路を辿たどるだろう。俺たち自身が変わらない限り、それは永遠に続くのだ」

「あんたは、それを変えるつもりなのか？」

「まさか。俺一人がそんな普及活動をするつもりは毛頭ない。現に、娘には好き勝手生きるように言ってあるしな」

「だったら───」

「無駄な血を流しても得られるものがないなら、今のままでいいじゃねえか。それに、天使どもが戦争を望んでる以上、相手が得することをしても仕方がねえ」

「……オレが、もしオレが人間界でどちらかの力に目覚めてしまったら……」

「その時は戦争になるだろうな。間違いなく」

「そうなったら、あんたとの約束は破ったことになるな」

　特に気にしたようすもなく、おっさんは言った。

「人間であり続けることが、おまえが救世主であることに繫つながる。不思議な話だ」

「なんだそりゃ」

「見せてもらうぜ、おまえの覚悟って奴やつを。分かってると思うが───」

「覚悟を示せなきゃ、オレを殺しに来る、だろ」

　本当にオレが人間界で覚かく醒せいしそうになれば、この男は容赦なくあの手この手を使ってそれを阻止しに来るだろう。最悪、ここ地獄に再び連れてきて、始末するだろう。

「ここだ」

　祠ほこらのような場所に連れてこられたオレは、再び暗い場所に足を踏み入れる。

　しかし、さっきの洞どう窟くつとは違い、奥はそれほど深くなかった。

　祠の中には、青白い光を放つ、不思議な泉のような場所があった。

「ここが、ゲートって呼ばれる場所なのか？」

「そうだ。地獄の中で、たった１か所だけ天使どもに監視されていないゲートよ」

「そうか、普通は天使によって監視されてるんだっけな」

「普段は俺が管理していて、他ほかの悪魔は絶対に近づけさせねえ。極稀に俺の目を盗んでゲートを通る悪魔も居るが、まぁその辺は適当だ」

　こんな大切なところを適当に管理すんなよ……。

　すげぇ大事なところだと思うんだが。












「ほら、さっさと人間界に戻れ。急がないと小悪魔の命が危ないぜ？」

「ティーリの命が……？」

「俺が天使の連中なら、そうするってだけだけどな」

「……そうだな」

　オレと出会った直後は、事実、ティーリは一度浄化されそうになっていた。

　不在の今なら、再びそれを行うことだって、出来なくはない。

　クク、と地獄王は笑い、大きな手の平でオレの背中をゆっくりと押した。

「じゃあな人間。二度とここに足を踏み入れないで済むようにしろよ」

「そうするさ、こんな場所、二度と来るつもりはない。じゃあな」

　二人の悪魔に背中を見送られながら、オレは泉の中に足を進めた。

　そして、青白い光がオレの身体からだと視界を埋め尽くしていった。

「かーっ……！　ただの人間にしておくには惜しい男だな、あいつはよぉ」

「そう思うなら、強引に魔将にしてしまえば良かったであろう？」

「あいつは人間として生きていくと決めたんだ、だったらそれを尊重しようじゃねえか。せめてあいつが生きている間くらいな。あいつは死後、必ず魔将として生まれ変わる。そしたら、そうだな。その時は盛大に暴れまわるのも面白いかも知れねぇ」

「わらわは大天使となり、父上の前に立ちはだかることになると思うがのう」

「それはそれで面白いじゃねえか。返り討ちにしてやるぜ。クククク」





○戻る日常と戻らない日常







「……戻れた、のか……？」

　包まれていた青白い光から抜け出すと、そこは再び闇やみの中だった。

　特に身体からだには異変は無い。

　どこか怪け我がしていたり、吐き気や頭痛と言ったようなものも無い。

　一体ここはどこなのだろうか。

　人間界に戻ることが出来たのか、それともまだ地獄の中なのか。

　あるいは何か予期せぬ出来事かトラブルに巻き込まれたのか。

　ひとつ言えるのは、少なくとも今までと同じ場所じゃないことだ。

　さっきまでのすえた臭においもしなければ、完全な闇の中でもなかったからだ。

　まだ目が慣れきっていないが、もうすぐここがどこなのか把握できるだろう。

　そして、ズンズンと場所全体が揺れるような衝撃が頭上から鳴り響いていた。

　恐らく爆音に近いＢＧＭか何かが真上で垂れ流されている。

　ここは、この場所はどこなのだろうか。

　自分なりに考え導き出される答えはそれほど多くない。

　繁華街にある大型のゲームセンター、あるいはパチンコ店？　パチンコ店の前を通るとき、ドアの開閉から漏れ出す音にも近い気がする。

　オレは再び耳を澄ませて、状況の把握を試みる。

「……いや、どっちも違うな……」

　ズンズンと鳴り響く音は、テレビで昔聞いたことがあるものに近い。

　昭和のバブルを連想させるような、派手な音楽。連想されたのはディスコだった。

　お立ち台ではボディコンのお姉ちゃんが、華麗に男を魅了するダンスを踊る。

　そんな情景が頭に浮かんだが、今時そんな店があるとは思えない。

　オレが知らないだけで、今もまだこの手の施設が経営されているのか。

　ともかく、非常にやかましいことだけは確かだ。

　自由に身体を動かせることを確認した後、辺りを見渡して再び暗闇に目を慣らした。

　やがて、視界が完全に闇に慣れ、薄ぼんやりと自分の周りのもの、居る場所の確認ができるようになった。

　よく見るとそこは10畳ほどの倉庫のような場所で、無造作に幾つかのダンボールが積まれている。パッと見る限りは現代のようだが、オレは何な故ぜこんな場所に？

　ゲートってのは、こんな辺へん鄙ぴな場所にあるものなのか？

　そう思いながら後ろを振り返ると、そこには虚無が広がっているだけで、青白い泉のようなものや、ゲートと呼べそうな代物は影も形もなかった。

「どうなってんだ……」

　詳しい仕組みなど分かるはずもないオレには、この現象をありのままに受け止めるしか出来ない。もしかしたら、ゲートは一方通行なのか？　でも、だとしたらオレはどうやって地獄に行った……。謎なぞは深まるばかりだ。

　地獄王もその娘も、ゲートの詳細については一切触れなかった。

　それは天使に漏れるとまずい情報だと思ったからなのか、あるいはオレが何も知らないで済むようにとの配慮からだったのか。今となっては知る術すべはない。

「考えてもキリがねえか」

　どうせ二度と足を踏み入れることもない場所だ、忘れよう。

　ある程度視界がはっきりしたところで、オレは部屋を出るべく入口のドアノブを回した。

　外側からも鍵かぎはかかっておらず、オレが出入りしたところでバレる心配はなさそうだ。

　そこを開けると、細く暗い廊下があった。さらに耳に飛び込んでくるＢＧＭ。

　どうやら真上からだけではないらしい。

　廊下も同様に、どこかの部屋から音楽を流しているようだ。

　何かしら営業している店、と言うことで間違いはなさそうだな。

　ゆっくり、出口を探しながら歩いていく。

　すると程なくして背後から声をかけられる。

「お客さん、もしかしてトイレ探してます？　トイレなら奥の突き当たりになりますよ」

　ウェイターらしき男が、そう言って指を差した。

　幸いなことに、どうやらオレのことを客と勘違いしたらしい。

「……ここ、バーか何か？」

「え？　……はは、お客さん飲みすぎですか？　それともキメすぎ？」

　こちらの質問に対しケラケラと笑う、態度の悪い店員。

「今用を足し終えたところだ」

　何やら物騒な単語が飛んできたが、オレは軽く答え、横を通り抜けることにした。

　さっさとこんな場所おさらばしよう。

「そうでしたか。では、引き続きごゆっくりお楽しみください」

　そう言い、手でオレをある方向へ誘導する。

　それはこの大音量の元凶となっているであろう、ひとつの部屋。

　無論避けて通りたいところだが、他ほかに部屋が無いところを見ると、どうやら出口に通じる道に向かうには、あの部屋に入らなければならないらしい。

　オレは意を決し、映画館の出入り口に近い大きく重たい扉を開いた。

　爆音は瞬時にオレの耳を突き抜け、想像以上の騒がしさに、思わず掌で両耳を塞ふさぐ。

　眩まぶしい、と言うよりは痛いほどの虹にじ色に輝くビームと、男女の群れ。

　そこは間違いなくディスコと呼ばれる若者たちが集う集落だった。

　もっとも、今はクラブと名称的には言った方が分かりやすいだろうか。

　軽快なリズムに合わせて踊っているのは半分ほどの人数で、残りは座りながら談笑していたり、悪ふざけのようにはしゃいでいたり、あるいはナンパしていたり。

　とにかく現代社会から逃避したような若者たちが無数にこの場に溶け込んでいる。

　この場には明らかに浮くであろうオレの外見、シャツにズボンと言う制服姿も、誰だれ一人咎とがめようとしない。何な故ぜなら、同じように制服に身を包んだ人間も当然のようにアルコールと思われる飲み物に手を伸ばしている。

　現実の世界、人間界に戻って来れたのは嬉うれしいが、ここもある種地獄のような場所だ。

　オレよりも年下に見える女が男の上に跨っている光景など、目を覆いたくなる。

　法も秩序も関係ない、ありのままの姿を曝さらけ出しているように見える。

「どいつもこいつも、おっかねぇな……」

　普段そんな場所に立ち入ることすらないオレだが、何よりも気になったのは奇怪な行動よりも、客の目つきだ。男も女も、とてもまともな人種とはお世辞にも思えない。

　明らかにイってる奴やつもいれば、ギラリと獲物を探すハンターのような者もいて、とにかく只ただ者ものじゃなさそうだ。

「よう、そこの人でも殺しそうな目をした兄ちゃん。見ない顔だな」

　男が白い粉が入った小さな謎なぞの袋を片手に、へらへらと笑いながら話しかけて来た。

　身長１９０はあろうかと言う大男でスキンヘッドが特徴的だ。

　そしてタンクトップから覗のぞかせる小麦色の肌には、刺青いれずみが彫られてある。

　スキンヘッドの男の後ろでは、リーダー格のような男がこちらを見て酒を飲んでいる。

　……明らかにオレが関かかわるような人種じゃない。

　世間から見れば、オレこそお似合いの巣そう窟くつに見られそうだが、こんなアンダーグラウンドの世界は映画の中だけで十分だ。

　無視して立ち去ろうとすると、リーダー格の男がオレを逃がさないようにスキンヘッドの男に指示を送り、囲い込んだ。喧けん嘩か、と言うよりはからかっているに近いか。

「オレになんか用か？」

　仁王立ちするスキンヘッドを無視し、優雅に酒を飲む男に話しかける。

「くく、いいねえ。その物もの怖おじしない性格。おまえもこっちで一緒にキメないか？」

「生憎あいにくと、興味ない」

「そう言うなよ。おまえだってこっち側の人間なんだからよ」

　やっぱり同族扱いされていたのか。内心ショックだったが、そこは仕方ない。

「オレは善良な一般市民だ」

「あはははは！　こいつはいい。将来魔将となる男が、随分と人間に溶け込んだもんだ」

「…………」

　今、こいつは何て言った？　魔将？　おいおい、もうすでにキマってるのか？

「おまえのことは、ここらじゃ話題で持ち切りだぜ？　鮫さめ島じま聡そう一いち郎ろうくん」

　ニヤニヤと笑いながら、オレを指さす。

「おまえが何でここに迷い込んだかは知らないが、実に好都合だよ。会いに行く手間が省けた。いやぁずっと会いたい会いたいと思ってたんだ」

「……笑えない冗談はやめろ。おまえはオレのストーカーか何かか」

　平静を装ってはみたが、こっちの動揺は相手にすべて筒抜けだっただろう。

　こちらの名前を知っているだけならまだしも、魔将なんて単語は、天使や悪魔の存在を知らなければ絶対に出てこない言葉だ。

「俺はおまえを魔将に変える。そんでもって、そっから人間界で戦争を起こす」

「薬のやりすぎだ。オレは帰るぞ」

　あくまでもしらを切ろうと知らぬ存ぜぬを通すが、受け入れてはもらえない。

「そう言うなって。つれない奴やつだな」

　男の指示で、オレの両りよう脇わきをがっちりと固める男たち。

　必要とあれば実力でこっちを押さえにかかる算段があるようだ。

　男の取り巻きたちは、オレを押さえているのが四人。男の隣に二人。その向かいに一人の計七人。

　先手で二人沈めても五人相手にしなければならない。

　普通の喧けん嘩かなら何とか出来なくもないが、こいつらは得体の知れない存在だ。

　仮に七人倒すことが出来たとしても、この室内には大勢の連中がたむろしている。

　顔なじみのこいつらに加勢する者がいたら、手のうちようはないだろう。

「今、この場でどうにかしようなんて考えていないから安心しろ。万が一殺して魔将にならなかったら計画は水の泡な上に、大天使になられたら大やけどだ」

　どうやら、こいつらは狂言でも何でもなく、本当によく把握しているらしい。

「おまえらは何者だ……」

　ぐるりと見渡し、取り巻きを含めた男たちを問い詰める。

「なんだ、気づいてないのか？　俺も含めここに居る奴やつら全員、おまえの同胞……悪魔だよ！」

　男は愉快そうに両手を広げ、フロア全体を指して、そう叫んだ。

「まさか───」

　殆ほとんどの者は大音量の前に、男の発言こそ聞こえていないが、男の周囲に居る連中、そして近くに居て耳に届いた者は、不気味な笑みを浮かべオレを見つめた。

　この部屋に居るだけでも数十人。

　こいつらが全部悪魔だと……。悪い冗談にもほどがある。

「……オレのことは、どこで知った」

「おまえのことは、俺たちの仲間になった新入りが教えてくれたよ。ほら、ちょうどそこにいるだろ」

　男が指さした先には、別のテーブルにつき数人の男女を侍はべらせる、白髪の男。

　あいつなら、オレのことを把握していてもおかしくない。

「そう言うことか……」

　学園でオレと神楽坂かぐらざかと一戦交え、そして藤ふじ宮みやを強制的に手下として働かせていた男だ。

　だが、ここでオレと絡からむつもりはないのか、一度笑って見せて視線を外した。

　あるいは今オレの目の前に居る男たちは、白髪の悪魔よりも強大な力を持つのか。

　そして、残念なことに、これでここに居る連中が悪魔だと言う証明にもなった。

　ここで強行突破を図る、と言う僅わずかな可能性は完全に消え去ってしまった。

「座って話そうぜ。な？」

　オレは男の提案を拒否することが出来ず、受け入れるしかなかった。
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　男たちは酒をガブガブと飲みながら、ありふれた会話を繰り広げている。

　今誰だれを狙ねらっているだとか、今度どこどこに行くだとか。

　だが、それは解釈を変えると、恐ろしいことになると気が付いた。

「おまえら、何で人間のフリなんてしてるんだ？」

「なんだよ。まさか翼でもおっぴろげて暴れまわってほしいのか？」

「そういうことじゃないが……」

「確かに俺たちは悪魔だ。数だってそれなりに居る。でもな、天使はそれ以上に人間界に入り込んでやがるんだ。簡単に暴れまわることは出来ない」

　悪魔は悪魔なりに、臆おく病びようと言うか計画的に考えているってことか。

　それはそれで助かると同時に、怖いとも感じさせる話だ。

　直感だけで暴れまわる方がまだ、天使たちだって浄化なりなんなり、手は打てるはずだ。

　こんな地下に隠れ潜み、天使たちの隙すきを窺うかがうだけの知恵と仲間が存在する。

「……物騒だな」

「おまえももうすぐこっち側になるって言うのに。随分辛気臭い顔してるもんだ」

　男の取り巻きが、オレに飲ませようとボトルのウィスキーをなみなみとつぐ。

　そんなもの飲んだこともなければ、悪魔から飲ませてもらうつもりもない。

　グラスを無視して、話を続ける。

「勝手に人を悪魔にするな。オレは悪魔になるつもりはない」

「なぁに、気になるのは最初だけだ。一度悪魔になってしまえばいいもんだぜ？」

　ドカッと両足をテーブルに乗せ、男は葉巻に火をつけ、それを口に含んだ。

　そしてわざとらしく煙を隣に座るオレに向かって吐き出した。

「なあ？」

「何度も言わせんな。オレは悪魔にも天使にもならねえ」

　睨にらみつけ、脅すように男に言い放つ。

　しかし、男はそれに対し苛いら立だちを見せるどころか、盛大に笑って見せた。

「最初はそんなもんだ」

　まるで幾人ともこんな受け答えをしてきたかのように、気にした様子が無い。

「ここに居る連中の一部は、元は人間だった奴やつらだ。それが悪魔として目覚め、新たな人生を踏み出した。誰だれも彼も悪魔になったことを後悔し、嘆いている奴はいないぜ？」

　確かに辺りに、暗い表情をした奴は一人もいないが……。

「元は人間って、生きたまま悪魔になったってことだろ？」

　オレは思わず白髪の男を目で追ってしまう。

　奴は昔、オレと喧けん嘩かしたこともある普通の人間、生徒だったはずだ。

「そうだ。もちろん、人間だった時の記憶も全すべて持ってる。当然、親がいればその親と同居して生活を続けてる奴だっている。中には異端もいるけどな」

「……俄にわかには受け入れがたい現実だな」

　気が付けば自分の家族が悪魔として生まれ変わっているなんて、恐ろしい話だ。

「悪魔になったからって、別に必ずしも人間を殺すわけじゃねえ。基本的な違いは感受性や習性が変化していくことだ。規則正しかった生活が、深夜型になったり、喧嘩っぱやくなったり、暴言を吐くようになったり。それだけで人間は悪魔だと思うか？」

「いや……」

　そんな人間は世の中に腐るほどいる。

　むしろエスカレートすれば、痴話げんか一つで人だって殺す。それが人間だ。

「だろ？　つまり、親が反抗期だと思っていても、実は悪魔に、なんて可能性もある。だが、それだけだ。悪魔も反抗期も、ある種一緒くたにしても差さし支つかえはない」

　この場に居るからこそ、悪魔だと認識できなくもないが、ここの連中が一般人に交じってしまえば、その正体を見破るのは容易なことじゃないだろう。

「人間が悪魔として目覚めるのは分かった。ならそれでいいだろ。喧嘩や暴言を吐くくらい人間だってするんだ、好きにすりゃいい。だが、戦争なんて考え方はやめろ」

「悪魔として生まれたからには、悪魔なりの生き方がある。稀まれに戦いを嫌う悪魔が生まれてくるのも、面白いところだけどな」

「……だろうな」

　オレも悪魔全すべてが、血肉を求める奴やつらじゃないことは十分分かっている。

　ティーリのように知識を身に付ければ、人間界で生活することが可能になるはず。

「おまえがどうしてここに現れたのか知らないが、実に好都合だぜ。何度接触しようと思っても邪魔が入って仕方がなかったからな」

「邪魔？」

「おまえの周りに居る天使どものことさ。特に男の方には、俺の仲間も世話になった」

　男の天使、と言えば当然ルシオンしかいないだろう。

　いつも変態な言動しかとっていないと思っていたが、裏ではしっかりと天使の役目を果たしていたらしい。

「そもそも、悪魔や天使になるつもりのないオレを、どうやって魔将に変えるつもりだ？」

　戦争を起こすには、大前提でオレの魔将化が必要だ。

　こいつらの狙ねらいが分かれば、ルシオンたちにも相談しやすい。

　素直に話すかどうかは別だが、聞くだけ聞いてみるのはありだろう。

「いいぜ、教えてやっても」

　男はあっさりすぎるほど簡単に、そう言った。

　こちらの意図など、自分の計画には影響を与えないと言いたげだ。

「おまえの周囲に居る天使ども。あいつらを皆殺しにする」

「なに───」

「ははは、冗談だ。天使をやるのは容易じゃねえ。たとえ貧弱に見える女だったとしても。だがいざとなれば、そいつらを殺すことは十分作戦として考えられる。巻き込むのが嫌なら天国に帰しておくことだなぁ」

　笑えない冗談を交え、男はオレの肩へと自らの腕を回した。

「俺たちは考えた二つの作戦、どちらにするか悩んでいたところだったのさ」

　甘い酒の匂においが、オレの鼻び腔こうに嫌な感じで入り込んでくる。

「おまえの学校で、親しくしてる女が居るよな？　荒あら崎さき桃もも恵え」

　意外な名前が出て来たことに、オレは驚きを隠せなかった。

　思わず隣に座る男の目を直視する。

　そしてすぐ、その名前が出たであろう原因、白髪の男へと顔を向けた。

「そう。奴やつから聞いた。あの女はおまえの人間としての生活で最も親しい人物だってな」

　オレ自身、荒崎と仲良くしているつもりはないが、それでも周囲から見ればそうだろう。

　言い方を変えれば、荒崎以外には親しくしている人物は皆無に等しい。

　藤ふじ宮みや兄妹きようだいは、またちょっと違うベクトルに入るだろう。

「あの女を想像しうる最悪の形で凌りよう辱じよくし、殺したとしたら───どうする？」

　オレは肩に回されていた男の腕を取り、手加減なしに握りしめた。

「つっ……いい顔、するじゃないの……」

　痛みに苦く悶もんの表情を浮かべながらも、男は笑みを絶やさない。

「もしあの桃恵に手をかければ、おまえは憎悪の衝動に駆られ、間違いなく悪魔になる。そうなれば、慌てて天使どもを送り込んできても後の祭りってわけだ」

「今この場で、全員殺すぞ……」

　オレは威圧するように、更に力を加えていく。

　もはや自分自身が人間の力を振り切り始めているのか、男の骨が軋きしみをあげているのが分かったが、それを不快に思うどころか、へし折ってやりたいとさえ思う。

「それでもいいんだぜ？　おまえが魔将となるなら、それも一つの手さ」

　もし悪魔たちがその気になれば、荒崎を襲うことなどわけないだろう。

　荒崎は、悪魔に対抗する手段を持ち合わせていない。

「だが───この作戦は中々難しい。学校に居る時はあの女が見張ってやがる」

「あの女……神楽坂かぐらざかか」

「そうだ。悪魔のくせに、天使側へと寝返り生き延びてる奴さ。あれは想定外の登場だ。俺たちの計画がストップした大元凶でもある」

　思わぬ形で、神楽坂はオレ、いや、荒崎にとって救いの存在になっていたらしい。

「夜は夜で、天使どもが目を光らせてやがる。こっちの狙ねらいに気づいたってことだ」

「だったら諦あきらめたらどうだ？　荒あら崎さきも、オレも、戦争も」

「おいおい全すべて諦めろと？　そりゃまた、無理難題を押し付けてくれたもんだ」

　男はオレに出されていたウィスキーのグラスをとり、それを一気に飲み干した。

「と言うことで、俺たちは仕方なくもう一つの作戦を決行する。それが何かは秘密だ」

　どうやら既にそのもう一つの作戦とやらで、方針は決まっていたらしい。

　一体どうやって、オレを魔将にしようと言うのか。

「おまえにこの隠れ家がバレた以上、ここは今日までだな。おい、撤収命令を出せ」

　取り巻きの一人に命じると、頷うなずき奥へと消えて行った。

　男の腕がオレから離れるとゆっくりと立ち上がる。

「今日は話せてよかったぜ。また近いうち、今度は悪魔として再会しよう」

「ふざけんな。そんなつもりはない」

　互いに引くことのなかった押し問答を終え、オレは数人の男に囲まれる形で店の外へと連れ出された。

　そこは寂れた商店街で、見たことがある。

　白髪の男がアジトにしていた場所からそれほど遠くない場所だ。

　感覚的に夜だと思っていたが、外は夕方で、人気は少ないが、一般人が歩いている。

「これ以降ここにきても、もぬけの殻だからな」

　そう言い残し男たちは中へと戻っていった。

　オレがルシオンにこの場所を伝えて、準備を整える頃ころには、事実悪魔はいないだろう。

「……帰るか」

　問題は、オレは今１円も手持ちがないことくらいか。

　隣町から自宅まで、歩いて帰る他ほか、選択肢はなかった。





○小さな違和感と、大きな違和感







「何だろうな、ほんの少しの間帰らなかっただけなのに、随分と長いこと家を留守にしていた気がする……」

　ようやく帰り着いた自宅の前で、オレは我が家を見上げしみじみとそう感じた。

　ずっと帰りたくて仕方がなかった癖に、妙に足取りが重い。

　足の裏がアスファルトにくっついてしまったように、一歩を踏み出せなかった。

　家にはティーリやエリーゼたちが居る。

　つまり、間違いなく心配をかけていたことになる。

　オレは帰った時どんな表情をしていればいいんだとか、どんな声をかければいいんだとか、普段と同じ態度で接したらいいのか、とか。そんなことがぐるぐると頭の中を駆け巡る。

　どこか嬉うれしくもあり、気恥ずかしくもあり、何でこんなこと考えてんだと思ったり。

　ともかく、ちょっと変な感じだった。

「……らしくねえな」

　自分で言うのもなんだが、いつもオレは自分を中心に考えて生活してきた。

　自分だけの考え、自分だけのペース。

　誰だれかに歩幅を合わせて歩くことなんて、一切してこなかったのに。

　今は何な故ぜか周囲に、合わせて歩こうとしている。

　最初はそれが億おつ劫くうで負担だったのに、今はそうすることが当たり前と言うか、そうしないとどこか気持ちが悪いとまで考えているんだから、人間分からないもんだ。

「ジッとしてても仕方ねえよな」

　とりあえず、いつものように帰るしかない。

　幸い傷だらけの瀕ひん死しってわけでもなし、何となく帰れば騒ぎも大きくならないだろう。

　そもそもエリーゼはともかく、ティーリがオレを見て、感動の再会、みたいな流れになることだけは絶対にない。

　なんだ、帰って来たんだ。別に帰って来なくてもよかったのに。とかなんとか。

　そんな風にお決まりを言うのがオチだろう。

　それなのに、こっちだけどうやって帰っていいかで悩むのはアホらしい。

　スッと足が軽くなっていくのを感じたオレは、その勢いで家の中を目指す。

　玄関の扉を開け、２週間ぶりの我が家へと足を踏み入れた。

「ただいま……」

　思っていたよりもずっと、自然な声は出ず。

　どちらかと言うと気づかれないようなトーンで一言呟つぶやいた。

　シーン……。

　なんて音が聞こえてきそうなほど、家の中は恐ろしいほどに静まりかえっている。

「……靴はある」

　少なくとも今現在、エリーゼとティーリは在宅していることが確認できた。

　靴を脱ぎ、リビングに直行すべきか逡しゆん巡じゆんしていると、リビングの扉が開いた。

　そこから出て来たのは、両手いっぱいに漫画本を抱えるティーリ。

　しかも両耳にはどこから用意してきたのか、ワイヤレスヘッドフォンを装着していた。

　一瞬オレと目が合っ───たと思ったが、音楽に夢中なのかそのまま階段をのぼっていく。まるで何事もなかったかのように。

「おいっ……！」

　その動きに思わず突っ込む。

　すると、その声が届いたのか、はたまたやっぱりオレに気づいたのか、一歩、二歩と階段を下りて戻って来た。

　そして、じーっとオレと目を合わせ固まる。

「…………」

　無表情と言うか、真顔のティーリが沈黙すること数秒。

　バサバサと音を立てて漫画が床に散らばった。ヘッドフォンを外すティーリ。

「よう……」

　軽く手をあげてみる。

「……なんだ、帰って来たの」

　久しぶりに聞いた悪魔からのセリフは、そんな冷たい一言だった。

　いや、別に温かいセリフを期待していたわけじゃない。わけじゃないぞ？

「帰って来ちゃ悪いかよ」

「別に。どうでもいいし」

　どうでもいいって、こっちは命がけで地獄から舞い戻ったってのに……。

　毒舌にも程がある悪魔の一言に、心が折れかける。

「今から漫画読むから邪魔しないでよね」

　冷たく言い放つと、ティーリは落とした漫画を拾い集める。

　ところが……。

　何度も拾っては、抱えた本を落とし。拾っては落とし。それを繰り返した。

「……何やってんだよ」

「う、うっさい。突然幽霊みたいにあんたが現れたからちょっぴり動揺しただけよ」

　どうやらオレのことを見て、多少なり驚きはあったらしい。

　自分で口にしておいて、しまった、と言う表情を見せるティーリは、慌てて本を拾おうとしてどんどんと深みに嵌っている。

　気が付けばオレの近くまで漫画が転がってきてしまう始末だった。

「やれやれ。感動もへったくれもあったもんじゃねえな」

　戻って来た、オレの日常。

　そう、そうだ。

　これがオレの日常。

　あのアンダーグラウンドな世界に居る悪魔たちと群れるのは、日常とは違う。

「……ちゃんと、帰って来れたんだ」

　足元まで漫画を拾いに来たティーリは俯うつむき、漫画を見つめながら小さく言った。

　それはバカにしたような口調ではなくどこか嬉うれしそうなものに聞こえた。

　その一言を聞いただけで、オレもさっきまでのようなどこか呆あきれた気持ちは吹き飛んでいき、久しぶりに見るティーリに、どこか安あん堵どさえ感じていた。

「あたし、はさ……ほら、なんて言うか、ちょっと、噓うそついちゃうと言うか」

「なにが」

「だから、その……あんたが、帰って来たこと……どうでもよくなんか……」

「聡そう一いち郎ろうさん!?」

　慌ただしいオレたちの物音を聞きつけてか、廊下の奥から透き通る声が聞こえて来た。

「エリーゼ……」

　いつも太陽のように眩まぶしい笑顔を見せるエリーゼは、今にも泣き出しそうな……と言うか、進行形で目の端に涙を浮かべながら、オレに走り寄って来た。

　そして上う手まく言葉が出てこないのか、何度か口を開きかけては閉じてを繰り返した。そんな姿を見て、オレはやっと帰って来た、と言う実感を得る。

「ご無事で、ご無事でいらしたんですねっ……本当に良かったです」

「いろいろとあったけどな。今となっちゃ、それも笑い話みたいなもんだが」

　ついさっきまで地獄に居たのが噓のようだ。

　実感は薄れ、夢だったんじゃないかと、錯覚してしまいそうなほどに曖あい昧まいなもの。

　地獄なんて二度と行くこと、ないだろうしな。

「本当によく、よく帰って来てくださいました……」

　オレの目の前まで駆けて来たエリーゼは、そっとオレの袖そでを握りしめた。

「……あたし部屋に戻る。漫画読まなきゃいけないし」

　ちょっとした感動に浸っている暇もないくらい、いつも通りな奴やつ。

　ティーリは漫画を拾い集め終わったのか、階段を上り部屋に戻っていく。

「家主が帰って来たってのに、相変わらずだな、ティーリの奴は」

　一瞬可愛かわいげのあるところも、なんて思ったのが間違いだったようだ。

　そのティーリの後ろ姿を、エリーゼが追う。

「もう……ティーリさんは素直じゃないんですから」

「どういうことだ？」

「いえ。……あ、それよりもお身体からだは大丈夫ですか？　どこも、怪け我がをされていませんか？」

　オレの頭から顔、肩、果てには足先まで不安げな瞳ひとみでチェックしていく。

　見るだけでは不安が拭ぬぐいきれなかったのか、失礼します、と言って手足を触りだした。

「大丈夫だ。しばらく風ふ呂ろにも入れてないから、別の意味で大丈夫じゃないけどな」

　よくよく考えれば、そんな状態でエリーゼの前に居るのはみっともない。

　オレは距離を取ろうと一歩下がったが、その分エリーゼが前に出て来た。

「まだ無事の確認が済んでいません」

「いや、大丈夫だって。どこも問題ない」

「ちゃんと確かめるまでは信用致しません」

　どうやら、自分で確かめないことには納得できないようだ。

　こうなると、ティーリよりも厄介と言うか、頑固な性格なので諦あきらめるしかない。

　どこか外傷があれば無理にでも隠すが、事実今回は目立った怪我はない。

　多少擦り傷なんかはあるが、その程度なので好きにチェックさせる。

「あの……聡そう一いち郎ろうさんは、今までどこに？」

　至極当たり前の質問が飛んでくる。

　家主が２週間以上も家を空ければ、誰だれだって聞いてくることだ。

「ルシオンたちは、オレのことで何も情報を摑つかんでなかったのか？」

　どこから説明すればいいか分からないので、そう聞いてみた。

「……お兄様は、地獄に連れて行かれたのではないかと仰おつしやっていました。ミカエル様に直接確認しているはずですので、ほぼ間違いないとは思っていましたが……」

「だったら話は早いな。その通りだ。オレはこの２週間、メフィストって魔将に拉ら致ちされて、地獄で磔はりつけにされていた」

「は、磔はりつけ、ですか……」

「見て分かると思うが、痛めつけられてはいない」

　手を広げて、無事であるアピールをする。

「死ぬまでに宇宙旅行に行きたいと言ってる連中の気持ちが多少分かるくらいの、何ともまぁ奇妙で不可思議な体験をした」

　五体満足でここに帰って来れたことは、ある種の奇跡みたいなもんだろう。

「それで、一番事情を知ってるはずのルシオンは出かけてるのか？　それにリズも」

「二人は、今天国に戻っています。お兄様は、何度も人間界と天国を往復されて、聡そう一いち郎ろうさんの情報を集めていたようです。その聡一郎さんも無事に戻られましたし、明日また人間界に降りてくるのではないでしょうか？」

「なるほどな。ミカエルのところに居るなら、今いま頃ごろオレが人間界に戻ったことも知れ渡ってるってわけか」

　オレはわざとらしく天井の方を見上げた。

　天国が雲の上にあるのかは知らないが、逐一、人のことを監視しているであろうミカエルへの煽あおりみたいなもんだ。

「オレが体験した地獄でのことは、明日ルシオンたちに話す」

「分かりました。今は何もお聞きしませんが、私にも聞かせてくださいね」

　エリーゼもずっと気になっていたんだろう。素直にそう言った。

「オレが無事だって納得できたか？」

　そろそろいいだろう、と傷のチェックをするエリーゼに言う。

「そうですね……大丈夫だと思います」

　お墨付きが出たところで、触れていた手が離れた。

「とりあえず疲れたんで、シャワー浴びてくるわ」

　家に戻ったせいか、緊張も解け、急に疲れが押し寄せて来た。

　本当は湯船につかって、身体からだの垢あかを落としたいところだが。

「本当に、よく戻ってきてくださいました……」

　無事を確認し終えたことで、緊張が解けたのだろう、心底安あん堵どした様子で深く息を吐いた。そして何な故ぜか、まだ傍そばに張り付いたまま動かない。

　すぐに距離を置くだろうと思っていたが、エリーゼは安心するばかりで離れようとしなかった。

「おーい。オレはシャワーを浴びたいって言ったんだが？」

「は、はい。そうでしたね、分かりました。ではこちらへ」

「え？　あぁ……」

　どこか地に足がついていないエリーゼに、何な故ぜか脱衣所へと案内される。

　もちろん自分の家なので勝手知ったるだが、断る理由もないのでその後ろについていく。

「本当に良かった……」

　終始オレのことを気にかけてくれる。

　それは嬉うれしいが、あまり他人を気遣いすぎるのも多少問題かもな。

　オレの前をエリーゼが歩くため背中越しではあったが、エリーゼは涙を拭ぬぐうような動作を見せた。それも、二度、三度と。

「何で泣く。無事だったろ？」

「そうですが……安心したら、急に涙が出てきました……」

　誰だれにでも優しいエリーゼらしい、ってことなんだろうか。

　オレなんかのために、誰かが涙を流すなんて、落ち着かない上に、エリーゼの涙なんて勿もつ体たいなさすぎる。その涙は安っぽい人間のオレに流すには価値が高すぎる。

「オレはもう大丈夫だ。モノは考えようで、地獄に行ったことで、良い意味での経験も積めたしな」

「良い意味での経験、ですか？」

「ああ。精神的に強くなった。改めて思ったんだよ、オレは死ぬまでも、そして死んでからも絶対に悪魔にはならないってことをな」

　その言葉に、目を赤くしたエリーゼが振り返る。

「だからって、天使になるつもりもないんだがな。とにかく人間として生きて人間として死ぬ、そんな当たり前のことを再認識した」

　だからこそ、これからはもっと自分を大切にしていける。と思う。

「ふふっ」

　真面目まじめなことを言ったつもりだったが、何故かエリーゼは手で口元を隠しながら笑った。

「何かおかしなこと言ったか？」

「いえ。地獄に行かれたと言うのに、成長して戻られたのだなと思いまして」

「地獄に行ったからこそ、成長したってことだ」

　これが天国で、もし地獄と真逆のような世界だったら、オレは腑抜けた人間になったかも。あるいは逆にもっと息苦しいと感じて、疲弊したかも知れないが。

「なるほど、そういう考え方もあるのですね」

　だいぶ落ち着いたのか、おかしそうに笑った後もエリーゼは笑みを絶やさない。

「……雲泥の差だな」

「はい？」

「いや……何でもない」

　地獄王たちとのやり取り、クラブでのやり取りで、酷ひどい悪魔や情景ばっかり目に焼きつけてきた分、エリーゼの存在は眩まぶしすぎるほどだ。

　人間界に居る悪魔たちが、オレだけじゃなく天使をも狙ねらっている。

　ならこの存在を、絶対に傷つけないようにしなければならない。

　けど、今日だけは何も考えずゆっくりさせてもらおう。

　ルシオンたちを交え、これからを話し合う時、全すべてに決別を告げる。

「…………」

　その時、オレは真正面からエリーゼに告げられるだろうか。




　もう天国へ帰れ。そう、強くハッキリと。




　言葉は厳しいが、それで少なくともエリーゼたちを無事に天国へ帰すことは出来る。

　当初はティーリの悪魔ぶりと言うか、傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりに振り回され、苦労が絶えなかった。人を一人養い面倒を見ることの過酷さを知った。

　学生で収入のないオレには、真面目まじめに考えれば難しい話で、現実的なものじゃなかったが、それを可能にしてくれたのが、他ほかでもないエリーゼだった。

　本来は敵である悪魔に対しても真しん摯しに接し、粘り強く人間界でのルールを教えてきた。

　ティーリは何度もエリーゼと反発し合い（一方的にだが）喧けん嘩かをしてきたが、それでも放棄することなく、毎日接し続けてきた。

　そのかいもあってようやくティーリも、多少小生意気ではあるが、十分人間としての生活を続けて行けるようになった。

　エリーゼが居なければ、とっくにオレとティーリの共同生活は崩壊していた。

　しかし裏を返せば、ティーリが成長した今、必ずしも傍そばに居る天使がエリーゼである必要はなくなった。エリーゼとしてあるべき役目は、終えているとも言える。

　オレの悪魔化を阻止するのは、天使と言う種族でさえあれば事足りるはずだ。

　もっと戦いに向いた、ルシオンのような男を用意してくれれば、悪魔に対抗する手段も得られるし、こっちとしてもやりやすい。多分な。

　脱衣所に着く。オレは目の前に居るエリーゼに、無意識のうちに声をかけていた。

「エリーゼ」

「聡そう一いち郎ろうさんっ……！」

　ほぼ同時に、お互いの名前を呼び合い声が重なった。

「……なんだ？」

「いえ、聡そう一いち郎ろうさんからどうぞ」

　オレは別に声をかけるつもりはなかった。

　心の中でエリーゼが不要だと思い込もうとしていることが、本人への侮辱のような気がして、複雑な思いになっていたがために、名前が無意識に出たんだろう。

　帰って来たばかりのこの場で、天国へ戻れなんてこと、とてもじゃないが口に出来ない。

「……いや。エリーゼからでいいぞ」

　そう言って時間を稼ごうとするが、エリーゼは元々受け身な性格だ。

「私の話はいつでも出来ますし、先に仰おつしやってください」

　そんな風に返してくることはおおよそわかっていた。

　そこでオレは辺りを見渡し今の不可思議な状況について突っ込むことに。

「……じゃあ遠慮なく言うが、このままオレが裸になるまで脱衣所に居る気か？」

「えっ？　と言いますと？」

　オレはもうシャワーを浴びる気満々だが、ぴったりと張り付くように隣に居るエリーゼが離れないと、脱ぐに脱げない状況だ。

　まさか目の前で裸になるわけにもいかないだろう。

「あ、ご、ごめんなさい!?　お風ふ呂ろに入られるんでしたね!?」

「おいおい、大丈夫か？」

「聡一郎さんが戻って来た、そのことで頭がいっぱいになっていました」

「ったく」

「でも……折角だからゆっくりされたいのではないですか？」

「今から湯を溜ためるのもな……」

「身体からだを洗われている間に溜めて、湯船につかられては如何いかがです？」

「……そうだな」

　どうせ身体を洗うのに、かなりの時間を要するだろう。

「っと……」

　オレは突然の眩暈めまいに襲われ、思わずタオルを収納している棚に手を置いた。

「聡一郎さん!?」

「大丈夫だ……」

「ですが───」

「噓うそでも何でもなく、過労と言うか、疲れだな。地獄での日々は楽じゃなかった」

　身体からだへの疲労が蓄積して、限界を迎えたってところだろう。

「心配です……」

「風ふ呂ろでゆっくりすれば少しは疲れも取れるだろ」

「そうだといいのですが……」

　会話が途切れる。

　オレは一刻も早く風呂に入りたい。

　しかし、エリーゼはボーっとしたまま、オレの隣で考え事をしていた。

「おい？」

「はいっ？」

　いや、はいっ、じゃなくて。

　今の状況がおかしいことに気が付いてないらしい。

「オレ脱ぎたいんだが？」

「へ？　あ、あっ、そう、そうですよね!?」

　どうやらやっと状況の把握が完了したらしい。慌てて脱衣所を飛び出した。

　ぴしゃりと脱衣所の扉が閉まる。

　それから少しして、扉の向こうからエリーゼの遠慮がちな質問が飛んできた。

「ごっ、ご飯。ご飯何が食べたいですか!?」

「まともに食べられるものなら何でもいい」

「何でもいい、ですか？」

「今日のところは白米が食べられればそれで十分だ」

「分かりました。用意してきますっ」

「やれやれ」

　何とか誤魔化すことに成功したオレは、服を脱ぎ捨て風呂場へと足を踏み入れた。

「うー……きつい」

　風呂椅い子すに腰を下ろす。

　こうやって安心して腰を下ろしたの久しぶりだな……。

　地獄じゃ長時間束縛され、クラブじゃ周囲を警戒しっぱなしだった。

　シャワーからお湯をだし、それを頭から被かぶる。

「くぅ……生き返る……」

　それだけで天にも昇る気持ちよさだった。

「身体洗わないとな……」

　そう思うも、手がまともに動かない。

　それだけ疲労困こん憊ぱいの状態だったと言うことだろう。

　いつもの数倍の遅さで、身体からだを丁寧にゆっくりと洗っていく。

　だが、それを繰り返すうちに段々と強い眠気に襲われだした。

「やべ……」

　瞼まぶたが重くなり、頭がフラフラしてきた。

　相当眠い。

　このまま、この場で座りながらでも深く眠れてしまいそうだ。

　ダメだと分かりつつも、意識が遠のいていく。

「あの……聡そう一いち郎ろうさん」

　背後、脱衣所の方から控えめなエリーゼの声が聞こえた。

「ん……？　どうした……？」

「凄すごくお疲れのようでしたし、大丈夫かなと思いまして」

　エリーゼはよく気が付くと言うか、心配しすぎと言うか。

　どうやらこっちが満足に身体も洗えていない状況をしっかりと見抜いているようだ。

「ちょっと手こずってるが、身体くらいは洗うさ」

　湯を浴びたくらいじゃ、この汚れは落ちそうにないしな。

「もし、よろしければなのですが……お背中をお流ししましょうか」

「いいのか？」

　って、それは普通よくないだろう。

　そう思ったが、頭の回転が鈍くなっていたオレは、洗ってくれるという親切心が単純にありがたかった。思わず口から出た言葉。

「もちろんです。その、入っても大丈夫でしょうか？」

「……ちょっと待ってくれ」

　床に落としたタオルを拾い上げ、それを股こ間かんに置く。

　さすがに、素っ裸で迎え入れたらエリーゼが卒倒してしまいかねない。

　一度目の前で……いや、二度か？　見られているが、そのことは忘れておこう。

「失礼します」

　どこかぎこちない様子で、エリーゼが風ふ呂ろの中に入って来た。

　特別広い風呂ではないので、狭い室内に男女が二人きりの状況だ。

　おまけにオレは、吹けば飛んでしまうようなタオルを膝ひざ上うえに置いているだけ。

「悪いな。いつもなら、こんなこと絶対頼まないんだが……」

　背中まで手を回して洗うほどの元気はもう残っていない。

「気になさらないでください。私が手伝わせて貰もらいたいと思っただけですから」

　そう言い、オレの背後に回る。

　予あらかじめ持ち込んでいたタオルを使い、オレの背中を洗ってくれるらしい。

「では、失礼します。聡そう一いち郎ろうさんはジッとしていて大丈夫です」

「ああ……」

　言われずとも、動く元気はない。

　背中に伝わって来るタオルの感触と、エリーゼの手の温かさ。

　オレはそれを気持ちよく感じながら目を閉じて全すべてエリーゼに託す。

「オレが居ない間、ティーリの奴やつはどうだった？」

　何か話していないと寝てしまうと思ったオレは、そんなことを聞いてみた。

「ご存知かと思いますが、最近のティーリさんは凄すごくしっかりしてきたと思います。お掃除や洗濯も、当番制にしましたが、しっかりと守ってくれていますし」

　でも、そんなエリーゼの言葉には笑みも含まれていた。

　オレはその笑みに答えるように付け加えた。

「悪魔クオリティーって奴、だろ？」

　どちらもしっかりするようにはなったが、粗さと言うか手抜きも目立つ。

「ですが、それでも進歩です」

「そうだな。人間だって、掃除しない奴は全くしないし、出来ないからな」

　そこから判断すれば、ティーリはちゃんとやっている方だろう。

「あいつもすっかり人間らしくなったよな」

「はい。私は何より、インターネットと言うものが凄く影響を与えていると思います」

「ネットが？」

　確かにあいつ、普段からネットばっかりやってるが。

「あれで様々な知識を身につけていて、私が知らないことも沢山知っていますし」

「例えば？」

「今、ネット社会では文体の最後にｗを付けるのが流は行やっているそうです」

「……なんだそりゃ」

「さぁ、私にはよくわかりませんが。とにかく、そういう知識が豊富ですね」

　ネット社会では立派に役立つかも知れないが、人間としては怪しいところだった。

「ティーリが人間らしくなったのは、殆ほとんどエリーゼのお陰だ」

「私、ですか？」

「おまえが面倒を見て、大切なことを粘り強く教えて来た。その成果だ」

　もしエリーゼが居なければ、間違いなくティーリとの同居は破たんしていた。

　背中を洗うエリーゼの手が止まる。

「本当にティーリさんを変えたのは、聡そう一いち郎ろうさんです」

　そう言って来た。

「オレは別に……」

　ティーリとはいつも喧けん嘩かしてばかりだ。

　逆にエリーゼは、最初こそ険悪だったりティーリも反抗的だったが、段々と打ち解け始めていたのは、誰だれの目にも明らかだった。

「オレは何もしてねえよ……」

　何度考えても、何度自問しても答えは一つだ。

　エリーゼが居たから、今のオレが居て、ティーリが居る。

　いつもそばに居てくれたから───。




　…………。




「いけね……寝てたな……」

　途切れていた意識が、ハッと現実世界に戻って来る。

　風ふ呂ろ場ばで寝るなんていつ以来だ？

　オレはシャワーホースを摑つかみ、泡を洗い流そうと蛇口を思い切り捻ひねった。

「きゃっ!?」

「あ？」

　何な故ぜ蛇口を捻ったら、女の声が……。

　そこで、オレは今の今まで後ろで背中を洗ってくれていたエリーゼのことを思い出した。

「わ、悪いっ」

　慌てて蛇口を元に戻すが、後の祭り。

　後ろを振り返ると、エリーゼは髪から服までびしょびしょに濡ぬれてしまっていた。

「気になさらないでください。聡一郎さん、凄すごく眠たそうでしたし」

　全く怒ることすらなく、それどころか優しく微笑ほほえむ。

「おまえ、どこまで優しいんだよ……」

「お背中の方は、ちょうど終わりましたので」

「そうか……」

　感謝を述べようとして、エリーゼの服がお湯に濡れ透けていることに気づいた。

「…………」

　思わず息を吞のむ。

「聡そう一いち郎ろうさん？」

　言葉と動きの硬直したオレを不思議に思ったのか、首を傾かしげる。

「あぁいや、その。服がな……」

「私の服ですか？　っ!?」

　自分を見おろし、下着が透けて見えていることに気づいたようだ。

　慌てて胸元を隠す。

「悪い……」

「い、いえ。で、では私は戻りますので」

「あぁ」

　声が上ずった。

　恥ずかしかったが、聞かれてしまったものはどうにもならない。

　エリーゼはいそいそと風ふ呂ろ場ばを後にした。

「……なんてこった……」

　さっきまでの眠気が、明後日の方向に飛んで行った。
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　ハプニングで一時的に目は覚さめたものの、シャワーから上がったオレは、ティーリやエリーゼと話すのもそこそこに、食事もせず眠りについてしまった。地獄に居る間はろくに眠れもせず、戻ってきてみれば悪魔たちに囲まれ、気の休まる時間すらなかった。

　午後の７時くらいまでは意識があったが、そこからは泥のように眠った。

　そして───目覚めの時。

　何やら嫌な気配を感じて意識が覚かく醒せいした。

「どうやら無事だったようだな」

「うおっ!?」

　目を開けると、眼前僅か数センチ、息のかかる距離にルシオンの顔があった。

　容姿こそ整っているものの、男にこれだけ近づかれて気持ちいいはずがない。

　オレは押しのけるように胸を押した。

「あんっ」

「気持ち悪い声を出すなっ！」

　おまけに胸元を押さえ、乙女のように内うち股またで座り込む。

「乱暴なのねっ」

　親指を唇に添え、オレを見上げるルシオン。

「……いっぺん死ぬか？」

　湧わき上がった殺意を必死に抑えながら睨にらみつける。

「ふんっ。童貞の貴様に振る舞い方を教えてやろうと思ったのだがな」

　一体なんの振る舞い方だ……。

「それで、２週間の地獄巡りツアーはどうだった？」

「そんな冗談を飛ばせるのは、地獄を経験してない奴やつのセリフだろうな」

「確かに足を踏み入れたことはない。だが私も多少なり地獄のことは調べている」

　心外だと言わんばかりに、テーブルを叩たたいた。

「例えば、今回貴様を付け狙ねらっていた魔将メフィスト。実態はかなりの美人らしい。悪魔の中でも飛びぬけたスタイルを持つとか。どうだ？」

　そんなくだらないことだろうと思った。

「おまえと話してると疲れるから向こうにいけ」

　眠気は飛んで行ったが、目覚めが悪かったせいか横になりたい。

「悪いが話を聞かせてもらうぞ」

　横になろうとすると、それをルシオンが呼び止める。

　勝手にふざけておいて勝手にスイッチを切り替えたらしい。

「地獄に拉ら致ちされた貴様が、どうやって無事に戻って来れた。まさか悪魔が巣くう地獄を、無理やり突破してきたわけでもあるまい？」

　それに、とルシオンは間髪入れず続けた。

「どうやって地獄に行き、どうやって戻って来た」

　天使が気にするところとしては妥当だろうか。

「どうやって地獄に行ったかはわかんねえ。その時は意識がなかったからな」

「では、どうやって戻って来たのかは覚えているんだな？」

「ああ。オレはそこでゲートって奴やつを見た。ゲートっつか、泉みたいだったがな」

　体験したこと全すべてを言葉で伝えるのは大変だ。

　特に人間にはない特別な力を宿した存在だったりするものは不可能に等しい。

　その辺りはルシオンもわかっているのか、深く追及して来ない。

　それどころか、一人で考え込む様子を見せる。

「噂うわさには聞いたことがあったが、実在していたとはな───」

　あのゲートさえなければ、少しは人間界も平穏になるんだろうか。

　いや、人間が悪魔に変わる、と言う事実がある今それは不明か。

　オレのような一般人がどれだけ考えても答えなんて出るはずがない、か。

「ダメだ、立ったままではイマイチ思考が働かん」

　ルシオンは自らが楽をするためにオレを叩たたき起こすと、ソファーに腰を下ろした。

「相変わらず自分勝手な奴だな」

「ふははは、褒め言葉として受け取っておこう」

　普通の天使が聞けば怒りそうなことを平気で受け止める。

　それどころか、余計なひと言まで引っ張って来る。

「……直前まで貴様が寝ていたせいで、妙にぬくもりを感じる。気持ちが悪い」

「口を開けば文句ばっかりだな」

　だったら座らなければいいのに、ルシオンは本まで取り出す。

　どうやら今は、女の口説き方、と言う本を読んでいるらしい。

　もはや天使でも何でもなくただのチャラ男だ。

　こんなのでも陰では頑張っているんだと感心したのも束つかの間ま、やっぱり変態男だ。

「おはようございます、聡そう一いち郎ろうさん」

　どうやらエリーゼも起きていたらしく、既に朝食の準備を始めている。

　更に───。

「気を付けてくださいお姉さま。地獄で魔改造されているかも知れません」

　いつもの毒舌妹、リズも一緒のようだった。

　しかし今日はエリーゼの傍そばではなくルシオンの傍に立っている。

「魔改造って何だ、魔改造って」

「悪魔の触手を植え付けられたり、頭の中に危険な針を埋め込まれていたり」

　そんな物騒な体験は残念ながらしていない。

「どちらにせよ、この男には近づかない方が賢明です」

「確かに、以前に比べ目つきの鋭さが増したような……人でも殺したか？」

「殺してねえよ……」

　これじゃどっちが物騒なのか分かったもんじゃない。

「人間界へ通じるゲートは、きちんと誰だれかが管理されているのですか？」

　そんな疑問が、エリーゼから投げかけられた。

「一応地獄の王って奴やつが管理してるみたいだったが……」

　あの状態じゃ、地獄の悪魔も出入りし放題だろうが、地獄王が近くに居ることもあってか、無意味に悪魔が大挙してくることはなさそうだった。

「そのゲートを通れたと言うことは、大天使、魔将の覚かく醒せいには至っていないようだ」

「そうですね。覚醒してしまってはゲートを通ることは不可能になりますし」

「当たり前だ。そうじゃなきゃ、今のんびりソファーで寝てられないだろ」

「もしも貴様が魔将になれば、私が浄化することになるだろう」

　それが冗談だったのか、本気だったのかは判断の難しいところだった。

「戻って来た時は、隣町のクラブみたいなところの倉庫だった。だが、その青白いゲートはどこにも見当たらなくて、正直理解不能だ」

「貴様には分からないかも知れないが、近くには悪魔が居たのかも知れないな」

　ゲートの仕組みに思い当たるフシがあるのか、ルシオンはそう言った。

「居たも何も、大勢な。例の白髪の悪魔も含め数十人」

「数十人の悪魔だと……？　貴様、接触したのか」

「接触せざるを得なかったって言う方が正しいけどな。色々ありがたい話も聞いた」

　オレは男から聞かされた情報の殆ほとんどを話して聞かせることにした。

　唯一、エリーゼたちもターゲットになっている、と言うことを除いて。

「恐らく、フォーチュンがやって来た時と似たような状況なのだろう。悪魔がゲートを通って来た時、出口はどこになるのかは分からない。だが、近くには悪魔の気配がある。それが地獄のゲートの仕組みなのだ」

　悪魔は悪魔に吸い寄せられるってところか。

「……ちょっと待て。貴様、さっき地獄の王、と言ったか？　まさかあの地獄王に会ったのか？」

「どの地獄王かは知らないが、一人しかいないなら間違いなく。ヤクザみたいなおっさんだったけどな」

　それがどれだけ大それたことであるかは何となく察していたが、ルシオンは珍しく真顔で動揺している様子だった。

「地獄王に会っておいて、よく無事に戻って来れたものだ。それも人間のまま」

「物言いは偉そうだったが言ってたことはかなりまともだったけどな」

「……地獄王に何を吹き込まれた。包み隠さず全て話せ」

　ここで地獄王から聞かされたすべてを話してしまうのは簡単だ。

　しかし、そのことはすぐ天使たちにも知れ渡ることになるだろう。

　戦争を回避したがっている地獄王からすれば、この情報は扱い方を間違えると危険だ。

「それより、まだ報告することがある。悪魔が荒あら崎さきを狙ねらっていたことは知ってるか？」

「一応はな。今は見張りも厳重にしてある、心配はない」

「そのことだが、悪魔は何かしらの新しい手立てをとるつもりらしい。そんでもって、ありがたいことに、それでオレを魔将に変えてくれるそうだ」

「どうやら、今回はふざけている場合ではないようだな……」

「ふざける気だったのかよ……」

「想像していたよりもずっと危機的状況にあるようだ」

「エリーゼやリズ、ティーリを巻き込まないようにすることは出来るんだろうな？」

　自分の名前が出たことに、リズは訝いぶかしげな表情を隠すことなく見せた。

「……無論手は打つ。万が一のことがあった時には、人間界に危機が訪れるだろう」

　テレビやラジオ、インターネットで天使や悪魔の抗争が取り上げられる日が来るのだろうか。とても信じがたいが、今水面下では確実にその時が迫っている。

「聡そう一いち郎ろうさん、差し出がましいとは思いましたが、桃もも恵えさんや渚なぎささんに、聡一郎さんが無事に戻られたことをお伝えさせていただきました。凄すごく心配されていましたので」

「そうか。ありがとな、助かる」

　オレが居なくなったことで、心配してくれる人が居る状況に申し訳なさもこみ上げてくる。

「こちらに伺いたいと仰おつしやられたのですが、すぐお休みになられましたので、今日学校に行かれたら一言お伝えください」

「分かった、そうする。帰りに藤ふじ宮みやの家も訪ねてみるつもりだ」

「はい。きっと喜ぶかと思います」

　今の話を聞いていて、渚なぎさのことを聞かなければならないことを思い出す。

「オレが地獄に連れて行かれる前、渚が乗っ取られた。あの後、どうやって渚を救ったんだ？」

「帰りの遅い貴様を心配したエリーゼに頼まれ、私が捜していたのだ。もっとも渚を見つけたのは私ではなく警察だったがな。倒れているのを見つけた警察に保護され病院へと搬送された。幸いにも桃もも恵えの時のように強い力を行使されていなかった。そのお陰で治癒が間に合った、と言うことだ」

　今だから安心して構えられるが、一歩間違えば渚は危険だったってことだ。

「しかし、その魔将はどうして貴様を解放した。殺すつもりだったのだろう？」

「あぁそのことか───」

　オレは少しだけ真実とは異なる形で説明することにした。

「どうも地獄は地獄で大変らしくてな。それどころじゃなくなったらしい」

　それ以上のことは詳しくは分からない、と付け加えた。

「ふむ……一ひと先まずは安全、と言うことか？」

「ああ。だが、他ほかの悪魔がどうでるか分からない以上、完全に安全とは言えない」

「その通りだ。今後はより、他の天使と連携していかなければならない」

　すっくと立ち上がると、ルシオンは高らかに宣言した。

「私はこれから桃恵の自宅に行ってくることにしよう。幾ら他の天使たちに見張らせているとはいえ心配事は尽きない」

「で、その手に持ってるものはなんだ」

「む、これか？　これは先日購入した２２００万画素のデジタル一眼レフカメラだが？」

　悪びれた様子もなく、自慢するように言った。

「これがあれば、どんなものも美しく撮ることが出来る。後はこのカメラで、生まれたままの桃恵の姿を撮影するだけだ。ふはははははは！」

　パシャ、とエリーゼの後ろ姿を一枚収める。

「今すぐそいつを蹴けり飛ばして破損させてやろうか？」

「や、やめろ！　このカメラと私は一心同体、もし壊せば絶対に許さぬぞ！」

　今まで見たこともない形相で怒りを露あらわにし、ルシオンはカメラを抱きかかえた。

「私はこれで美しい女性たちを撮りつづける、撮りつづけるのだ！」

「わ、わかった。わかったって……」

　何な故ぜかその気迫に気け圧おされ、オレはこれ以上からかうのをやめることにした。
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　いつも何かと注目を浴びてしまうオレだったが、今日は更に注目を集めていた。

　長期休みでもない平日に休み続けて２週間以上。

　その間にあらぬ噂うわさが幾つも立っては消え、立っては消えを繰り返していたに違いない。

　それは教室に入ってからも如実に現れることとなった。

　好奇と疑惑の視線が交錯し、ひそひそと小声話が聞こえる。

「ヤクザの集団に一人で喧けん嘩かを売って、負傷した傷を治療してたんだってよ」

「他県の高校に乗り込んで不良連中を片っ端から潰つぶして行ったんだってよ……」

　等々。

　どう考えても達成不可能なことまで囁ささやかれている辺り、噂の怖さが窺うかがえる。

「あの変態の言うことを聞かないでよかった……」

　教室を見渡しながら、出かける直前まで何度も人に頭を下げて来た変態天使のことを思い出す。どうしても学校の制服をカメラに収めたいとかなんとか。

　無論ふざけたことを抜かすなと、カメラを取り上げ壊れる心配のないソファーに放り投げてやった。

　その瞬間は盛大に慌てていて、ちょっと爽そう快かいだったな。

「おはよう鮫さめ島じまくん」

「おはようございます」

　荒あら崎さきと神楽坂かぐらざかが一緒に登校してきた。

「随分と仲良くなったみたいだな」

　先日我が家に訪ねて来た時も、二人は一緒だったらしい。

「あの一件以来、荒崎さんとは今まで以上に仲良くさせていただいております」

　元々明るく外交的な性格である荒崎と、律儀な性格の神楽坂は想像以上にマッチしたのだろうか。

　それとも、荒崎が狙ねらわれている事実を知っていて、協力してくれているのか。

　どちらにせよ非常に頼もしい存在だ。

「二人とも何度か家まで来てたそうだな。悪かったな、心配かけて」

「う、ううん。鮫さめ島じまくんも色々大変だったと思うし。戻ってきてよかったよ」

　オレを見て安心したのか、深い息を吐いた。

　どうやら今の今まで、心配させてしまっていたようだ。

「桃もも恵えー」

　荒あら崎さきが女友達に呼ばれる。

「あ、うん。ちょっと待って～」

　そう言い、オレに振り返ると、荒崎はごめんね、と頭を下げた。

「いいから行って来い」

「じゃあ、また後で」

　荒崎は女友達のところへと駆けて行き、すぐにその輪に溶け込んだ。

「桃恵さんの方は、特に問題は起こっていません」

「やっぱり気にかけてくれていたんだな」

「この前の件もありますし、せめて学校に行くときくらいはと思いまして。鮫島くんが不在になってからは、同じことが桃恵さんに起こらないようにしようと」

「大変だとは思うが、これからも荒崎のことをよろしく頼む」

「はい。大切な友達ですから」












　神楽坂かぐらざかは迷わず答え、オレに微笑ほほえんだ。

　これなら荒あら崎さきは大丈夫だろう。

　もちろん、そんな心配がなくなるように、一日も早く問題を解決しなければならない。これも全すべてオレが元凶なのだ。

　オレが荒崎と親しい、そんな風に見られてしまったために危険に晒さらしている。

「詳しい事情を教えてください、とは言いません。ですが、ひとつだけよろしいですか」

「ああ、何だよ」

「すべてを一人で抱えようとはしないでください。少なくとも私は力になります」

「……なんで、そんなことを？」

「あなたが、一人で抱え込んでしまうタイプに見えるからでしょうか」

　一人で抱え込んでしまうタイプ、か。

　そんなつもりはないが、一人で解決したい、とは考えるタイプだろう。

　今まで一人で生きて来たからこそ、一人で乗り越えようとするのは必然だ。

　でも今は、頼りになる存在が何人もいる。…………頭ではわかってるつもりだ。

　事実、荒崎のことでは神楽坂をとても頼りにしている。

　これ以上彼女に負荷をかけるのは、気が引けてしまう。

「何かあったら、必ず伝えることにする」

「はい、そうしてください」

　オレは神楽坂に改めて感謝を述べつつ、久しぶりの学校生活を送ることにした。
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「鮫さめ島じまぁ!!」

　昼休みのチャイムが鳴った直後、凄すさまじい勢いで教室の扉が開くと、藤ふじ宮みやが鼻息荒く現れた。突然不良の代表格が現れたことに、教室内が凍り付く。

「うーむ……こんな奴やつでも全員恐れてんだな……」

　オレの中で藤宮はお笑い担当みたいなイメージが何な故ぜか定着しつつあったため、生徒たちに恐れられることが不思議でならなかった。

「おいコラ！」

　蟹がに股またの大歩きでオレに近づいてくると、机の上に握りこぶしを全力で振り下ろした。

　更に静まり返る教室内。

　生徒たちは今にも戦いが始まるんじゃないかと、戦々恐々としていることだろう。

「ちょっとツラ貸せや」

「断る」

「よし……断るな！　貸せつったんだよ！」

「おまえに貸すツラはない。それに、暑苦しい」

「いいから来いっつんだよ！」

　ドガン！　とオレの前の席の椅い子すを蹴けり飛ばす。蹴り飛ばした椅子は倒れ、甲高い音を教室に響かせた。

「そこ、私の席……」

　昼休みが始まると同時に、神楽坂かぐらざかと昼食に行こうとしていた荒あら崎さきが、入口の近くで振り返って寂しげに呟つぶやいた。

「う……」

　静かだったからこそ、荒崎の寂しげな声が藤ふじ宮みやにも聞こえてしまったんだろう。

　全員が恐れから、酷ひどい奴やつ、そして荒崎を心配するような表情に変わっていく。

「蹴り飛ばされちゃった……」

　半泣きになりながらも、けして藤宮を責めず落ち込む少女。

　この場での悪は完全に藤宮だけとなった。

「……さ、さっさとツラ貸しゃいいんだよ！」

　引くに引けなくなった藤宮は、再度声を荒らげ、唾つばをまき散らしながらオレの胸倉を摑つかんだ。オレまで巻き込みやがって……。

　藤宮と同系列に扱われているオレも、責任を取らされそうだ。

「はー……わかったわかった。ツラ貸せばいいんだろ」

　オレも多少藤宮の空気の読めなさに同情を覚え、その呼び出しに応じることにした。

「よし、それでいい」

　やや高揚したまま、藤宮はさっと倒した荒崎の椅子を起こして、教室を出ていく。

　オレはその背中を、席に座ったまま見送ることにした。

　自分で開けた教室の扉から出て行き、今度はちょっと控えめに扉を閉めた。

　それから数秒の沈黙後、再び勢いよく扉が開いた。

「……ついてこいよ！」

「そうだったな」

　このまま放置してたらどこで気づくかと思ったが、意外と早く気づいたな。
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　藤ふじ宮みやの呼び出しに応じて連れてこられたのは、学校の屋上だった。

　夏場は昼食時などに開放している屋上も、秋口になると閉鎖され、普段は出入りできない。にも拘かかわらず、藤宮は鍵かぎを使い堂々と屋上の扉を開いた。

「おまえ、その鍵は？」

「前に学校からパクッといたんだよ」

　サラッと犯罪を告白する男。

「で……何の用だ？」

　雨が近づいているせいか、今日はやや肌寒い。出来ればすぐ屋内に戻りたいところだ。

「渚なぎさから事情は聞いた。この２週間、色々大変だったみたいだな」

　そう言い振り返る。

「ま、色々とな」

　天使や悪魔の事情を知る渚には、エリーゼからかいつまんで説明してもらっている。

　それを、同じく事情を知る藤宮が知っていてもおかしくはない。

「渚の奴やつが、どうしてもお前にお礼を言いたいらしくてな。今日お前の家に行くつもりだったらしい。だが、生憎あいにくと今朝から体調を崩して寝込んじまった」

「で？」

「代わりにこいつを渡すように頼まれたんだよ。さっさと受け取れ」

　そう言い、オレに一枚の白い封書を差し出した。

　そこには古風な感じで『果たし状』と書かれている。

　オレはそれを受け取るなり、中から一枚の手紙を取り出した。

　中身はこうだ。

『おまえをぶっ倒す。放課後校舎裏で待つ』

　随分と堂々としたシンプルな果たし状だ。

「……しまった。それは俺がお前に渡す予定のものだった」

　バッと紙を奪い取る藤宮。

「どんな間違いだ、どんな」

「本当はこっちだ」

　今度差し出されたのは、ピンク色の小さな可愛かわいらしい手紙だった。

　オレはそれを受け取ると、ハートのシールが貼はられた手紙を開封する。

「中身は俺も読んじゃいねえ。……なんて書かれてある」

　どうやら兄として、その辺りちょっと気になるようだ。その兄の気遣いをいたわるように、オレは声に出して読んでやることにした。

「『好きです、付き合ってください』って書かれてあるな」

「なななななな、なんだと!?」

　ものすごい勢いで動揺し、オレから手紙を奪い取った。

「な、渚なぎさがおまえみたいな男に告白なんてするはずがない!?　何かの間違いだ!?」

　そして目を血走らせて手紙の内容に目を通す。

「……おいコラ。どこにもそんなこと書いてないだろうが！」

「悪い、見間違えたんだな」

「見間違えってレベルじゃねえだろ！」

　手紙を見せつけるように顔へと押し付けられた。

　手紙には、体調を崩して会いに行けない旨申し訳ないといった内容と、今度から連絡手段にするためメールアドレスを教えて欲しい、といったものだった。

「ったく、渚も紛らわしい手紙よこしやがって……あれこれ想像しただろうがっ」

　どうやら兄として妹のことを心配していたらしい。

　それでも勝手に手紙の中身を確認しなかった辺りは評価できる。

「これだけのために屋上に呼び出したのか？　教室で渡せばよかっただろ」

「ふざけんなよ。こんなハートシールのついたピンク色の手紙、渡せると思うのか？」

　藤ふじ宮みやに真顔でキレられ、オレも冷静になってその状況を考えてみる。

　世にも奇妙な、いや、世にも恐ろしい絵図が浮かんできた。

「確かに───」

　もし、万が一にも藤宮からのラブレターもどきだと思われたら、オレも藤宮も登校拒否を始めてしまうかも知れない。

「おまえとは違って、しっかりした妹だな」

　体調を崩しているにも拘かかわらず、オレを心配した手紙を書いてくれたなんて。

　字も女の子特有の丸みを帯びた感じはあるものの、非常に綺き麗れいな文字だ。

「ふんっ。当然だ。俺とは出来が違うからな」

　いや、その言い方は渚を持ち上げると同時に自分を下げてるんだが……。

　本人は気にした様子もなく、むしろ誇らしげだった。

　しかしメルアドを教えて欲しいか。

　特に断る理由もないが、問題はどうやってそれを知らせたものか。

　紙に書いてそれを藤宮に渡してもいいが、また顔を合わせるのも面倒だ。

「アドレスを教えるからメモってくれ」

「あ？　……おまえ、まさか渚なぎさに気があるんじゃないだろうな？」

　じりじりと詰め寄り、今にも殴りかかってきそうな空気を出す。

「あのな、渚は中学生だろ。バカ言ってんじゃねえよ」

「高校生と中学生のカップルなんて珍しくもねえ。それに、その言い方だと渚が高校生なら問題が無いように聞こえるじゃねえか」

「気にしすぎだ。メルアドを教えておいた方が無理しなくていいだろ」

　本人は病気の状態でもこの手紙を書いてくれた。そのことは素直にうれしく思う。

　しかし自分のことを顧みない行為は、こちらとしても不安になってしまう。

　そんな渚のことだ、手紙をオレがちゃんと読んだのか気にするだろうし、アドレスを教えてもらえるのかも気になるはずだ。

　体調が治ってからならまだしも、また手紙を書かせるような真ま似ねは出来ない。

　寝込んでいても、携帯でなら、短文を打つことも出来るだろうと考えてのことだった。

「ほら、さっさとしろ」

「……仕方ねえな」

　藤ふじ宮みやも妹のためなら、断り切れないのか渋々携帯を取り出した。

「これがオレのアドレスだ」

　携帯画面に表示し、それを藤宮に見せる。

「ちょ、ちょっとまて。俺は携帯が上う手まく使えねえんだ」

　慌てて携帯を取り出すと、藤宮はポチポチとガラケーの操作を始めた。

　妙なところでオレと共通するところがあったな。

「Ｒ…………Ｍ……あぁくそ、操作ミスった」

　ぶつぶつ言いながら四苦八苦しているようだった。

　オレは適当に空やグラウンドを見つめながら操作が終わるのを待つ。

　ところが、待てど暮らせど藤宮の携帯との格闘が終わらない。

「くそ、アルファベットが長すぎんだよ」

　そして最終的にオレのせいにしてきた。

「分かった分かった。じゃあ赤外線通信にするぞ」

「赤外……そうだな」

　よく分かっていないようだったが、藤宮は頷うなずいた。

「おまえ普段、友達の登録はどうしてんだよ」

「ふんっ。全部任せっきりだ」

「左様か……」

　胸を張るほど堂々と言われちゃ、こっちも言い返すことは出来ない。

　自分の携帯を受け取り、赤外線モードにする。

　藤ふじ宮みやも無言で携帯を差し出してきたので、仕方なく操作を試みる。

「…………」

　触ったことのない携帯ほど操作が難しいものはない。

　まして普通の人間より携帯操作が苦手な身としては、一層のことだ。

「早くしろ。おまえと二人きりで携帯を操作してるなんて虫唾むしずが走る」

「うるせえ。おまえが自分の携帯も操作出来ないのが悪いんだろうが」

　藤宮を一いち瞥べつし、オレは何とか赤外線モードを見つけることに成功した。

「じゃあこれ持て。今からやるぞ」

　藤宮に携帯を返し、赤外線モードが動き出したのを確認して、互いの携帯を向け合う。

『受信に失敗しました。再度お試しください』の文字。

「おい、どうなってんだ」

「知るか。なんか失敗したんだろ、もう一度だ」

『再送』のボタンを押して、再び赤外線モードを行う。

『受信に失敗しました。再度お試しください』と再び表示される失敗の文字。












「距離が遠いんだろ、携帯近づけろ」

　オレは藤ふじ宮みやに携帯を近づけるように催促する。

「ふざけんなよ。何な故ぜ俺様がおまえに近づけなければならない。おまえが近づけろ鮫さめ島じま」

「は？　なんでオレがおまえに譲歩するみたいにしなきゃいけないんだよ」

　携帯を近づける、じゃなくオレは更に後ろに下げた。

　その行動が気に入らなかったのか、藤宮は自分の携帯を握りしめ、オレを睨にらみつけて来た。

「何してんだコラ。あぁ？　この俺様をなめてんのか？」

「ほら近づけて来いよ。不死身の藤宮」

「テメェ……」

　肉親を殺された恨みでもぶつけるように、空いた片手で胸倉を摑つかんできた。

　まるで悪魔のような男だが、残念ながら一つ言っておかなければならない。




　こいつは、天使、として生まれ変わる可能性があるらしい。




　噓うそのような話だが、事実だ。

　こんな男でも、内面では慈悲深い心を持って───いるのか？　本当に。

「いつまでもおまえと一緒に居たくないんだ。早くしろ藤宮」

「わかった、近づければいんだろ？　近づければ。おらよっ！」

　藤宮は携帯を突き出し、それをオレの腹部に突きつけた。

　予見していなかったオレは、その一撃を直接受けてしまう。

「……ってぇな」

「悪い悪い。手が滑ったんだ、気にするな、俺様の可愛かわいいミスだ」

「気にしてない。大丈夫、だっ」

　オレは携帯を握りしめ、藤宮の頰ほおを思いきり殴り飛ばす。

　屋上に通じる鉄の扉に藤宮の身体からだが吹き飛び、強く背中を打ち付ける。

「っくあ、ってめ、何殴ってくれちゃってんだオラぁ！」

「手が滑ったんだよ。携帯近づけようとしてミスっただけだ。気にするな」

「人が下手に出てりゃいい気になりやがって。今日こそぶっ殺してやる！」

「上等だ。いつものように返り討ちにしてやるよ」

　携帯でメルアドを交換するだけのはずが、何故か屋上でタイマンを張ることになった。

　藤宮は真まっ直すぐ、全力で拳こぶしを振るってくる。

　オレはそれを避けたり受け流したりしながら、カウンターの一撃を狙ねらう。

「死ねゴラァ！」

　藤ふじ宮みやの咆ほう哮こう。

「死ぬのはテメェだ、藤宮」

　次の一撃を避けて、蹴けりを腹にぶち込んでやる。

　まさに数秒後にはどちらかが地面に崩れ、倒れるであろう。

　その瞬間、藤宮の携帯が鳴った。それも可愛かわいらしい着信音で。

　藤宮の動きが止まり、拳こぶしが繰り出されることはなかった。

「……ちょっと待て」

　少し慌てたように、オレから視線を切り携帯を開く。そして電話に出る。

「俺だ」

　無理やり平静を装って電話に出ると、相手の言葉にうんうんと頷うなずいた。

「あ、あぁ。今ちょうど鮫さめ島じまと会ってたところだ。喧けん嘩か？　ば、バカ言うな。今はそんなことしてないから安心しろ」

　どうやら、電話の主は渚なぎさらしい。

　まさにタイマンの最中だったが、口ぶりからして渚から喧嘩を禁じられているのか。

「何？　鮫島に？　……大丈夫だ。ちょっと待ってろ」

　藤宮は携帯をオレに突き出し、睨にらみつけるように口をヘの字に曲げた。

　余計なことは言うな、と言う目をしている。

「もしもし」

「あ、ごほごほ。聡そう一いち郎ろうくん、ですか？」

　咳せきこみながらも、渚の声が聞こえて来た。

「藤宮から聞いたぞ。体調は大丈夫か？」

「風邪をひいてしまいまして。けほけほ。すみません、突然お電話して」

「いやいいけどな」

「お昼休み、聡一郎くんに会いにいくって、お兄ちゃんが言ってたので」

「あぁ。手紙受け取った、わざわざ悪かったな」

「いえっ……すみません、直接、どうしても一言お礼が言いたくなって……」

「そうか。でも今は無理するな。メルアドは藤宮に教えておくから。ああ、ああ」

　何度か渚の言葉に答えた後、携帯を藤宮に戻す。

「俺だ。心配するな、おまえの約束を破るわけないだろ。喧嘩はしない、大丈夫だ」

　何度かさらに渚からのお願いをされた後、通話を終える。

「……赤外線、続きやるぞ」

　渚なぎさに改めて釘くぎを刺され、藤ふじ宮みやは渋々携帯を開きなおした。

「しょうがねえな」

　こっちとしても、直接渚と話した手前、藤宮をボコボコには出来ない。

　今までよりも携帯を近づけ、触れ合うほどの距離で交換する。

　そして何とか、『完了しました』の文字が表示された。

「この俺様に電話なんてしてくるなよ？」

「誰だれがするか。おまえに連絡することはない」

「当たり前だ。……じゃあな」

　藤宮はこれ以上オレと居るとまた喧けん嘩かに発展しかねないと判断したのか、そそくさと屋上を後にした。

「って、おい」

　屋上に取り残されたオレだが、鍵かぎを持っていないため閉めることが出来ない。

　オレは急ぎ追いかけようとして携帯に登録されたことを思い出す。

「連絡することはない、って数十秒前に言ったばっかりだってのに……」

　走って追いかけるのはこっちの労力を使うだけなので、仕方がない。

　呼び出しのコールが鳴る。しかし、藤宮が出る気配はない。

　さっき渚からかかってきたときはマナーじゃなかったし、そもそも藤宮がマナーモードにするようなタイプでもないことから、着信音には気づいているはずだ。

　にも拘かかわらず出ないってことは、オレからの着信だからなんだろう。

　オレは一度通話を切ると、同時に登録されているアドレスからメールを送る。

『渚に喧嘩したことを教えてやる』と。

　メールを送信すること数十秒、すぐに藤宮からの折り返しがかかって来た。

「てめ、何ふざけたこと言ってやがんだ！」

　電話越しに叫ぶ。予あらかじめ叫ぶだろうことを予見していたオレは、携帯から耳を離していた。そこからさらに何度か叫んで息切れしたところを狙ねらい声をかける。

「おまえ屋上の鍵かけ忘れただろ。さっさと戻ってきて閉めろ」

「あぁ？　ざけんなよ。今俺様は一階なんだよ。おまえが取りにこい鮫さめ島じま」

「あぁそうか。じゃあ渚には最初に殴って来たのは藤宮だと説明しておくぞ」

「ぐっ!?　てめ……！　わーった、くそ。じゃあ下から投げる。それでいいだろ？」

「下から？」

「もうすぐグラウンドだ。そっから投げるからおまえが鍵かけろ」

「まぁそれなら───」

　多少面倒ではあるが、仕方ない。

　オレは屋上からグラウンドの見える位置に移動する。

「あいつ、ちゃんと投げれるんだろうな？」

　オレの目の前にはグラウンドを望めるフェンスがある。

　万が一フェンスに当たって手前に落ちると後が大変だ。

　藤ふじ宮みやが来るのを待ちながらボーっとしていると、突如ガチャン、と何かが閉まる音が聞こえた。

「まさか───」

　慌てて屋上の出入り口に向かうと、扉の向こうから笑い声が響いてくる。

「うわははは、これで戸締まりは完ぺきだな！」

「てめ、ふざけんなよ藤宮。渚なぎさにあることないこと報告してもいいのか？」

「要は俺様が渚におまえのアドレスを伝えなければいいんだろ？」

　腹を抱えて笑っているのか、いつまでも笑い声が絶えない。

「今日一日屋上で過ごすんだな。気が向いたら開けに来てやるよ。じゃあな！」

「……藤宮、後で覚えてろよ」

　後先考えずオレを陥れたツケは、払わさせてやる。
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　アホー、アホー。

　けしてそう鳴いているわけじゃないが、２羽のカラスが夕焼けに染まり始めた空を飛ぶ。

「……結局戻って来ず仕舞いだったか」

　あの藤宮のことだ、すっかりオレのことなど忘れているに違いない。

　握りしめた携帯を開く。そこには真っ暗な画面が。

　昼休みの最中、バッテリーが切れ使用不可能になってしまった。

　つまり、最悪エリーゼやティーリに助けを求めると言う手段を封じられてしまった。

　藤宮に再度連絡することも敵かなわない。

　思い出されるのは、朝のエリーゼとの約束。

　今日はご馳ち走そうを作っておくので、６時までには帰ってきて欲しいとの話。

　学校のチャイムから考えても、もう５時は回っている。

　屋上からは何百人の生徒が家路につくのも確認済みだ。

「参ったな……」

　フェンスに背中を預けながら、ぼけーっとしていたオレは無意識のうちに呟つぶやいた。

「あと１時間以内に帰る方法、方法……」

　屋上から飛び降りる……のはただの自殺願望者だな。

　とすれば、やはり出入り口である鉄の扉から帰るしかない。

「とすれば、やってみるしかないか……」

　オレはゆっくりと立ち上がり、ケツの埃ほこりを払う。

　そして鉄の扉まで歩み寄ると念のため開けようとしてみた。

　が、やはり鍵かぎがかかっていて出られない。

　なら、刑事ドラマのように扉を蹴けって破るしかないだろう。

　これまでそれをしなかったのは、生徒や教師が大勢、校内校外にいたからだ。

　今なら多少うるさくしても大丈夫……ではないだろうが、マシだろう。

「扉の弁償は藤ふじ宮みやの奴やつにさせてやる」

　距離をとり、助走をつけて扉へと目がけ走り、渾こん身しんの蹴りを繰り出した。

　バン！　と高い音を立て、扉が開───かない。

「……まぁ、一発で開くとは思ってないけどな」

　足が痺しびれたが、大した問題じゃない。

　あと２、３回も蹴ればバァンと開くに違いない。

　再び助走をつけ、さっきと同じところに蹴りを入れる。

　音は同じように響くものの、扉はびくともしない。

「中々やるな……」

　などと扉に話しかけつつ、もう一発蹴りをかます。

「……っつ……」

　強烈な痺れが右足に襲い掛かり、情けなくもオレはその場に蹲うずくまった。

　ひとつ学んだことがある、屋上の扉は頑丈だ、と。

　あと何回蹴りをかましたところで無駄だとは思うが、諦あきらめたらそこで終了だ。

「やってやるよ、とことん」

　痺れが引くまで足が回復するのを待った後、今度はタックルを決めるため更なる距離をとった。全身を使って、この扉を突破する。

「うらぁ！」

　扉までの距離が詰まり、１メートルを切った時、鉄の扉が音を立て開いた。

「悪いな鮫さめ島じま、すっかり忘れうぶっ───!?」

　勢いがついていたオレは止まれるはずもなく、現れた藤ふじ宮みやの身体からだに全力のタックルをぶちかました。

「うぼおおおおお!?」

　そのまま校内に押し込み、そして階段を落下。

「ぐへっ!?」

　カエルの潰つぶれる音、ではなく藤宮の短い悲鳴が出た後、動かなくなった。

「ってぇ……死ぬかと思ったぜ……」

　藤宮がクッションになったため奇跡的に外傷はなさそうだった。

「……大丈夫か？」

　念のため、下敷きになった藤宮に声をかける。

　……反応は無い。

「よし、見なかったことにしよう」

　起き上がり、藤宮を無視して帰ろうと思い立つ。そうすれば手間もなくていいんだが、何な故ぜか後ろ髪引かれるようで立ち去れなかった。

「しょうがねえな……」

　気絶した状態の藤宮を抱き起こし、屋上へ繫つながる階段を後にする。

「相変わらず図ずう体たいだけはデカいから重いな……」

「う……っ」

　２階まで下りて来た時、藤宮が意識を取り戻したのか声を漏らした。

「おい起きろ。いつまで寝てんだ」

「ここは……？」

「学校だ学校。自分のことを忘れたとか言いだすなよ？」

「……お、俺様は……不死身の藤宮……鮫さめ島じまを倒す男……」

　どうやらしっかりと覚えているようだ。

「む……なんで俺様が貴様に抱えられてるんだ？」

「起きたんなら離れろ」

　藤宮を身体から引きはがし、オレは乱れた服装を整えた。

「おまえのせいで約束に遅れそうだ。オレは帰るぞ」

「待てコラ、この俺様にタックルをかましたことの謝罪がない」

「あるわけないだろ。人を屋上に閉じ込めた報いは後日受けさせてやるからな」

「な、なに？　報いってなんだ……」

「殴る蹴けるの暴行だな」

「ぐっ……い、いつでも受けて立ってやる。かかってこいや！」

「それと渚なぎさにはオレを閉じ込めたことを言っておくから」

「どこまで鬼畜なんだ鮫さめ島じまぁ！」

　藤ふじ宮みやの叫び声は、最後までうるさかった。
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　オレが居ない間も、人間界はいつもと変わりない様子で動いていた。

　混こん沌とんとした世界に変わっていなかったことは、とりあえずホッとする部分だ。

　しかし、逆に言えばオレの存在は邪魔だとも受け取れる。

　考え事をしながら歩いていると、自宅へと帰り着く。

　いつもなら、すぐに家の扉を開き中に入っているところだが、帰宅したオレを待っていたのは、豪勢な晩御飯、の前に玄関先に立つリズだった。

「……そんなところで何やってんだ。ずっと立ってるのか？」

「そうです。５分前から待っていました、疲れました」

　どうやら待ちだしたのは少し前かららしい。












「あなたの帰りを待っていました」

　何かを言いたげ、と言うか絶対に言うつもりだろう。

　朝再会した時も地獄から生還したオレに対する労ねぎらいどころか、エリーゼから引きはがすような態度を誇示して来た。

　結局オレはリズと打ち解けることは出来なかったな。

「オレに何か用か？」

「あなたのせいで、この２週間お姉さまはいつも心配していました。そのせいで満足に寝ることも出来ず、今は少し体調も崩しています」

「エリーゼが……」

　体調を崩している、そのことにオレは全く気付かなかった。

「でしょうね。あなたはそういう人です。人を気遣う気持ちを持っていませんから」

　怒気を含んだ声で、リズはオレに対し歯に衣を着せず言い放った。

「これ以上お姉さまを苦しめないでください」

　それだけで、リズが何を言いたいのかは当然理解できた。

「それだけです」

　あまり長く外に居ると、エリーゼやティーリに悟られる。

　そのことを警戒したのか、リズはすぐ家の中に戻っていった。

　オレは１分ほど間隔を空けてから、家の中に戻ることに。

　それからリビングに行くと、今まで見たこともない豪勢な料理がすぐ目に飛び込んできた。ティーリはわくわくした様子で椅い子すに座り料理を眺めている。

「お帰りなさい聡そう一いち郎ろうさん。もうすぐ用意できますのでっ」

　エリーゼはその料理の数々を作っている最中だった。

　肉に魚に野菜、誕生日でもお目にかかれないようなレベルの品々。

「たまにはそーいちろーも地獄に行ってくるもんよね」

　オレが地獄に行くたび豪勢な食べ物が食べられるわけじゃないぞ……。

「ちょっとは心配してる素振りくらい見せろよ」

「あたしの涙は安くないのよ」

　安っぽいドラマですら言わないようなセリフでオレから逃れる。

「食い意地ばっかり張ってると、いつか太って後悔するぞ」

　太るとは夢にも思っていない様子で、こっちの抵抗を聞き流した。

「結論、おまえは美お味いしいものが食べられればそれでいいんだろ？」

「そうとも言うわね」

　ひでぇ奴やつ……。

「地獄を抜け出してくるのが大変なのは、おまえが一番わかってると思ったんだが？」

「生憎あいにくと、あたし自分の力で出たことないし？」

　確かに……。ティーリの場合は気持ちはどうあれ最初は不可抗力だ。

「いっそのこと、地獄から戻らなかったらよかったのに」

　近くからは、リズのそんな声。

「無視することにしよう……」

「地獄から戻らなければよかったのに」

　こっちが聞き流したことで、もう一度繰り返された。

　それもエリーゼには届かないくらいのギリギリの声量で。

　他人を心配しないリズに対して、少しくらい仕返しをしてやりたい。

「エリーゼ、今リズがオレの悪口を────」

「余計なことを言ったら、殺します」

　せんせー、おおよそ天使とはほど遠い発言をする人がいますー。

「聡そう一いち郎ろうさん、何か仰おつしやいましたか？」

「いや……お腹なかが空いたもんだな、と」

「ふふっ、そうですね。もう準備も終わります。あ、リズも一緒に食べますよね？」

　そんな当たり前のことをエリーゼが言った。

　しかし、リズから返って来た言葉は意外なものだった。

「私はいりません……」

　拒否の申し出だった。

「少し……。お兄様のところに行きます」

　そう答え、リビングを後にする。

「でも、ご飯はどうするのです？」

「大丈夫です。自分で用意していますから」

　そう静かに言い残し、リズは満足にエリーゼの顔を見ることもなく出て行った。

「どんだけオレと一緒に居るのが嫌なんだよ」

「いえ……聡一郎さんは何も悪くありません。悪いのは私なんです」

　どこにもエリーゼに落ち度はなかったと思うが……。

「今喧けん嘩か中っぽいのよね」

　ティーリは美お味いしそうに盛り付けられたから揚げを見つめながら言った。

「喧嘩って、エリーゼとリズが？」

「そうよね？」

「え、ええ……否定はできません」

　珍しいこともあるもんだ、とちょっと感心してしまった。

　どの兄弟、姉妹だって喧けん嘩かはすると思うが、エリーゼとリズは例外だと思っていた。

　この二人にも、そんな部分って言うのがあるんだな。

「ちなみに喧嘩の原因は？」

「それは───聡そう一いち郎ろうさんが気にされることじゃありません」

　と、答えるつもりはないらしい。

　ティーリもその理由を知ってか知らずか、特に何か話すことはなかった。

「それより早く食べない？　こういうのは熱いうちに食べるべきだと思うのよね」

　確かに……。目の前の料理はおいしそうな姿でオレたちを待っている。

　今日は屋上に閉じ込められて昼飯を食えなかったこともあり、自然と腹が鳴る。

「ご飯にしましょう」

　気持ちを切り替えたエリーゼが、いつもの笑みを浮かべ手を叩たたいた。

「そうだな」

「賛成」

　オレもティーリも反対意見を出すはずもなく、それを受け入れた。

　程なくして食事が始まった。

「そういや、こうやって三人で飯を食うのって意外と久しぶりじゃないか？」

「言われて見れば、そうかも知れませんね」

　昨日はリズたちも居なかったようだが、結局飯の時間まで起きていられなかったし、今はいつも居るはずのリズが居ない。

「ちょっと前まで、ティーリは食べ方ひとつとっても酷ひどかったもんだ」

　ふと思い出される食事風景。

「食べ方がひどいってなによ。普通でしょ」

　今は茶ちや碗わんを手に持ち、箸はしを正しく持って食べている。

　ところが、数週間前はこれが出来ていなかった。

　茶碗をテーブルに置いたまま首だけを動かし、箸を使ってかき込んだり。

　その姿は悪魔よりも犬と表現した方がイメージとして伝わりやすいだろう。

「自分で自分が変わったって実感してないのか？」

　人間界で今までと全く違う生活リズム、かつ行動なのに、不思議に思わないのか。

「……別に？　全くとは言わないけど、あたしはあたしよ？」

　薄々は感じつつも、自覚はほとんどないようだ。

「…………」

　オレとティーリの会話に途中から参加せず、聞いてばかりだったエリーゼ。

　リズのことが気がかりなのか、どこか上の空に見えた。

「大丈夫か？」

「どうしてです？」

　すぐ反応し、平静を装うが……。

「箸はし、逆に持ってるぞ」

「わっ……すみません」

　慌てて箸を持ち直す。

「喧けん嘩かした理由や内容は聞かないから、呼びに行ったらどうだ？」

　リズのことだ、エリーゼが呼びに来てくれるのを待っているかも知れない。

「いいんです、今は。私にも意地がありますから」

「意地ねえ」

「エリーゼ、ちょっといい？」

　ジッと一点を見つめたティーリが、何かに気づいたのか話しかける。

「なんでしょう……？」

　唯一事情を知っているティーリは茶ちや碗わんを手に取り……。

「今日のごはん美お味いしい。お代わり」

　やっぱり、いつものように空気を読めない発言を行った。

「ったくおまえは相変わらずだな」

「ふふっ、はい。少しお待ちくださいね」

　茶碗を受け取ると、ご飯をよそいに席を立った。

　まぁ、今まで沈んでいたことを考えると、多少エリーゼの表情に生気が戻ったか。

「これが計算したうえでだったら、偉いんだけどな」

「うっさいわね。美味しいものは美味しいんだからいいでしょ。珍しくお代わりしちゃったわよ」

　明らかな噓うそを発見した。

「オレはおまえがお代わりしない日を見たことがないんだが？」

「そうだっけ？」

　ケロッとした様子でそう言い、付け足す。

「こんなに早くお代わりしたのは久しぶりよ」

　それも噓うそな気がする。大体いつも真っ先にお代わりするのがティーリだ。

　オレとエリーゼ、リズは大食いではないのでご飯一杯だけのことも多い。

　最初から最後まで食べているのはティーリくらいのもんだ。

「エリーゼってご飯作るの、ほんと上う手まいわよね」

「そうだな」

　ティーリは気にした様子もなくエリーゼを褒める。

　これも以前にはなかったことだ。

　天使であるエリーゼを嫌っていた頃ころは、絶対に褒めたりしなかったのに。

　今は相手の長所を、ちゃんと褒めることも出来るようになっているんだな。

「この家にエリーゼは必要、よね」

「そうだな……。いや、でもおまえも料理くらい覚える必要あるだろ」

　素直にエリーゼを褒めようとして、オレは迂う闊かつだったと言葉を訂正した。

　今ここでエリーゼが必要だと言ってしまったら、天国へ帰す作戦が厳しくなる。

「そうですよティーリさん。私が教えますから一緒に料理覚えましょう？」

「あたしには向いてないと思う」

「そうだな。何な故ぜか普通の材料から恐ろしい飯を作りそうだもんな」

「そーいちろーには、後で唐辛子をお尻しりの穴から詰めてやる」

「……間違いなく痔じになるから勘弁してくれ」

　三人だけとはいえ、久しぶりに賑にぎやかな食事を取ることが出来た。

　エリーゼがリズと喧けん嘩かしたことや、これからのことなど課題も幾つか見えてしまったが。





　７






　深夜、オレは帰って来たルシオンを部屋に呼び出した。

「こんな時間に私を呼び出すとは、一体何を狙ねらっている……」

　身体からだをクネクネとお姉系のようにくねらせながら、近づいてくる。

「……何故私から距離を取る？」

　身の危険を察知した、無意識の行動だった。

「おまえ、男でもいいとか言い出しそうだし」

「貴様……私を愚ぐ弄ろうするにも程がある！」

　さすがのルシオンもそれはない、と激怒して詰め寄って来た。

「私が許容するのは男の娘こだけだっ!!　アレは刺激的だっ！」

　何だよ、男の娘こって……。謎なぞの言葉に首を傾かしげ、オレは念のためやはり距離を置くことにした。ルシオンは憤慨しているようだったが、ソファーが空いたことで、そこに腰を下ろした。ティーリもルシオンも、やたらとこのソファーを気に入っているようだ。

「それで？」

　早く話を切り出せと、催促するように顎あごで促した。

「おまえには、どうしても話しておかなきゃいけないことがある」

「ふむ……。今朝少し何か言いたそうな様子だったな」

　どうやらこっちの雰囲気からいずれ話があることを察していたようだ。

「……こっちに戻って、悪魔連中から話を聞いた。それから考えていたことがある」

「遠回しな説明は必要ない。結論から言うがよい」

「そうだな……」

　その通りなのだが、それが簡単じゃないから苦労している。

　少しの間言葉が出なかったが、いつまでも黙っているわけにはいかない。

「エリーゼを、天国に戻してやってほしい」

　そう切り出した。

　そしてルシオンの反応を見る前に自分で続けざまに話す。

「今は天国に戻ってるみたいだが、リズも引き上げるように言ってほしい」

　そんな話を切り出したことに、ルシオンはそれほど驚いた様子を見せない。

「私が驚かないことが意外か？」

　顔色を窺うかがっていたことに気づいたのか、そう言って来た。

「貴様の報告以前から、悪魔たちが頻繁に何やら画策していることには気づいていた。それがおまえを狙ねらってのものだったのかどうか、確証がなかったがな」

　ソファーにもたれるルシオン。

「出来るか、そういうこと」

　天国の仕組みを全く知らないオレには、ルシオンにそういった権利があるのかどうかも分からないため、こんなことを切り出してよかったのかも分からない。

「聡そう一いち郎ろう。おまえがそう切り出してくれたことに、感謝している」

　想像していた答えとは違うものが返って来た。一体どういうことなのか。

「今回の事件は、普段人間界で起きるトラブルとは一線を画すものだった。事実フォーチュンという悪魔がティーリの命を脅かし、魔将が学校を襲撃、聡一郎を地獄まで拉ら致ちすると言う異常事態までもが起きた。桃もも恵えや渚なぎさなど、人間までも巻き込まれている」

「……ああ」

　次々と、オレの周囲で起きる事件は、笑って見過ごせるレベルを逸している。

「そこで私は、天国に戻った際にミカエル様に助言を仰いだ。結果、エリーゼとリズ、両名の引き上げが許可され、代わりに対悪魔用に特化した力を持つ天使が派遣されることが決定した」

　要するに、オレが切り出す前から裏ではルシオンが妹たちの身を案じ引き上げる準備を進めていたようだ。

「そうか……。だったら、話は早いってことだな」

　わざわざこちらが切り出さなくても、近いうちルシオンから話があったってことか。

「エリーゼは、もうそのことを？」

「軽くはな。だがエリーゼ自身から帰るとは一言も言っていない。恐らく最後の最後まで人間界に……聡そう一いち郎ろうとティーリの傍そばに居るつもりだろう」

　エリーゼは、オレの前では天国に戻る可能性など、おくびにも出さない。

　単純に、オレなんかには話すことじゃないと思っているのかも知れないが。

「エリーゼは、ミカエル様が命ずるようなら天国に戻ると答えていたが、そのミカエル様が下した命令は、エリーゼの意思を尊重する、と言うものだった」

　つまり、人間界に残るかどうかを決めるのはミカエルでもルシオンでもなく、エリーゼだと言うことだ。そして今、エリーゼは人間界に残る方向で考えている。

「もしかして、エリーゼとリズが喧けん嘩かしているのは……」

「二人が喧嘩していることに気が付いたか」

「普段あれだけ仲の良い姉妹だからな、嫌でも気付く」

　……ティーリから聞いた、と言うことは伏せておこう。

「今回の件が原因だ。一刻も早く天国へ連れ戻したいリズと、最後まで聡一郎の傍で使命を全まつとうしたいエリーゼが対立したと言うことだ」

「そうなんだろうな」

　夕方、家の前で待ち構えていたリズの険しい表情。

　オレにエリーゼを解放するように、と伝えたかったんじゃないだろうか。

　人間界にエリーゼが残ることで、各所で不満や混乱が起きてるってことだ。

　オレが決断すれば、全員が幸せになれるはず。

　自分の気持ちだけ押し殺せば、済む話だ。

「オレが、直接エリーゼに天国に戻るよう伝える。多少厳しい言い方になるだろうけどな。それでいいか？」

「覚悟は出来ている、と言うことか」

　オレは頷うなずく。

　優しい言葉だけでは、エリーゼはけして折れないだろう。

　やりかけたことを途中で投げ出すようなタイプじゃない。

「出来れば口出しせず、エリーゼのことはオレに任せてくれ」

「本当に構わないのか？　最悪、聡そう一いち郎ろう自身が、エリーゼに嫌われる可能性もある」

「今までと一緒に生活をさせて、身を危険に晒さらすよりマシだ」

「……そこまで決意が固いのなら、私は何も言うまい。聡一郎に任せよう」

　今まで見せたことのない、優しげな顔でオレを見つめるルシオン。

「次にゲートが開く時、エリーゼを連れ帰る。それで構わないな？」

「ああ。エリーゼが迷わず天国に帰れるよう、それまでに話しておく」

　どんなことをしてでも、エリーゼの首を縦に振らせなければならない。

「話はそれで終わりか？」

「それだけだ。オレはもう寝る」

「待て。私からも少し話がある。丁度いいタイミングだから話させてもらおう」

「ここで急にボケたり変態になったりすんなよ？」

「安心するが良い。今はそんな気分ではない」

　こいつは気分でボケたり変態になったりするのか……。

「ティーリのことだ」

「ティーリがどうかしたのか？　オレが居ない間も、大人しいもんだったって話だが」

「態度は随分と軟化した。正直悪魔とは思えないほどだ、感心している」

「だったら問題ないだろ」

「エリーゼとリズが居なくなれば、聡一郎への悪魔化の影響が如実に現れる」

　何を言いだすかと思えば、そんなことか。

「なら話は簡単だろ。次に来る天使が同居すれば早い話だ」

「随分と寛容になったものだな。最初は同居も否定的だったではないか」

「状況が状況だ、無理は言わないさ」

　それは良いことだ、と言い、続けた。

「しかし、事はそう単純ではない。対悪魔に特化した天使たちは、エリーゼのようにティーリに対して優しく接するタイプではない上に、独自の権限を持っている者が多い」

「まさか、ティーリの奴やつを浄化する、なんてことがありえるってのか？」

「そうだ」

　しかし、幾ら中位天使と言っても、ミカエルからの命令で動いているはず。

「……ミカエルが、浄化の許可を出す、ってのか？」

　導き出した結論はそこだった。地獄王から聞いた話が蘇よみがえる。

「私の知らぬところで、その命令が出される可能性はある。どちらかと言えば、可能性は高いだろう」

「ふざけんなよ、オレがさせねえよ、そんなこと」

「彼らは冷徹にして狡こう猾かつだ。おまえが学校に行っている間、就寝している間、買い物に行っている間。必ず隙すきを窺うかがって仕掛けてくる」

　まるで悪魔のような所業だが、それが現実なのだろう。

　勝手に人間が想像している天使像とは、大きくかけ離れている。

「残念だが、私にはどうすることも出来ない。だが、それだけは覚えておけ」

　それはルシオンなりのアドバイス、だったのかも知れない。

　本来なら聞かせるような話じゃないはずだ。

　捉とらえ方によっては、天使への裏切りとも取られかねない。

「天使の連中にとっちゃ、目の上のタンコブなのは変わらないんだな、あいつは」

「片翼として人間界に現れた以上、それは運命だったのかも知れん」

「あいつはもう人間とほぼ変わらない。そうだろ？」

「……ああ」

　最初はティーリに対し強い警戒心を持っていたルシオンも、一緒に生活するなかでティーリの成長を認めてはくれているようだった。

「悪魔として生まれなければ、な」

　そう付け加えると、静かにソファーから立ち上がった。

「私はまた人間界に戻って来ることもあるだろう。何かあればその時相談に乗ってやる」

　ではな、と言い残しリビングを後にした。

　そしてルシオンと入れ違いで、ティーリがリビングへ。

　偶然にしちゃ、タイミングが良すぎる。

「聞いてたのか」

「言っとくけど、完全に偶然だから。この間も盗み聞き扱いされて、不機嫌になったからあんまし追及しないで」

　シャットアウトするように手のひらを突き出した。

「別に追及しねえよ」

　ティーリはすたすたと冷蔵庫の前まで行くと、冷蔵庫からお茶を取り出す。そしてそれをコップの表面張力ギリギリまで注ぎ、一気に飲み干す。

「夜中にそんな飲み方したら腹壊すぞ」

「安心して、悪魔はこの程度じゃ問題ないから」

「……なるほどな」

　悪魔は確かに異常なまでに食べ物関係には強い気がする。

　食べる量もさることながら、どんなものでも大抵ペロリと食べる上に、腹痛になってるところを一度も見たことがない。

　空っぽになったコップを、そのまま放置せず、水で洗い流しタオルの上で逆さにして戻した。

「……せ、成長している……」

「これくらい当然なのよ。別に褒められることでもないし」

　その発言こそ、成長していると言わせてもらいたい。

　今までなら誰だれでも当たり前にするようなことでも、こいつは出来なかったし、出来たとしても褒めろ褒めろと要求して来た。

　だが、今はむしろ謙けん遜そんまで覚えて褒められるのを嫌がった。

「それよりいいわけ？　このままエリーゼを天国に帰しても」

「やっぱり聞いてたんだな」

「偶然だけどね。そう、大事なことだからもう一度言うけど、偶然だから」

　本当か噓うそか微妙なところだったが、それは今重要なことじゃない。

「あの天使抜きで生活していくのは、凄すごく大変なことなんじゃないの？　最近少しずつ分かるようになってきたけど、エリーゼのしてることって、とてもあたしじゃ真ま似ねできない……」

　そう言いながら、テトテトと歩いてくると、オレが座る隣に腰を下ろした。

　別に拒否する理由もなかったので、黙って受け入れる。

「なんでおまえが真似する必要あるんだよ。別に真似しなきゃいいだろ」

「あたしはさ、ちょっと前にエリーゼが天国に戻るって話耳にしてたの。偶然だけど」

　さっき言ってた盗み聞き扱い～の件か。

「それと真似と何の関係が？」

「……エリーゼの代わり、それが出来なきゃいけないじゃない？」

　そんなことは全く必要ないが、それはティーリなりの気遣いとか成長の証あかしなのだろうか。

　つまるところ、抜けた穴を埋めようとしていたわけか。

「でもさ、正直言ってお手上げ。あたしがどれだけ頑張っても、エリーゼの５％くらいしか真似できないって言うか」

「５％は……さすがにちょっと低くないか？」

　真ま似ねとは言わずとも、もう少しくらいはやれそうなもんだ。

「う、うっさいわね。じゃあ特別頑張って10％にしておくわよ」

　どうやら精いっぱい頑張っても、そこが限界地点らしい。

「毎朝誰だれよりも先に起きて、全員分のごはん作って。それも、誰が何を好きだとか、栄養がどうとか全部管理して。昼は掃除洗濯、夜はお風ふ呂ろから寝るまで、ずっと働きっぱなし。やってることって一つ一つあたしにも出来る当たり前の行動だけど、それが積み重なったら、信じられないくらい重労働って言うか」

「……そうだな」

　オレは一人だった頃ころ、当然すべての家事を一人でこなしてきた。

　それが可能だったのは当然自分だけだからで、手を抜いても怒られることはない。

　面倒な時には掃除も洗濯も、食事だって手を抜く。

　それをエリーゼはたった一人で、いつも完かん璧ぺきにこなしてきていた。

　彼女の役割を、手抜きだと批判できる奴やつは誰一人いないだろう。

「だから、エリーゼは絶対に必要、って言うか……抜きじゃ無理でしょ」

「確かに苦労するだろうな。特におまえの場合は食べるのと散らかすのが専門だし」

「ふふんっ、そこは否定しないわ。爽そう快かいだしね」

　多少家事が出来るようになったと言っても、悪魔にとって家事は、本質的に面倒だと思ってるのは間違いないだろう。

「確かにエリーゼが抜ける穴は大きい。でもな、いつまでもそれじゃダメだろ。元々オレは一人だったし、それでもおまえと同居生活していくことを決めたんだ。一度楽を覚えたからって、それに頼りっきりになるつもりはない」

「あんた自身はどうなのよ」

　変な切り返しをされ、オレは少し首を傾かしげた。

「だから、抜きでやっていく努力をするしかないだろ」

「そうじゃなくて……エリーゼ、って存在は必要なんじゃないの？」

　オレは今、それに関して語っているつもりだったが。伝わっていなかっただろうか。

「家事はオレが７、８割担当する。オレの手が届かないところで協力してくれりゃ、何とかやっていけるだろ」

「そういうことじゃないってば」

　納得されると思ったが、ティーリはまだ腑ふに落ちない様子で、少し怒っていた。

「んだよ。じゃあどういう意味だ」

「それは……」

　改めて問い返すと、口ごもる。一体こいつは何が聞きたいんだ？

「何でもない」

　と言うときは、大体なんかある。

　そして無理に聞き出そうとしても怒られるか口を閉ざすかのどっちかだろう。

「分かった。今は無理に聞かない、話したくなったら言ってくれ」

「……話すことはないけど」

　認めようとはしなかったが、その態度だけで簡単な話じゃないことは分かった。

　オレは別件があることを思い出した。

「明日、少し時間あるか？　話したいことがある」

　オレはそう切り出す。

「なによ。なにかあるならここで言ったら？」

「長くなりそうだから、明日にしようと思ってな」

「……まぁ。大丈夫だけど、あたしって24時間フリーだし」

　確かにそうだった……。

「じゃあ学校から戻ったら、ちょっとだけ出かけるか」

「ご飯くらい奢おごってもらうわよ。ディナーって奴やつ」

「安く済ませてくれよ？」

「フランス料理くらいで勘弁しておいてあげる」

　全然安くないどころか、どれくらい高いのかも想像できなかった。

「大衆向けの寂れた食堂でいいだろ」

「それも中々美味しそうね」

　怒られると思ったが、意外にもティーリには好感触だったようだ。

「じゃあ、そーいちろーが逃げないように学校が終わる頃ころ迎えに行くから」

「なんでオレが逃げるんだよ……」

「人間お金が絡むと豹変するって言うし？」

　そんな余計な知識どこで身に付けてきたんだ……。

「とにかく、逃げるのは無しよ？」

「わかったわかった」

　この食い意地の張った悪魔に食べさせてやることにしよう。





○それぞれの未来







「おはようございます、聡そう一いち郎ろうさん」

　早朝、オレが目を覚ましてすぐ、エリーゼが起床してきた。

　昨日改めてエリーゼの役割が大きかったことを話したせいか、毎朝誰だれよりも早く起きて家事を始めることの凄すごさを改めて実感する。

「……おはよう」

　オレは短く答え、ごろりとソファーに横になりエリーゼを視界から外した。

　もうすぐエリーゼは居なくなる。

　自分から切り出したことでもあるが、その事実が目前に迫っていて、少しだけ接しづらいと言うか、話をしづらいと感じたオレはエリーゼから目を背けた。

「本日は夜中少し天気が崩れるそうです。念のため傘をお持ちになって学校に行かれた方が良いと思います」

「……わかった」

　短く答え、オレは無音をかき消すようにテレビのリモコンに手を伸ばした。

　適当なチャンネルの適当なニュース番組をつけ、見る気もないのにテレビを見つめる。

　エリーゼは気にした様子もなく、淡々といつものように朝食づくりを始めた。

　今更変に避けるような真ま似ねをしても、誰も得しない。

　せめてこれまでお世話になった分、労いのひとつでも言うべきなんだろう。

　なのに、自分から言葉が出ない。

　もうすぐ天国に帰るんだって？　その一言を言いだすことが出来ない。

　安全のためにも、天国へと戻ってほしい、その気持ちがあるのは事実だが、それでも人間界に、この家に残ります、そう言ってほしいと思っている自分がいる。

　こんな風に願ったことが一度でもあっただろうか。

　エリーゼにとっては、人間界よりも天国の方が住み心地は間違いなくいいだろう。

　ティーリのように帰りたくない場所であればともかく、天国は大切な故郷だ。

　慣れない人間界で生活する方が絶対大変だし、良い印象だって持っていないかもしれない。

　それでも───。

　それでも、エリーゼが、少しでもこの場所を気に入ってくれているなら。

「……何考えてんだ、バカらしい……」

　もしオレが不在の中悪魔が襲い掛かってきたら、その時は誰だれが対処する？

　エリーゼにもしものことがあった後じゃ遅い。

　地獄王や人間界に巣くう悪魔から事前に情報を得た今こそ、逃がす最大のチャンスだ。

　余計なことをして後ろ髪引かせるような真ま似ねをすることだけはしてはいけない。

　幸い今なら、ティーリやリズもいないため、話を切り出しやすい。

　このタイミングで告げるべきだと判断し、オレはソファーから上半身だけを起こすとエリーゼに話しかけた。

「昨日ルシオンと話した」

　短く、極力感情を押し殺してそう声を投げた。

「お兄様と？　何をでしょう？」

　わざわざこちらへと振り返り、柔らかな笑みを見せる。

「今度ゲートが開く時、おまえを天国に戻せ、ってな」

「え……」

「おまえも考えてはいたんだろ？　天国に戻る必要があるかも知れないって」

「……それは……」

　不意打ちに、驚き、エリーゼは焦った表情を見せる。

「だから戻れ。これ以上おまえの世話にもなれないし、ちょうどいいだろ」

　伝えるべきことだけを伝え、オレは再び横になった。

　ソファーの背もたれで視界は隠れ、エリーゼが見えなくなる。

「私は……」

　小さく、短く呟つぶやくエリーゼの声を遮るように、リモコンを握りしめ音量をあげた。

　別に釈明なんて聞く必要はない、と無言でアピールするために。

　人は空気を作り出す。

　それは呼吸と呼吸から作り出すものから、その場の雰囲気を作り出すものまで。

　そしてその空気ってのは意外とバカに出来ない。

　この場には間違いなく、気まずく重い空気が流れ始めた。

　そうなるように仕向けたのはオレだが、それでも居た堪たまれない気持ちにはなった。

　エリーゼはオレと話すことを諦あきらめたのか、料理を再開したようだ。

　どんな形にせよ、伝えるだけは伝えた。これでよかったんだろう。

　悔いなく天国に戻ることが出来るはずだ。

「……聡そう一いち郎ろうさんにとって、私は不要な存在でしょうか？」

　エリーゼはソファーを回り込み話しかけて来た。

　オレは逃げようと思ったが、それをさせまいとエリーゼはぺたりと座り込んだ。

「私は、お役に立てていなかった、と言うことでしょうか？」

「……そう言うことじゃない。誰だれもそんなこと言ってないだろ」

「では……何な故ぜ、天国へ戻れなどと仰おつしやるのですか？」

「おまえだってルシオンから聞いてるだろ。オレの傍そばに危険が迫ってることは」

「それは、それは存じています。ですが……私は───」

　一度間を置き、そしてオレの目を綺き麗れいな瞳ひとみで真まっ直すぐ見つめて来た。

「私は聡そう一いち郎ろうさんさえ構わないと仰って頂けるなら、最後までお供するつもりです」

　そう、伝えて来た。

　その言葉を聞いて、嬉うれしく思わないはずがない。

　だが心を鬼にして接する必要がある。




　オレは寝たまま話すわけにもいかず、ゆっくりと体を起こす。

　そして座り込んだエリーゼに、やや厳しい口調で話しかける。

「おまえはもう必要ない」

「っ……」

「今まで世話になったことには感謝してる。エリーゼのお蔭かげで、オレは学業に専念できたし、ティーリが人間界に馴な染じむことが出来た。これはきっと、他ほかの誰でもないエリーゼにしか務つとまらなかったことだと思ってる」

「では……では、何故ですか……？」

「それは───」

　本当のことを、そのまま伝えてもいいものだろうか。

　天使が悪魔に狙ねらわれている、と言う事実を突きつけた時、エリーゼはそれで納得するのだろうか。悪魔がオレたちを狙っている現実を心配し、強がるに決まっている。

「最近のティーリは、殆ほとんど問題がなくなったよな」

「はい、それは……。私も驚くくらいの成長を見せています」

「オレもそう思う。多少悪魔っぽさは残ってるが、愛あい嬌きようみたいなもんだ。この状態なら、平日オレが学校に行ってる最中も大人しくしてるだろう」

「……そうですね」

「つまりエリーゼ抜きでも生活を送っていけるってことだ」

　厳しい言い方をして、オレはエリーゼが不要だと言い放つ。

　それがどれだけ苦しいことだったか、改めて言う必要はないだろう。

　その言葉を受け、食い下がっていたエリーゼが静かになった。

「そうですか……」

「まだエリーゼには伝えてないらしいが、ミカエルは天国に戻るかどうか、それはおまえの意思に任せると言ったそうだ。だからおまえから帰るんだ。オレにはもう、おまえは必要ない」

　誰だれよりも、自分の心に突き刺さる痛い刃。

　目の前のエリーゼが泣きそうになりながらも、必死にこらえる姿を見て、思わず噓うそだと叫びそうになった。

　エリーゼが居てくれれば、どれだけ心強いか。

　オレの生活がどんなに色鮮やかに、楽しい毎日になっていたか。

　それを伝えられれば、どれだけ楽だろう。

「話は終わりだ」

　短く言い、オレは立ち上がった。

「ちょっとトイレに行く」

「……はい。わかりました……」

　その場に俯うつむくエリーゼを残し、オレはリビングから逃げ出すように廊下へと足を向けた。

　悪い、すまない、そんな謝罪と弁明を何度も繰り返して。
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「かなり降り出したみたいだな」

　ティーリと二人きりでの外食を終えた帰り。

　定食屋を二人で出ると、外は一気に土砂降りの大雨にまで発展していた。

　傘を持っていなかったサラリーマンたちが、鞄かばんを頭に乗せ慌てて帰宅している。

　オレは予あらかじめ持ってきていた傘を広げる。

「行くぞ」

「ちょ、ちょっと待って。あたしの傘がない」

「なに？」

　定食屋に来た時は、確か一緒に傘立てにさしておいたはずだ。

　一緒になって傘立てからティーリの傘を探すが、確かに見当たらない。

「……あたし何か失敗した？」

「いや……」

　これは、ほぼ十中八九間違いないが、傘を持っていない誰だれかに盗とられたな。

「仕方ない。オレの傘に入れてやる」

　ここで新たに傘を盗ることも出来るが、結局その盗られた奴やつが辛つらいだけだ。

　ティーリも濡ぬれるのは嫌なのか、大人しく従いオレの隣に立った。

　ビニール傘なので、サイズもそれほど大きくない。

　オレは半身濡れるのを覚悟で、気づかれない程度にティーリ側に傘を傾けた。

「それで話って何よ」

　大雨の中でも、隣に居ればティーリの声ははっきりと聴きとることが出来るようだ。

　これはこれで話しやすくていいかもな。

「そういや、お前と出会った日も、似たようなシチュエーションだった」

「え？」

「ちょうどこれくらいの大雨で、おまけにオレの傘が盗まれたりしてな」

「へえ……」

　短く相あい槌づちを打つティーリ。どこか警戒しているようにも思えた。

「オレが何を話すのか気になってる、って感じだな」

「そりゃそうでしょ。どうせ、あたしに対して悪い話とかなんでしょ？」












　これまでの経緯や最近の流れから、そういう話だと思っていたらしい。

「どうだろうな。まぁ、朗報じゃあ無いかもしれない」

「やっぱり。で何よ。一応耐性はつけてるつもりだから、さっさと言って」

「おまえが地獄から人間界に来た理由は、完全にははっきり覚えてないんだよな？」

「え？　えぇ。変な奴やつらに巻き込まれたってのだけは、覚えてるんだけど」

「実はそれも、少し事実とは異なるみたいなんだよな」

　まだルシオンにも話していない、地獄で起こった真実の話。

　もし天使や、他ほかの悪魔たちが聞き耳を立てていたとしても、この大雨は、良い意味でカモフラージュになってくれる。とても声を拾いきれる状態じゃない。

「地獄王に直接聞いた。おまえは、この人間界に来るべくして来た悪魔だってな」

「……ごめ、全然意味わかんないかも」

　だろうな。明らかに難しそうな顔をしている。

「かいつまんで説明すると、地獄でオレの存在に気づいた悪魔の中に、どうにかしてオレを魔将にしようと計画をした奴がいたらしい」

「ふむふむ……それで？」

「で、片翼で身寄りのない小悪魔のおまえが、その計画に選ばれた。一度地獄から送ってしまえば、人間界から帰って来る手段はなくなるわけだしな」

「それって───あたしとそーいちろーが出会ったのは偶然じゃないってこと？」

「ああ。オレはおまえを拾い、悪魔として目覚める兆候を感じ取った。事実、エリーゼたちが天国からやって来なければオレは今いま頃ごろ、人間じゃなかったかもしれない」

「……そうね」

　オレの肩が、もう雨でびしょびしょに濡ぬれ、深いシミを作っていた。

　反対側のティーリは大丈夫だろうか、そう思いそれとなくチェックすると、微かに濡れてはいたが、ほぼ問題なく傘でカバーできていたようだ。

「あたしを人間界に送り込んだ悪魔は、どうしてるんだろ」

「地獄王が、そいつを見つけだして始末してしまったらしい」

「始末って……もう存在しないってこと？」

「ああ。だから、厳密にはどうやっておまえを人間界に送ったのか不明のままだ」

　そいつが生きていれば、何かしら地獄へティーリを送り返す手段も見つかったかも知れないが、手がかりが消えた今、送り返すことは難題に変化した。

「おまえがオレを巻き込んだんじゃない。オレがおまえを巻き込んだんだ」

　今日話したいと思っていたことの核心は、今の発言だった。

　オレが魔将になる可能性を秘めてさえいなければ、ティーリが選ばれることはなかった。

　人間界へと送り込まれ、天使や他ほかの悪魔に狙ねらわれる危険性もなかった。

　そして、オレがティーリを厄介者として邪険に扱うこともなかった。

「……悪かった」

「別に、謝らなくていいわよ。って言うか、謝るようなことじゃないし」

「でもオレが居なきゃ巻き込まれなかったんだよ」

「やっぱり謝ることじゃないでしょ」

「おまえはオレを責めてもいいんだぞ？」

「だから、謝ることじゃないし、責めることでもないってば」

　語尾を荒らげ、もう一度ティーリが言った。

「あんたが居なかったら、あたしはずっと地獄に居たわけでしょ？　なら、あたしはそーいちろーのお蔭かげで人間界に来られた。生きていくことが出来た。それって全然不幸なことなんかじゃなくって、凄すごくありがたいって言うか、幸せなことだった」

　地面に落ちる大粒の雨を見つめながら、一人言葉を続ける。

「そりゃ最初は戸惑ったわよ。突然環境が変わったんだから。でも、思ってたよりもずっとこの世界は面白くて、楽しくて……そして、一人ぼっちじゃなかった」

　そう喋しやべるティーリの声は柔らかく、本心からそう語っているように思えた。

「だから感謝してる。これまで生活できたこと」

　そして笑顔で、オレの方を見上げた。

「おまえ……」

　その笑顔には噓うそ偽りはなく、そして覚悟のようなものが見て取れた。

「地獄で生きて来た時間より、人間界で生活したこの数ヶ月の方がずっと意味があって、生きてる実感があった。もし浄化されることになっても、あたし悔いはないから」

「……そうか」

　ティーリが地獄に戻りたくないと感じていることは分かっていた。

　だが、これほどまでに、この世界を好きになってくれているとは思ってもみなかった。

　そして───人間に近づいている、と思ってもいなかった。

　隣に居る一人の少女はもう、間違いなく人間だ。

「おまえを浄化なんてさせやしない。オレが守ってやる」

「いいわよ、無理しなくて。天使の連中が本気を出したら、どうにもならないし」

「いや、絶対におまえを守る」

「……気持ちは受け取っておくけどね」

　半信半疑、と言うよりは、やっぱり現実的に不可能だと感じているんだろう。

　自じ嘲ちよう気味に笑って見せるティーリ。

「オレは今まで、絶対に天使にも悪魔にもならないと思って過ごしてきた。それはこれからも変わることは無いと思ってる。でもな、もし、もしもおまえに命の危険が迫ったなら───オレはその時、どんなことでもするつもりだ」

　立ちはだかる相手が何であれ、力が必要なら幾らでも解放する。

　傘を握りしめ、オレはそう決意した。

「……ありがと」

　少し控えめに、小さな声が耳に届いた。

「でもね───」

　そして続けられる言葉。

「でも───やっぱりあんたは人間のままで居て。きっとそれが、一番大切なこと」

　自分が殺されてしまうかも知れない、そんな状況にあって、ティーリは生にすがりつこうとはせず、オレのことを気遣っていた。

　けして生きることを諦あきらめたわけじゃないだろう。

　それでも……ティーリはオレが居ない間に覚悟を決めていたのだ。

　もしもの時は、全すべてを受け入れると。

「オレは───」

「もう着いたわよ」

「え？」

　正面を見上げると、既にオレの家の前だった。

　話し込んでいる間に、ゴールにたどり着いてしまったようだ。

「あたしお風ふ呂ろに入る。髪も濡ぬれたし」

「そうだな、オレも風呂に入りたい」

「そーいちろーは最後よ。だって、湯船に垢あかとか浮いてたら嫌だし」

「浮かねーよ……」
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「聡そう一いち郎ろう。明日、我々は天国へ戻る」

　先日と同じように、日付が変わり深夜になったころ、ルシオンがリビングを訪れた。

「……知ってる。それで？」

「貴様とはぶつかり合うことも多かったが、互いに良い経験になったのではないかと思っている」

　ルシオンはふざけた様子もなく、これまでのことを振り返る。

「エリーゼやリズにとっては、より大きな経験になっただろう。あの二人はこれから私と同等、あるはそれ以上の天使として、役目を全まつとうしていくことだろう」

「あいつらはまた、人間界に降りてくるのか？」

「それは分からん。もし人間界へ赴く命が下されても、貴様との接触は無理だろう」

「そうか。余計なことだしな」

「これは、今までおまえの家で厄介になった分の金だ。受け取ってくれ」

　そう言い、白く細長い封筒を差し出してきた。

　受け取ると、思っていたよりも随分と厚い。

　軽く中を確認すると、オレが見たこともないほどの札が入っていた。

「……いらねえよ」

「そうはいかない。私たちがかけた負担は、けして軽いものではなかった。エリーゼとリズに至っては長期に亘って寝泊りをさせてもらった。水道やガス代もバカにはならん」

　言いたいことは分かるが、オレはどうしても金を受け取る気にはなれない。

　確かに金銭だけで見ればオレは幾ばくか失ったことは事実だ。

　だが、それ以上にエリーゼたちには世話になった部分が大きい。

「必要ない」

　もう一度短く言って、白い封筒を突き返した。

「貴様ならそう言うと思っていた。ならこれは私が個人的に貰もらっておこう」

「そうしてくれ」

「───やれやれ。これは置いていく。必要になったら使え」

　ルシオンもこの件に関しては引く気がないらしく、封筒を台所の戸棚にしまった。

「それから、もう一つおまえに渡しておくものがある」

「まだなんかあるのか」

「これは、私個人からの、貴様への礼だ」

「気持ち悪ぃな。いらねえよそんなもん」

「私の気持ちなのだ、ぜひ受け取ってくれ」

　再びオレに近づいてくると、何やらポケットから取り出している様子だった。

　そしてオレの手を取り、何か柔らかいものを握らせる。

「聡そう一いち郎ろうにとっては、かけがえのないプレゼントになるだろう」

　そう言い、ゆっくりと手を離すルシオン。

　オレの手に握らされていたのは、丸められた布のようなものだった。

「……なんだこれ」

「広げてみろ」

　言われるがまま、オレは布のようなものを広げていく。

　すると───。

「お、おい……」

　純白に可愛かわいらしいレースが施された、一枚の下着だった。

「エリーゼが実際に使用していたパンティーだ。おまえには必要なものだろう」

「おまえ、ふざけてんのか？」

「私はふざけてなどいない！　おまえにはこれが必要なはずだ！」

「なんでだよ……」

「エリーゼが天国に戻れば二度と会うことはない。やがて思い出も風化し、思い出せなくなるだろう。そんな時、このパンティーがそれを繫ぎとめてくれるはずだ」

　本人は真面目まじめなつもりなのか、熱く語りだす。

「これを夜のおかずにするなり、匂においを嗅かぐなり、あるいは被かぶったり、極めつけは自分で穿いてみたりと使い方は千差万別だ。何にせよ役立つだろう」

　勝手に良いことをしたつもりでうんうんと頷うなずいている。

　しかし、穿くって───。

　改めて広げてみる。

　どう考えても人が穿けるようなサイズには見えない。

　伸縮性はありそうだが、この小さな下着をエリーゼが穿いているのか───。

　と、そんなオレの様子をニヤニヤとおおよそ天使とは思えない下世話な笑みで見つめる男。

　オレは下着を丸め、ルシオンに突き返した。

「おまえ、バレたらエリーゼに殺されるぞ」

「案ずるな。エリーゼは誰だれかを傷つけるような天使ではない」

　もちろんそうだが、このケースでルシオンだけは例外の気もするが。

　物理的な行動は起こさずとも、生涯兄を軽けい蔑べつし続けることだろう。

「折角のお宝を受け取り拒否とは。後で後悔しても知らぬぞ」

「絶対にないから安心しろ」

「とか言いつつ？」

「ない」

「からの？」

「だからないって言ってるだろ。眼球に指を突き刺すぞ」

「……実に物騒な男だ。やはりエリーゼたちを引き離して正解のようだな」

「あぁそうかよ。もう話が済んだならいいだろ」

　追い払うように手でルシオンを払う。




　しかしルシオンは立ち上がらず、むしろゆっくりと寛くつろぐようなしぐさを見せた。

「なんだよ。まだ何かあるのか？」

「聡そう一いち郎ろう。おまえには私たちの母のことを話しておく」

「あ？　んだよ急に。別にそんな話興味ねえな」

「無論、私一人であれば、貴様にそんな話をしたりはしない。だが、貴様がこれからもティーリと共に生活する道を歩んでいくのであれば、聞いてもらうしかないのだ」

「……どういうことだよ」

「リズが、おまえやティーリに対して、やたらと厳しい印象を持っていることには気づいているな？」

「そりゃな。アレに気づかない人間がいるなら見てみたいもんだ」

「何な故ぜ、アレほど態度を頑かたくなにするのか。それは、我々の母に関係している」

　ルシオンは空を見上げ、ゆっくりと話し始めた。

「母は昔、ある命を受け、今のエリーゼのように人間界へと降り立った。悪魔によって傷つけられた人間を救うという、天使たちにとっては当たり前のような命だ」

　エリーゼたちの母親も、人間界に来ていたのか……。だが、ルシオンの口ぶりからすると、人間界で何かあった、と言うことだろう。

　一瞬だが、海でリズがエリーゼに対して食って掛かった態度を見せていたことを思い出した。後にも先にも、リズがあんな風に声を荒らげたのは一度きりだったが。

「初めて人間界に降り立った母は、すぐにその人間を探し出した」

「その人間はどうなったんだ？」

「母は、その任務で傷ついた人間の保護をした。三日三晩つきっきりで、その人間に尽くしたのだ」

「助からなかったのか、その人間は」

「いいや、助かった。母の介抱のおかげで、その人間は命を取り留めることに成功した」

　なら、そこでハッピーエンド、となってほしいところだ。

　でもルシオンの表情は一層険しくなり、苦々しい素顔を見せる。

「その助けたはずの人間は、悪魔の手に堕おちた。堕ちるべくして、堕ちたと言ってもいい。助けた母に欲情し、その衝動を堪え切れなかったのだ」

「お、おい……」

「母は、天使の身で悪魔によって穢けがされてしまったのだ」

「それは……死んだってことか……？」

「いや、母は死よりも酷ひどい仕打ちを受けたのだ。天使の身で悪魔に穢されてしまった。これがどれだけ恐ろしいことなのか、人間のおまえには知る由もあるまい」

「死よりも酷い仕打ち……」

「天使が悪魔にその身を穢されると、堕天使へと落とされてしまう。堕天使とは、天使でも悪魔でも、そして人間でもない、本来許されざる存在へと変わってしまったのだ」

「その堕天使……になった母親はどうしたんだよ」

「堕天使とは、悪魔となった天使であり、即すなわちそれは天使の敵だ」

　淡々と、だが内なる怒りをかみ殺したようなルシオンの言葉が続く。

「大天使の命の下、堕天使となった母は討たれ、浄化された」

「……天使が、天使によって殺されたってのか……」

「これは、事の一部始終を見守っていたミカエル様より、聞かされた話だがな」

「大天使ってのは、結局監視しかしないんだな」

「思えば、エリーゼがやたらと貴様に目をかけるのも、母親のことで気持ちを共有していたんだろう。貴様もまた、母の愛を知らず育ってきた男だ」

「エリーゼやリズ、おまえと一緒にするな。そんな資格、オレにはない」

　確かに、オレには母親がいない。

　小さい頃ころ、オレを残して蒸発してしまった。

　今どこで何をしているのか、あるいは既に死んでいるのか、オレには確かめようもないし、確かめたいと思ったこともない。

　だが、それと今の話を同列に扱うことは、オレにはとてもじゃないが無理だ。

　人間のために尽くし、結果堕天使に堕ち、殺されてしまった母親。

　残された兄妹きようだいたち。

　どれだけ悪魔を恨み、人間を恨んでいるのか。

　それでも尚なお、こうして命を受け人間界に降り立たなければならなかった気持ち。

　あの日、オレの前に初めて現れたエリーゼは、優しい笑みを浮かべていた。

　それがどれだけつらいことだったのか。

　今、どれだけ苦しみながら、この人間界で生活しているのか。

「オレは何も分かってなかったんだな……」

　もう、長い間一緒に生活しているのに、苦悩ひとつオレは理解していなかった。

「あんたが、オレにこの話をした理由がよく分かった」

　これでオレの中にくすぶっていた、モヤモヤとした気持ちが払しょくされていく。

　心の中で、残ってほしいと願っていた感情を抑えることが出来る。

「こんな話聞かせたくもないだろ。悪かったな」

「いや。私が話したいと思ったから話した、それだけのことだ」

　全すべてを語り終えたのか、ルシオンは立ち上がる。

「それではな」

「ああ」

　オレはその言葉を信じ、静かに瞼まぶたを閉じた。

　明日はエリーゼたちとの最後の一日になる。

　悔いのない一日を送れるよう、密かに祈りつつ眠りについた。





　３






　それは、微かすかな物音だったのだろうか。

　それとも、ただ偶然、オレの意識が目を覚ましたのだろうか。

　まだ夜も明けきらない午前５時前に、オレは意識を覚かく醒せいさせた。

　眠気もほとんどなく妙に頭が冴さえている。

「…………」

　独りソファーの上で天井を見上げながら、もう一度眠気が訪れるのを待つ。

　だが、待てど暮らせど、再度眠気が訪れる気配がない。

　それどころかどんどんと目が冴えていく。

　テーブルに置いた携帯を手に取り、適当にニュースサイトへアクセスする。

　そこで適当に幾つかの記事でも読んでれば眠気もやって来るだろう。

　毎日更新されるサイトには、大から小まで一日で起こった様々な出来事が書かれてある。

　中には殺人事件のような物騒なものもあるが、これは本当に人間の犯した罪なんだろうか。もしかしたら悪魔の仕業なんじゃ、と考えていることに気づいた。

　翼を隠す術すべさえ心得ていれば、人間と悪魔は見た目だけじゃ区別がつかない。

「物騒なもんだな……」

　もちろん考え過ぎだとは思うが。

「エリーゼを天国に帰すのは、正解なんだよな……？」

　声に出して、自分自身に問いかける。

「……正解だ。間違いなく」

　言い聞かせるように、正しい答えだったと、それも口にして答えた。

　答えはあっている、なのに間違っていると感じている。

　この矛盾を、このやるせない気持ちの矛先をどこへ持っていけばいいのだろう。

　そんなことばかり考えていると、浮かんでくるのは、当然危険から遠ざけるために、天国へ戻るように伝えたエリーゼのことだった。

　突き放すように冷たく言い放たれ、落ち込んでいた。

　どれだけ深く傷つけてしまったことだろう。

　しかし、今謝るつもりはない。

　ここで謝ってしまえば、何のために冷たくあしらったのかが分からなくなる。

「……やはり、引っかかってるのはオレ個人の問題か……」

　エリーゼが居なくなる生活がまだ上う手まくイメージ出来ないんだ。

　一緒に暮らした期間なんて人生から見れば５％にも満たない。

　んだけどな……。

　今では、何な故ぜか半分くらいエリーゼと過ごしていた気がしている。

　ほんと、何でなんだろうな……。

「人と接した機会が圧倒的に少ないからか……」

　自分で答えにたどり着いて、がっくりとうな垂れる。

　独りきりの生活が始まってからは、１ヶ月以上誰だれとも喋しやべらないこともざらだった。

　それがエリーゼとは、たくさん話をしてきた。

「……明日どんな顔をして送り出せばいいんだ……」

　寝返りを打つ。

　ソファーの背に顔を向け、かけ布団を頭まで被かぶった。

「寝るか……」

　無理やり寝つこうとジッとしていると、廊下の方からゆっくりと歩く足音が聞こえた気がした。静寂だったからこそ、その違和感に気づいたが、確証はない。

　まさか泥棒か？

　……ないな。

　少なくとも我が家に泥棒に来るとは思えない。

　なら、今の足音は？

　オレの空耳か、あるいは悪魔が寝込みでも襲いに来たのか。

　こちらも音をたてないようにソファーから起き上がり、息を殺して廊下へ。

　とりあえず扉の小さな窓ガラスから様子を窺うかがうが、暗くてよく分からない。

　廊下へ通じるこの扉を開ければ、どうしても相手に気づかれてしまう。

　オレは少しだけその場に待機することを決め、ジッとしていると暫しばらくして玄関の扉が開く音。そして数秒後に、閉じる音が聞こえて来た。

　外から中に入った、と言うよりは中から外に出た、と思われる。

　オレは意を決し廊下へ通じる扉を開いた。

　真っ暗な廊下には人の気配はない。

　なら、今出て行ったのは……？

　玄関の灯りをつける。

　何かが荒らされた形跡や、床が汚れた形跡も全くなかった。

　しかし、あるものが消えている。

　それは……エリーゼ、リズ、そしてルシオンの靴だ。

「なんで……」

　一つの答えにたどり着くのに時間は必要なかった。

　オレは慌てて靴を履き、外へ飛び出す。

　そして左右の道路を見渡すと、そこには三人の後ろ姿があった。

　手には普段持ち歩かないようなバッグが持たれている。

「エリーゼ！」

　明け方の住宅街で、オレは構わず叫んだ。

　叫ばずにはいられなかった。

　その声に振り返る三人。

　オレは逃がさないように駆けつける。

「そ、聡そう一いち郎ろうさん、どうして……」

「おまえ、いつも律儀な癖に、なんで最後だけ黙って帰ろうとしてんだよ」

「それは───」

「お姉さま下がってください」

　オレとエリーゼとの間に、割って入るリズ。

　近づけさせないために、小さな体から両手をめいっぱい広げる。

「今からお姉さまは天国に戻ります。邪魔しないでください」

「オレは別に、邪魔するつもりはない」

「どうだか……。お姉さまを引き止めるつもりなんじゃないですか」

「そんなことはしない。ただ、ちゃんと別れを言いたいだけだ」

「……信じられません」

　リズは睨にらみつけ、必要なら戦ってでも邪魔すると言いたげだ。

　ルシオンから知らされた母親の話を思い出す。

　リズはリズなりに、エリーゼを守ろうとしているのだろう。

「オレを信じろ……ってのは無理な話かも知れないが、約束する。エリーゼを引き止めたりはしない」

「何を言われようと、絶対に信じません」

「リズ、もう良いだろう。聡そう一いち郎ろうはそんなことで噓うそをつく男ではない」

　この状況を打ち破ったのはルシオンだった。

　リズの肩を叩たたき、心を落ち着かせる。

「二人が苦楽を共にした日々は現実のものだ。別れくらいさせてやりなさい」

「しかし───」

「リズ」

　いつも姉妹に優しいルシオンが、叱しかりつけるような口調で名前を呼んだ。

「……分かりました」

　本気を感じ取ったのか、リズは渋々承諾し手を引いた。

「エリーゼ、私たちは先に例の場所へ向かっておく。別れの挨あい拶さつをする時間くらいはあるだろう」

　ルシオンはそう言うと、この場に残ろうとするリズの腕を強引に引き、ゲートがあるであろう場所へと歩いて行った。

「……申し訳、ありません……。今まで聡一郎さんのご自宅にご厄介になっていながら、何も言わず、私は帰ろうとしておりました」

「なんでこんなことした……なんて、オレのせいに決まってるか」

　分かりきったことを、オレは聞いてしまった。

「えっ……？」

「オレがひどいこと言ったからだろ。おまえはもう、必要ないと言ったから」

　そりゃ、オレなんかと面と向かって別れを伝える気も失うせる。

「オレを嫌いになるのも無理はない」

「違います。私は、聡一郎さんを嫌ってなんていません！」

「でも……」

「私、わかっていますよ？　聡そう一いち郎ろうさんが、私を気遣ってくれたこと。私を守るために、あえて突き放すようなことを仰おつしやったんですよね？」

「……それは……」

「お兄様から聞きました。悪魔の手が、聡一郎さんの周囲に居る天使にも及ぶ可能性があること」

　いつの間にか、ルシオンは説明をしてくれていたらしい。

　黙っておけばいいものを、中途半端にお節介な天使だ。

「……悪い」

「どうして謝るんですか。何も謝ることなんてありません」

「噓うそでも、オレはおまえにひどいことを言った。それは許されることじゃない」

「何も気にしてなんていません」

　ほんと、こんな時でさえ、エリーゼは優しいんだな。

「私が黙って出て行こうとしたのは───」

　一度、間を置いて、ゆっくりと呼吸するエリーゼ。

「別れが、辛つらくなりそうでしたから……」

　小さく、必死の思いで、その言葉を吐き出した。

「そりゃ……オレだっておまえが帰るのは……嬉うれしくはない」

　妙な表現になった。

　本当は辛い、と口にしたかったが、それを何かが拒み、言葉を変えてしまった。

　強がりでも何でも、エリーゼが居なくてもやっていけると教える必要がある。

　そうしないと、安心して天国に帰れないだろう。

「……ティーリだって、おまえに別れを言いたかったと思うぞ」

「そうだったら、嬉しく思います。彼女の心境は、わかっているつもりです。悪魔として天使を好きになるのは、凄すごく難しいことですから。それは、私自身も同じでしたし」

　少し俯うつむきながらも、エリーゼは一言一言を嚙かみしめるように答えていく。

「桃もも恵えさんや渚なぎささん。神楽坂かぐらざかさん、どなたにも別れを告げることが出来ず、ごめんなさいと、聡一郎さんから伝えて頂けると、幸いです……」

「面倒を人に押し付けやがって」

「……すみません」

　謝った後、顔をあげオレを見上げた。

「聡一郎さんたちとは、出会って僅わずかな期間しか、ご一緒することはありませんでした。まだまだ、お互いに知らないこと、山ほどあると思います」

「ああ、そうだな……」

　オレはエリーゼの好みひとつ、満足に知らない。

　どんな服を好み、どんな場所が好きで、どんな動物が好きなのか。

　そんなこともまるで知らない。

「ですが、私にとっては、今まで生きて来た人生の、その全すべてに匹敵するほどの大きな思い出を頂いたと思っています。人間界でのことは、けして忘れません」

　確かな、別れの言葉だった。

「今後は、中位天使様が、新たに任務を受け人間界へと降り立つ予定になっています。もし悪魔が何らかの悪事を企たくらんだとしても、聡そう一いち郎ろうさんとティーリさん、そして周囲の人たちを守ってくれるはずです」

「そうか……。安心ってわけだな」

「はい」

　自分の役目は終わり。

　そう言っているってことだ。

「そろそろ行きますね……。時間はありますが、長くなればなるほど、別れが辛つらくなりますし」

「そうだな……」

「どうか、お元気で。今までお世話になりました」

　エリーゼが深々と頭を下げた。

　そして次に顔をあげたとき、真まっ直すぐでしっかりとした表情に変わっていた。

「さようなら、聡一郎さん。どうか、ティーリさんのことを、よろしくお願い致します」

　天国からやって来た、心優しき天使の最後の言葉は、やはり誰だれかを気遣うものだった。

　エリーゼは背を向けゆっくりと歩き出す。

　けして振り返らず、立ち止まらず。

　そしてオレは声をかけることも出来ず、その背中を見送るしかできなかった。

　やがて、エリーゼの背中は見えなくなり、そこに広がるのは生まれてから何千回とみて来た当たり前の風景だけ。

　ああ、そうか。

　ひとつだけ分かったことがある。




　オレは、エリーゼのことが、好きだったんだ、と。




　もはや届くことのない想おもいが、胸の中を駆け抜けて行った。












あとがき




　生きてる人、居ますか？　はい。私は何とか生きています。衣笠彰梧です。

　この度『小悪魔ティーリと救世主!?』の５巻を発売させて頂くことになりました。

　率直に申し上げますと、執筆過程において、５巻が一番大変でした。

　ちょうどこの５巻の制作期間にもあたる時期、大きく体調を崩したこともあって、満足に仕事が出来ない日々が長く続いてしまったからです。現代のスぺランカーと呼ばれて久しいですが、改めて自分の身体の弱さには驚くと同時に嘆いてしまいます。パワプロなら回復１、けが１、安定１、不眠症は最低でも付いてきます。……まるで使い物にならない。

　さて、話を戻しますと、今作５巻で話は大きなポイントを迎え、結末に向けて走り出すことになりました。そんな５巻の見どころとしては、やはり藤宮守との屋上でのやり取りでしょうか？　え、ティーリやエリーゼはどうなのかって？　それはあなた自身が読んでお確かめ下さい。それよりも、藤宮の話をしましょう、そもそも藤宮は、何気に１巻から登場しているレギュ───。あ、藤宮の話なんて望んでない？　大変失礼いたしました。

　じゃあ次の見どころであるルシオンの───え、ヒロインたちの話？　知らんがな！

　何はともあれ、今回のお話、ネタバレ的な部分は伏せることにして、まだ読んでいない方は是非、実際に読んで確かめてみて下さい。

　そして、皆さん気づいて頂けているでしょうか？　『小悪魔ティーリと救世主!?』のドラマＣＤ化が着々と進んでいたことを。前にも、ドラマＣＤが制作されることになった、と言う告知をさせて頂きましたが、それもいよいよ現実のものとなりました。この本を手に取って頂けている頃には、無事世に送り出されたのではないでしょうか。

　普段本の中で活躍しているキャラクターたちが、今度は音声となって皆さんの元で活躍するのを、実は誰よりも楽しみにしています。キャラクターに色が付き、声が付いていく瞬間は何物にも代えがたい喜びがありますが、一番の喜びは、その感動を他者と共有できる瞬間だと思っています。映画館で、ひとつの映像を、作品をその場に居る人たちで共有する感覚に近いかも知れません。

　その肝心の中身ですが、普段はポーカーフェイスを決め込む自分でさえ、ティーリやエリーゼの前ではデレデレと鼻の下を伸ばしてしまうレベルで可愛いと言ってしまうほどです。音声があるだけで劇的に変わるものなんですね、ほんとに。

　なので、ここまで『小悪魔ティーリと救世主!?』を読んで下さった方、そしてこれから読もうかなと思っている方。一度ドラマＣＤの方にも目を、ならぬ耳を通してみて頂けると幸いです。よろしくお願いします。
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